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　暦こよみの上では初夏となったが、黒こく烏う州は真夏でもあまり気温が高くならない土地なので、今日も空気は涼すずしげだ。

　めずらしく窓を開け放ち、朧ろう月げつはそよ風を受けながら、のんびりと花はな茶ちやを口にする。

　まったりと幽ゆう鬼き院いんの自室に引きこもる幸せに、彼女は首まで浸ひたりきっていた。

（いろいろとあったけれど……）

　やはり、自分の部屋で気ままに過ごすのは最高だ。そう再確認する。

　座り慣れた座布団。自分好みの熱さに入れたお茶。竹を編あんだ小さな籠かごには、甘い桂けい花か糖とうの蒸むし菓が子し。手を伸ばせばすぐに届くところに並べた、書物の数々と、母の形見の月げつ琴きん。──どれも、お気に入りのものばかりである。

「……いい日だわ」

　魂たましいが半なかば抜けたような阿あ呆ほう面づらを隠しもせず、朧月はうっとりとつぶやいた。

「これで午後にお昼寝なんてしたら、そのまま溶とけてしまいそうよね、星せい彩さい」

「──はまりこみすぎだろ、珍ちん獣じゆう」

　近くにいる女友達に呼びかけたはずなのに、鋭するどくつっこみを入れてきたのは、仏ぶつ頂ちよう面づらが目に浮かぶような男の声だった。びくっとして、朧月は白はく磁じの碗わんを卓たく子しに置く。

「俺も鬼じゃないから、一服するなとは言わねえけどな。なんでまた空からの衣い裳しよう櫃びつに捨て猫ねこみたく入りこんでるんだ？　おまえは」

「蒼そう刻こくさん……」

　驚きに目をみはった朧月が振り返ると、戸口のところに見慣れた姿があった。

　劉りゆう蒼刻。

　いつもと様子が違って見えたのは、武官の戦せん袍ぽうではなく、街着と思おぼしき衣裳をさらりと着こなしているせいか。

　とはいえ街着の色遣いもやはり深い青が基調で、腰帯に刀もきちんと佩はいているので、武官の装よそおいのときと大きな差はない。銀色の髪かみをひとつに編んでいるのも、右目に鍔つば型がたの眼がん帯たいをしているのも同じだ。

　──おおよそ半月ぶりの再会である。凜りんとした姿を見て、声を聞いただけでもうれしくて、心が温かくなる。

　そんな本心はひたすらに押し隠し、朧月は視線を泳がせながら、ぬけぬけと言った。

「昔から、周りを囲まれているほうが落ち着く体質でして……」

「俺があれだけ連れ出してやったのに、まだその体質は改善されてないのか。っていうかむしろ悪化してねえか？」

　言いながら蒼刻は、片方の手に持ってきた蒸むし籠かごを朧月のほうに向け、蓋ふたをとる。

「まずは、そこから出てこい。餌え付づけしてやるから」

「桃ももまん、ですか？　……そのような見え透すいた罠わなに釣つられ──……あ、これは塩しお卵たまごが黄あんの甘みを引き立ててなかなか」

「簡単に釣れてんじゃねえか」

　ほっこり湯気のたつ桃まんの誘惑に逆らえず、のこのこと衣裳櫃から這はい出てきた朧月の額ひたいを軽くこづき、蒼刻が半はん眼がんになった。

　ちょろいにも程があるとあきれられたようだが、こうして冷さめた目でつっこまれているほうが、朧月は気が楽だったりする。──少なくとも、例の一件を意識せずに済むので。

「おまえまさか、俺と別れてからずっとこんな巣す籠ごもり生活してるのか？」

「ええと……そう、内職はしておりました」

「不自然に目をそらすな」

　内職である鞋くつづくりや刺し繡しゆうをこなしていたのは事実だが、一切外に出ることなく過ごしていたのだろうと言われれば、返す言葉がない朧月だ。

「……黄こう巾きん賊ぞくの件は、わたしにできることはとりあえず一段落したようですので、心置きなく引きこもってもよいかなと思ってしまったりなんだり」

「こもるな。俺はおまえがそうやって退化する前に誘っておいただろうが。──俺の実家に来いって」

　ぎくりと肩が揺れてしまった。その話が出ると連れん鎖さして、ずっと持て余している一件を思い出すせいだ。

『俺はおまえを娶めとるぞ』

　半月ほど前のことだ。この色気よりも血の気といった鋭さをまとい、普段は朧月を珍獣と呼んではばからない青年から、そう告げられたのは。

　蒼刻は「宣言しただけだ」と言い切り、朧月に返答を迫せまったことは一度もない。

　しかしだからといって「はいそうですか」と以前と同じ態度を貫けるほど、朧月は神経が太くなかった。むしろ小心者なので、今蒼刻の前でその言葉を意識しただけでも気絶したくなっている。助けて星彩どこに行ってしまったの。

「まあ……そこはそれ、腹が減っては軍いくさはできぬというものです、蒼刻さん。思う存分に引きこもって心身を充実させないことには、わたしにはお外になんて出る気力など出せそうにありません」

　朧月は卑ひ怯きようを承知で、視線をあらぬ方向に逃がしてとぼけた。話をそらすのが目的とはいえ、ぬけぬけと主張したのはまぎれもない彼女の本ほん音ねである。

「食欲なら理解できるが、引きこもり欲を人間として当然のことのように主張するな」

　蒼刻の短いため息。そして。

「それとも何か？　俺に連れて行かれるのは、もうたくさんだと──」

「！　そのようなことは絶対にありませんッ」

　とっさに声が出た。

　その勢いで上がった視線が、蒼刻が驚きでみはった瞳ひとみにぶつかる。

　決まり悪げに口元を押さえる朧月を眺ながめ、蒼刻はわずかに目を細めた。……うれしそうだが、それ以上に満足げで、おまけに少しばかり意地が悪い。

「冗じよう談だんのつもりだったんだが、海え老びで鯛たいが釣れたな。そうか。そんなに俺といたいか」

「う。いえ、その……いたくないはずがない、と言っただけで……」

「同じ意味だろ。なんだ、今日はやけに素直じゃねえな」

「ッ」

　限界までさりげなく目をそらそうとしたのに、おとがいを指先で軽く押さえられ、蒼刻のほうへと向くよう強しいられる。

　青く燃える左目から放たれる視線の鋭さにびくつき、とっさに後あと退ずさりを試みるが、ままならない。そういえば、周りを囲まれる気分を満まん喫きつしたくて、自分で空の衣裳櫃にはまりこんでいたのだ。自じ業ごう自じ得とくだが万ばん事じ休きゆうすである。

　かといって衣裳櫃から飛び出して逃げる隙すきを、目の前にいる未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんさまが与えてくれるわけがない。結果、たやすく距離を詰められて再び視線が重なった。

　蒼刻が軽く眉まゆをひそめる。

　何かに気づいたか驚いたかのようだが、なんだろう。

「朧月、おまえ──」

　視界に蒼刻しか映らない状況で、朧月の意識がふと遠のきかけた、そのときだ。

　がん！　と激しい音を滴てき翠すい楼ろういっぱいに響ひびかせて、壁からもぎとるような勢いで扉とびらが開かれたのは。

「に──にいさま……!?」

　びっくりして振り返ると、朝から刺し史しの仕事で出かけていたはずの異母兄あ　に、玄げん静せい心しんがそこにいた。常に冷静沈着な兄が、冷ややかな表情のまま怒ど気きをみなぎらせているせいで、狼ろう狽ばいした朧月の舌はひどくもつれる。

　異母妹いもうとの無事をちらりと確認すると、静心の視線の矢は、朧月のすぐそばにいる蒼刻に突き立てられた。

「人のいない隙に勝手に上がりこみ、我わが妹に迫るとはな。貴き殿でんは泥どろ棒ぼう猫か」

「泥棒猫……。俺が一生言われることはないだろうと思ってた罵ば詈り雑ぞう言ごんを、あんたはよく浴あびせてくれるな」

　落ち着けというように両のてのひらを静心へと向け、蒼刻がゆっくりと立ち上がる。

「というか待て、玄静心。俺はおまえの異母妹をからかったわけじゃなくて、本気で」

「許さぬ」

　説明しようとする蒼刻の言葉を、静心は鋭くさえぎり──

　がづ!!　という不ふ穏おん極きわまりないにぶい音で、それまでの平和を完全に叩たたき壊した。

　静心が上じよう衣いの袂たもとからとり出して投げた石を、蒼刻がとっさに刀の鞘さやではじいた音だ。

「討うち損じたか」

　静心が忌々いまいましげにうなり、蒼刻は驚き半分あきれ半分の顔でぼやく。

「いきなり喧けん嘩か売り放題だな、おい」

「喧嘩ではない。ただの殺意だ」

「むしろ最悪じゃないか」

　先せん刻こくまでのこそばゆい空気はどこへやら。

　再びの石攻撃を避け、開いていた窓から庭に飛び出した蒼刻を追って、殺気をまとった静心もただちに部屋を離れる。どうやら、渡り廊ろうから庭に出るつもりのようだ。

「……って兄さま、蒼刻さん!?」

　ようやく硬直状態から回復した朧月も、あわてて二人を追った。

　刺史の居きよ館かんというと立派そうに聞こえるが、幽鬼院はさほど広くはない。一応四し合ごう院いんだが数人きりの使用人でも十分に掃除そうじが行き届く程度だし、建物の周りをぐるりと囲むように造られた庭園も、それ相応だ。

　そのため蒼刻と静心の追いかけっこは、庭園を何周もぐるぐると回って続けられているようだった。

　追い回しながら石を投げる静心。蒼刻はそれを時には避け、時には建物や庭の木にぶつからないよう気遣ってか、てのひらで受け止めていく。余裕だ。武官の彼ならけがの心配はなさそうだが、だからといってこのまま放っておけるわけがない。

「兄さま、落ち着いてください……ッ」

　朧月なりに大きな声を上げたが、静心は聞く耳を持ってくれなかった。

　走ったせいで情なさけないほど乱れた呼吸をなだめながら、朧月が「一体どうしたら」と、ない知恵を絞しぼっていたときだ。

「おや、まあ。あんなに元気に走り回ってる刺史さん、初めて見たかもですねぇ」

　撫子なでしこ色いろの髪の佳か人じんが、ふよふよと浮かびながら近寄ってきて、他ひ人と事ごとの口く調ちようで話しかけてきた。星彩だ。

　彼女は幽鬼──この世に留とどまる死者の霊れい魂こんであり、足元が半ば透けている。

　さっきから胃が痛くて仕方がない朧月は、胸のすぐ下あたりを手で押さえ、思わず友人にこぼした。

「星彩、いつのまに部屋からいなくなっていたの……」

「え～。いなくなってはいませんよぅ？」

　心外ですねと、星彩は唇くちびるを尖とがらせる。

「声をかけてお邪魔するのもな～と思ったんで、武官さんが来てからは部屋の隅に行ってましたけどね。刺史さんが帰ってきたのに気づいた後は、朧月ちゃんたちに身ぶり手ぶりで『そのへんでやめたほうが』って伝えてましたし。まあ見てもらえなかったんすけど」

「そうだったの？　……全然気づかなかったわ、ごめんなさい」

「みたいっすねぇ。朧月ちゃんは視野が狭いから仕方ないですけど、普段は鋭えい敏びんな武官さんまで、朧月ちゃんしか見えてなかったみたいっすねぇ」

　女らしい色香のただよう悪戯いたずらな流し目が、撫なぜるように朧月の顔を眺める。

「お二人さんってば、あたしがいない間に何かありました？」

「う」

　とぼける、という選せん択たく肢しをとる前にあからさまに言葉に詰まってしまった。

「それじゃ、武官さんが刺史さんに問い詰められてる間、朧月ちゃんはあたしと一緒に引きこもって、おしゃべりしましょうね～。ええもう、じっくりたっぷりと♪」

「で、でも蒼刻さんが兄さまに──」

「大丈夫ですよぅ。ほら、助すけっ人とが来てくれましたから」

「助っ人？」

　どこに、と視線を彷徨さまよわせて初めて、朧月はその男を視界に入れた。

「──ご無礼つかまつりますよ、刺史さま」

　庭に現れたかと思ったら、静心を羽は交がい締めにしてとり押さえたのは、幽鬼院の執しつ事じ、陸りく志し雄ゆうである。彼はそのまま静心を肩にかつぎ上げた。

　刺史の補佐という文官めいた仕事を主おもにする人間とは思えぬ上うわ背ぜいと、たくましい体格の持ち主ぬしだ。短く切った赤髪とこめかみの古傷という荒々しい特徴とは不釣り合いに、苦笑いを浮かべた顔にはお人よしな性分がにじみ出ている。

　いつもは完かん璧ぺきに尻しりに敷いている執事の反逆に、静心の整った眉がつり上がる。

「志雄、貴様……！　離さぬか、痴しれ者がッ」

「俺が変態と勘かん違ちがいされそうな罵ば倒とうは勘かん弁べんしてください。最初に『ご無礼を』って断りましたよ俺は。……本気ではないのは重々承知ですが、劉家の御おん曹ぞう司しを相手に、これ以上はまずいでしょう？　黒烏州のためにも、そのへんにしといてください」

　志雄は実はあるじより年下なのだが、針はり山やまのように鋭い空気をまとった静心をなだめる口調には包容力すらある。

　不毛すぎる攻撃を逃のがれた蒼刻も足を止め、なんとも言えない顔でぼやいた。

「あんたも帰ってたのか。もっと早く来てほしかったところだな」

「そいつは申し訳ない。──ですが御曹司どのの腕前なら、刺史さまが本気で殴なぐりかかったところで、死にゃあせんでしょう？　刺史さまも筋は悪くないが、さすがに御曹司どのには才も実力も遠く及びませんし」

「そりゃそうだが。まあいい、玄静心を正せい房ぼうに運んでくれ。話がある」

　静心はずっと執事の背中をぽかぽかと叩いては「無礼者」などと毒どくづいているが、志雄は平然とした顔で「はいはい」と受け流し、あるじを抱かかえたまま正房へと戻っていく。

　良識的な執事にまなざしで「ありがとうございます」と告げてお辞じ儀ぎすると、志雄もやはり声には出さず「慣れてますから」と言いたげな苦笑いを浮かべていた。

「ふう……。どっと疲れたわ」

「や、朧月ちゃん、特に何もしてないっすよね」

　鋭いつっこみをしてくれる星彩を見上げて、朧月はふと、ここにいない人のことを思い出した。

「そういえば──星彩、あの方はどこにいるの？」

「あの人ですか？　ま～だご機き嫌げん斜ななめみたいですけど、この邸やしきからは出てってないんで、もう放置しときました」

　半ば予想どおりの答えに、朧月は天を仰あおぐ。困ったなというのが半分、「あの方」の意外な子供っぽさが妙に可お笑かしい気持ちが半分だ。

　そうして改めて話をそらそうとしたとき、ぽんと肩を叩かれた。

　とても近い距離に、押しの強い光を浮かべた紫むらさき水ずい晶しようの瞳が迫ってきたので、朧月は思わず硬直した。

「さて朧月ちゃん。ごまかさないで、武官さんと何があったのかを、あたしに全部白状してしまいましょうね？」

「ッ……あ、あのね星彩──」

「あら？　朧月ちゃんが心配で心配でたまらなかったあたしにも、絶対に教えられないと仰おつしやる？　悲しいですねぇ」

　ごり押しかと思いきや、泣き落としで攻められる。朧月は泣き言をもらした。

「……星彩が悪い幽鬼になった」

「あらやだ、あたしは元もとから、善よい幽鬼なんかじゃないっすよ？　恋がしたい、だなんて自分勝手な願いで地上に留まっちゃったくらいですしぃ」

　眉尻を下げて大げさに嘆なげいてみせる朧月に、星彩はにんまりと、本当に楽しそうに笑ってのたまう。

　──そうして朧月は、ごまかすのが苦手な性格なりに、ここ半月がんばって隠していた蒼刻との気き恥はずかしいあれこれを、星彩にひとつ残らず明かすはめになったのだった。










[image: ]




　太たい古こ──この広大な大陸は、妖よう怪かいとけものに支配された曠こう野やだったという。

　人間という種も存在はしていたのだが、力が弱く牙きばさえ持たぬ身では、ほそぼそと命をつなぐだけで精一杯だった。

　そこに牡ぼ丹たんのごとく美しい「百ひやつ花か神しん仙せん」という神しん女によが降り立ち、大地を一年中花のあふれる楽土に変えた後、壮そう麗れいな都みやこを造り上げた。

　百花神仙はふさわしい智ち慧えを持つ人間たちを「護ご花か使し者しや」──花にあふれた大地の守護者に選び、だれもが心穏おだやかに暮らせる国を造らせた。それが神しん華か国の始まりだという。

　以来この国は、百花神仙の祝福を受けた皇族を柱として発展し、今は文字どおり華はなやかな時代を謳おう歌かしているのだった。
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　朧ろう月げつが蒼そう刻こくから、彼の生まれ故郷である青せい苑えん州に来いと誘われたのは、おおよそ半月前。神しん華か国の平和を揺るがす事件が終息したときのことだ。

　誘われる前に「俺はおまえを娶めとる」という、頭が真っ白になるほど衝撃的なお言葉を蒼刻から向けられていた朧月は、お願いいたしますとも駄だ目めですとも答えていないのにいいのだろうか、でも蒼刻さんらしいなあと、驚くのを通り越して感心してしまったりした。

　だというのに、心の奥では彼にまた手を引かれるのを喜んでいたのだから世話はない。

　──そんなこんなで、うなずいたところまではよかった。

　問題が発生したのは、故郷である黒こく烏う州に送り届けられ、蒼刻といったん別れた後だ。

　とある「事件」の事後処理のために皇こう都とに戻った蒼刻とはしばらく逢あえず、その間に異母兄あ　にに何があったのかを説明したり、自じ邸ていでのんびり過ごすうちに冷静さをとり戻した朧月は、いろいろなことに気がついてしまったのである。







　幽ゆう鬼き院いん、夜。

　静せい心しんが執しつ務むを行う正せい房ぼうからは離れた位置に建つ「滴てき翠すい楼ろう」が、朧月の住処すみかだ。

　今日のように雲の少ない満月の夜には、月明かりが室内に豊かに降りそそぐので、蠟ろう燭そくを節約しても視界に不自由はない。

「！　蒼刻さん、ええと……ご無事のようで何よりです」

「まあな。思い返すだけでうんざりするから、どんな話をしてきたかっていう説明は省はぶくが、とりあえずおまえの外出許可はもぎとってきたぞ」

「それはそれは……兄さまは納なつ得とくしてくださったのですか？」

「条件付きでな」

「条件、ですか？」

　首をひねるが、蒼刻は説明してはくれなかった。言いづらいことなのだろうか。

　昼間の対面では難なん攻こう不ふ落らくかと思われた静心が、蒼刻と二人きりで何をどのように話したのかは、非常に気になる。

　しかし見たところ蒼刻には、疲れの色はあっても、殴なぐる蹴ける石をぶつけられるの暴行で傷を負った様子もないので、朧月はひとまず胸を撫なで下ろした。滴翠楼で待てと命じられて引き下がったものの、ずっと気が気ではなかったのだ。

「ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ございません。兄さまには何度も、月げつ蝕しよく領りようの一件で蒼刻さんには非がないことを説明したのですが、わたしの言葉が足りなかったようで……」

「いや、その件では責められてはいないぞ。あの玄げん静心はちょくちょく理り不ふ尽じんだが、冷静な判断力もたしかに持ち合わせてるしな」

「では……このような時間まで揉もめていらしたのは、わたしの外出許可のためだけ、なのですか？」

「ああ。皇宮や国軍がらみの用件ならともかく、俺の私用に巻きこむなと、一年分くらいの厭いや味みを浴あびせられてきた」

「…………本当に、お手数をおかけしました」

　肩をそびやかした蒼刻は、いつもの気取らぬ口く調ちようで指示をよこす。

「それじゃ、明日の朝、改めて迎えにくるからな。簡単でいいから旅の支し度たくをしておけ」

「かしこまりました」

　うなずき、顔を上げた際に、意図せずして視線がぶつかる。

　暗い中でも強烈な光をたたえた、左の目。

　どきりとして身を硬かたくしたのと、朧月の頭の上に硬いてのひらが置かれたのは、ほぼ同時だった。置くというより硝子ガラス細ざい工くにふれるような手つきには、いつもの蒼刻らしくない慎しん重ちようさが感じられる。

「長旅になる。今日はよく休め」

「はい。……おやすみなさいませ、蒼刻さん」

　さすがの未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんさまも、静心との攻防では疲れたのか、それ以上朧月をつつくことなく去っていった。

　今回はめずらしく供ともを連れて、この城じよう市しの旅籠はたごに泊とまっているのだと言い置いて。

（明日……か）

　頭を撫ぜられた感触の余よ韻いんから意識をそらすために、時間をかけて深呼吸する。

　本ほん音ねを言えば、久しぶりに逢えた余韻に浸ひたっていたかったが、それでは夜が明けてしまいかねない。

　朧月は余計なことを考えないようにして私室に戻り、青苑州に向かう支度を進めた。

　星せい彩さいはいつものようについてきてくれるそうなので、彼女以外の幽鬼院に長く居候いそうろうする幽ゆう鬼きたちにあいさつを済ませる。

「ところで……そろそろ機き嫌げんを直していただけましたか？　──張ちよう角かく」

　そうして朧月は、さっきから瞑めい目もくして沈ちん黙もくを保たもっていた幽鬼へと声をかけた。

　月明かり舞う花窓のそばに、白い道どう士しの衣い裳しようをまとった青年が、不機嫌そうにあぐらをかいている。

　名を張角といい、月蝕領に住まう一族の頭とう首しゆにして、世間では「黄こう巾きん賊ぞく」と呼ばれた者たちの束たばね役だ。──いや、かつてはそうだった、というべきか。

　長めの黒くろ髪かみの陰から冷たい光を放つ琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、ゆっくりとこちらに向けられる。

「心外だな。私は別に、そんな子供じみた理由で君を拒絶していたわけではないぞ」

「はあ。失礼ながら、ご機嫌斜ななめにしか見えなかったもので……」

「今後の身の振り方に悩んでいただけだ」

「今後ですか？」

　ご機嫌斜めで会話を拒否されていたのと大差ない気もしたが、物言わぬ石像に戻られても困るので、つっこむのは控ひかえた。

　代わりに朧月にしては前向きな提案を口にしてみる。

「別に星彩のように、のんびり過ごしてくださっても構かまいませんよ？　ご存知だとは思いますが、わたしは幽鬼との同居には慣れておりますゆえ」

「目的もなく日々を過ごすなど愚ぐの骨こつ頂ちようだ」

「…………」

　きっぱりとした返答に、朧月は思わず張角の横顔から目をそらしてしまった。

　五年ばかり特に目的もなく引きこもり生活を続けていた朧月には、耳が痛いのを通り越して、心を釘くぎでぐさぐさと突き刺されるお言葉である。

（本当に……死ぬほどまじめな方なのね）

　張角と彼の一族の者は、世間では黄巾賊と呼ばれ、妖あやしげな教えを信じ、各地で波乱を引き起こし、平和を乱す罪人として恐おそれられていた。

　しかし彼らが実は、月蝕領という山間の秘境で、神華国の安あん寧ねいを守るための残ざん酷こくな儀式に身命を捧ささげていた一族であることを知ったのは、半月あまり前。黄こう魔まという共通の敵に対抗するために、朧月や蒼刻たちもこの張角──出逢ったときにはすでに幽鬼だった──と戦い、国の危機を救ったのだった。

　そうして一族の役目を終えて冥めい府ふに向かったはずの張角が、なぜかひっそり現世に舞い戻ってきたのは、朧月が月蝕領を離れる前日だった。

　もちろん事情を訊たずねたが、張角は不本意そうな顔で「冥府で門前払いを喰くらった」としか明かしてくれなかった。困惑したがさりとて彼を再度冥府に追い返すのも気が引けて、うっかり連れ帰ってきてしまったのである。

（幽鬼の居候が増えるのは、特に食費などもかからないから構わないのだけれど）

　問題は──と、朧月が困り顔で考えをめぐらせたときだ。

「二人とも、お堅かたく考えすぎですよぅ」

　やれやれと大おお仰ぎようにため息をつきながら、星彩が口を挟はさんできた。幽鬼でありながら物体にふれられる彼女は、朧月の身支度のための道具などをまとめてくれている。

「別に期限があるわけでもなし。幽鬼としてここにいる理由なんて、ゆっくり考えたらいいじゃないっすか」

「悪いが、私はそういう生き方ができる性しよう分ぶんではない」

「もう。張ちようさんの知り合いとは思えないほど、難なん儀ぎな御お方かたですねぇ」

　張さんとは、星彩の恋人であり、生前は張角の下で働いていた殿との方がただ。その縁もあってか、星彩は張角に対して「この世に未練がないのに残っちゃうとは、難儀ですねえ」と同情しつつ、どこかおもしろがっているようにも見える。

　華やかな装よそおいをして表情をくるくると変える星彩と、余計な装飾のない白衣裳で仏ぶつ頂ちよう面づらの張角は、同じ幽鬼だとは思えないくらい対照的だ。

　とそこで、星彩が思いついたように言う。

「そういや道士さんのことは、今後も『張角』って呼びつづけていいんすか？」

「質問の意図が不明なのだが」

「第二の生……と言っていいのかはわかりませんが、幽鬼になった後は、生前と違う名を使いたがる方も結構おりますゆえ。張角、あなたもそうすることで気分転換といいますか……切り替えてみるのも、手ではありませんか？」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる張角に、朧月が横から補足する。

　本人の口からはっきりと説明されたことはないが、幽鬼になる前は人生の裏街道を歩んできたらしい星彩も、そうして別の名を使っているようだった。

「そもそも『張角』っていうのは一族の間で通じる肩書みたいなもので、正確にはお名前とは違うんすよね？」

「そうなの。……あ、わたしがあなたを張角と呼ぶのを聞かれると、面倒なことになってしまう可能性もありますね」

　悲しいかな、世間での彼の印象は未いまだに「妖よう賊ぞくの親玉」である。みだりに呼ぶと、ぎょっとされてしまうかもしれない。

　別の呼び名はないか？　と訊ねると、格こう子し窓まどに溜たまった埃ほこりでも見るような冷たい視線が返ってきた。

「君はものの見事に忘れてくれているようだが、生前の私には、個人を示す名など必要なかったのだぞ」

「ですが、たしか弟さんの張ちよう宝ほうと張ちよう梁りようは、違う名をお持ちなのですよね？」

「あの二人が互いを想って名を付け合っただけで、私は一切関与していない」

「…………」

　とりつく島がない、とはこのことか。

「……では、わたしと星彩で、あなたの新しい名を考えるというのはどうでしょう？」

「好きにしたまえ。言っておくが、どのような名でも、実際に呼ぶのは君たちだからな」

「は～い、わかりました。それじゃ朧月ちゃん、どうしましょうかね」

　恋人にはめろめろでも、それ以外の異性にはさっぱり媚こびない星彩は、張角の愛あい想そうのなさにも一切めげずに頭を切り替える。

「あたしが星で朧月ちゃんがお月様ですから、天体関係の字を入れるとかー」

「おそろい……？」

「あ、おそろいは微妙でしたね。あたしたち三人娘で売るつもりはないですし」

「星彩のように『道士さん』と呼ぶのも手だけれど……さすがに味気ないわよね」

「武官さんは、武官さんて呼ぶのに慣れちゃいましたけどね。蒼刻さんって呼ぶのは朧月ちゃんの特権ですし」

「え。……そ、それって特権なのかしら？」

「あたしにはそう見えますよぅ」

　脱線しつづける朧月たちの阿あ呆ほうな会話に、もちろん張角は付き合う気さえないようだ。

　すげなく顔をそむけると、月光の下に広げていた竹ちく簡かんへと視線を戻す。幽鬼院の書庫から借りてきたという、古い文書だ。

「張さんって呼んでる御方は、すでにいますし～」

「では、角かくさんというのはどうかしら」

「──やめたまえ」

　二人のとぼけた会話から顔をそむけていた張角が、耐え切れずと言うようにうなった。

　結構な名案だと思っていた朧月は、きょとんとして張角を振り返る。

「駄目ですか？」

「受け容いれがたい」

「名前など記号に過ぎない、と以前に仰おつしやっていたではありませんか」

「だからといって、薔ば薇らに山やま芋いもと名付けては、その美しさが台無しだろう。……私はまあ別に己おのれを薔薇に喩たとえたいわけではないが、無駄に馴なれ馴なれしい呼称は許容しかねる。このような状態でなんだが、君たちと馴れ合うつもりはないのだからな」

「はあ」

　遠回しな表現が多いが、どうやらお怒りの様子なのは伝わった。

　まあ朧月も、この堅い人に「角さん」と親しげに呼びかける勇気はないので、すんなり引き下がった。

「難しいですね……わたしも猫ねこ以外に名前をつけるのは初めてなので、どうしましょう」

「…………」

　飼かい猫と並べるなという反論を、張角は仕方なしに吞のみこんだようだ。朧月のぼんやりしているように見えて意外と動じない物腰に、何かを悟さとったのかもしれない。

「では書などを調べて、あなたにふさわしい名前を考えますので、しばらく待っていてくださいますか？　その──あなたはもう、一族の義務や宿命からは解放されたのですし、焦あせらず穏やかに過ごしていただければと思うのです」

「……そうだな」

　朧月が気遣うように付け足すと、張角は今度こそ長く深いため息をついたのだった。

　月光の似合う横顔はどことなく寂さびしげにも見えたが、そこに出逢った頃の悲愴な気負いがもうないことは、朧月にとって救いだった。
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　翌朝は、雲ひとつない快晴。

　空はさわやかに明るく、州西部に連つらなる山々の稜りよう線せんまではっきりと見える。

　それでいて風は涼すずしく、世の大半の人にとっては過ごしやすい陽気なのだろうが、まだ幽ゆう鬼き院いんの内にいる朧ろう月げつには「まぶしすぎて外に出たくない……」と思ってしまう、引きこもりには大敵の空模様だった。

　黒こく烏う州を支える農業その他のためには、晴れの日も大切なことはわかっている。

　わかってはいるが、個人的には、どんよりとしていつ雨が降りだしてもおかしくない曇くもりの日が一番好きだ。邸やしきに気兼ねなく引きこもれる、という人として最低な理由なので、他人にはとても言えないが。

「朧月」

「はい、兄さま」

　数歩先を行く、艶つやめく黒髪を背に流した異母兄にふと名を呼ばれ、朧月は猫のように曲がっていた背をしゃんと伸ばす。

「私も本音を言えば、そなたを送り出したくはない。そなたが月げつ蝕しよく領りようで危あやうい目に遭あったのは、たった半月前のことなのだからな。──だが、あの御おん曹ぞう司しと約束をしたというのなら致いたし方ない。劉りゆう家の方々に粗そ相そうのないように努めよ」

「──ッ……わかりました、兄さま」

　昨日ほどの棘とげはないが、機嫌の悪さがにじみ出た声こわ音ねで釘をさされる。

　ただでさえ硬くなっていた朧月は、思わず足を止めてしまいそうになりながらも神しん妙みようにうなずいた。

「卑ひ屈くつになるな──と口で言っただけでは、今のそなたには難しいかもしれぬな。だが、私の名みよう代だいそして黒こく烏う州の代表として、青せい苑えん州を訪問するという心構えだけは常にしておくように。よいな？」

「……心得ました、兄さま」

　美しく怜れい悧りな異母兄。他州からは田舎いなかとみなされがちだが、朧月にとっては離れがたい愛する故郷。それらを背負って行くのだと意識すると、蒼そう刻こくと旅をして彼の故郷に初めて行くことへの浮うわついた気分がしぼみそうになる。

　だが奇妙に図太い心の一部では、

　──兄さまは、蒼刻さんのことはどうしても受け容れられませんか？

　などと訊きいてみたかったりもした。これまでにも何度かそう質問してみたい衝しよう動どうにかられたことはあるが、未だに直接問いかけていないので。

「あ、おはよう姫さま。今日はちゃんと起きられたんだ？」

　と。正房一階の廊ろうで、女衣裳が妙に似合う、黒髪の可か愛わいらしい少年と出くわした。

　この邸の数少ない使用人、ルアンだ。おはようと返す朧月に、彼は小さな布包みを差し出した。

「はい、お弁当の特製桃ももまん」

「ありがとうルアン。わたしがいない間、兄さまをよろしくね」

「いつもちゃんとお仕事してるよ？　姫さまこそ、ぼくがいなくても好き嫌いせずになんでも食べて体力つけてね」

「……ごもっともです」

　冷静に切り返されてしまい、朧月はやや情なさけなく眉まゆ尻じりを下げる。

　一応ルアンより朧月のほうが年上なので、がんばって主人らしいことを言ってみたつもりだったが、慣れない真ま似ねはするものではない。

　三人で正面門もん楼ろうまで向かうと、明るい外には星せい彩さいだけではなく、白衣裳の張ちよう角かくもたたずんでいた。めずらしいことだ。

　──自分で歩いてお外に出かけるなんて、いつ以来だろう。

　人間として駄目な感かん慨がいを抱きつつ、開かれた門楼のそばで静せい心しんたちとぽつぽつ話をしているうちに、蒼刻が現れた。

「よう。ちゃんと寝られたか」

「は、……はい。おはようございます、蒼刻さん」

　蒼刻と視線が重なっただけで勝手に身体からだがこわばってしまい、ぎこちなく礼をする朧月をよそに、静心が冷ややかに吐き捨てた。

「まだ生きていたのか」

「死んでたまるか」

　昨日の見けん敵てき必ひつ殺さつと言わんばかりの恐ろしい空気よりはマシだが、やはり静心が蒼刻に向ける視線には、雪山で氷の塊かたまりを飲みこむような冷たさがある。

　もっとも二人の不仲にうろたえているのは朧月だけで、ルアンも幽鬼たちも、またかという表情を浮かべただけだ。……わたしもさっさと慣れてしまうべきなのだろうか、この空気に。

「正直に言うと、貴き殿でんには我わが妹と同じ場所の空気すら吸わせたくないのだが──昨夜に決めたとおり、今回は条件付きで許可しよう」

「度を越して厳しすぎるだろ。いいかげん、俺も心が荒すさみそうなんだが」

　静心から刺とげ々とげしい声音をぶつけられた蒼刻は、あきれたように半はん眼がんになる。

「貴殿がそのまま精神的に死んでしまっても、私は一向に構わない」

「……あんた、日増しに俺にぶつける毒どくの濃度が高くなってないか」

「残念ながら私は貴殿ほど腕が立たないので、その顎あぎとに風穴を開あけたくても叶かなわぬ。ならば精神攻撃に切り替えるのは当然で、仕方ないことではないか」

「微み塵じんも仕方ないとか思えないんだが？」

　──等々。

　どこまでも心の距離が縮まらない攻防を、荷物である古い行こう李りの上に頰ほお杖づえをついて眺ながめながら、星彩がやれやれと苦笑した。

「犬けん猿えんの仲、なんて表現じゃ足りませんねぇ。あのお二人は」

「以前より悪化した気が……。一体どうすれば仲よくしていただけると思う？　星彩」

「無理じゃないっすか」

「……即答しないで、悲しくなるから」

　勇気を振りしぼった朧月が「どうかおやめください」とおずおずと間に入って懇こん願がんしたのと、良識のある執しつ事じが来てくれたのとで、どうにか棘だらけの言い争いは中断された。出かける前から胃がしくしくと痛む。

　荷物を馬車に積みこんでもらっている間に、朧月は蒼刻に、張角とのことや彼を同行させる予定であることを報告した。星彩たちがそばにいるため、昨日のように妙に身構えずに話せてほっとする。

　たどたどしい説明を聞き終えると、蒼刻はなんとも言えない顔になった。

　未だに刺々しい空気をまとった静心を横目で見ながら、うんざりした様子でぼやく。

「やっとあの小こ姑じゆうとから離れられるってのに、小姑二号みたいなやつを同行させるのか」

「あの方はそこまで小姑体質では……あるような、ないような」

　どちらとも言い切れず、朧月は頰をかいた。

　異母兄が蒼刻に対してのみ、下へ手たな小姑よりも冷ややかな態度をとっていることは否定しない。というか、できない。

「ですが張角はあまりおしゃべりではありませんし。わたしの近くにいるだけの、まあ影のような存在ですゆえ」

「だから余計に微妙なんだろ」

「……はい？」

「察しろ、おとぼけ珍ちん獣じゆう。──おまえのそばに俺以外の男が張りついてる状態が、おもしろいはずがあるか」

　拗すねた顔をした蒼刻は、途中からぐっと声を小さくして朧月にだけささやく。

　告げられた内容にも低められた声にも鼓こ動どうが速まったが、頰が熱くなってしまうよりも先に、張角が不服げに口を挟んできた。

「異議あり。劉家の、おまえは私が姚よう朧月に言い寄る可能性があるとでも言うつもりか」

「さすがにそこまでは考えてないが、こればっかりは理り屈くつじゃないだろ」

「理屈が通らぬ話なら、私が聞き入れる道理もないが？」

「ったく。その面倒くさい性格は健在か」

「死ぬまでこの性格だったのだ。死後に変わるはずもなかろう。──そもそも私を同行させるのが、玄げん静心に此こ度たびの外出を許可させる交換条件なのではなかったか？」

「知っていたのか」

　これには蒼刻ばかりでなく、朧月も驚かされた。

　目をまるくして、後方に陽炎かげろうのようにたたずんでいた白衣裳の青年を見る。

「もしかして、兄さまと仲よくなっていたのですか？　張角」

「玄静心は月蝕領の後事を担になうそうだからな。ここに滞たい在ざいしている間、その件について話をする機会はいくらでもあった」

　張角が護まもっていた月蝕領は──これまで刺し史しはおろか神しん華か国の官かん吏りの手すら入ったことがなかったが──地図の上では、黒烏州の一部だ。

　そのため、今では住む者もそこを護る目的もなくなったものの、先日の事件の後処理が済むまでは放置しておくわけにもいかず。暫ざん定てい的てきに、黒烏州刺史である静心に管理がまかされたのだという。

　なるほどと声に出さずにつぶやき、朧月は異母兄の怜悧な瞳を振り仰あおいだ。

「余計な仕事が増えたとも言えるが、その男の持つ情報には、刺史として興味深いものも多かったのでな。利害は一致している」

「……意外です」

　やや淡たん々たんとしているが、べたつかない程度の友好関係を築いたらしい。

　考えてみれば、性格が合わないことはなさそうな二人だ。どちらも現実的だし。

　……兄さまが二人に増えた気分だなとも思ったが、空気を読んで口には出さなかった。

　なんとも言えぬ顔で棒立ちになる彼女の隣で、蒼刻が半眼でぼやく。

「先が思いやられるな」

「障害があるほど燃える、って言葉もありますよぅ？　武官さん」

　頭上をただよいながら、星彩は弟でもからかうように茶化した。

　蒼刻は「あんたは気楽だな」とぼやきつつも、最後には妙に納得したような顔をして、こうつぶやいた。

「……まあ、一理はあるか」
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　馬車の扉とびらを開けたはずみで何かを思い出したかのように、蒼そう刻こくがこちらを振り返った。

「言い忘れてたが、着替えは最低限必要なものだけでいいぞ。弟に頼んで、青せい苑えん州の気候に合う衣裳を用意させてるからな」

「!?　そんな、そこまでしていただくわけには」

「このぐらいで腰を抜かすなよ、別にたいしたもんじゃねえ。店で売られてる既き製せい品ひんだ」

「十分にたいしたものですよ……」

　さらりと言われた朧ろう月げつは、奇妙な脱力感とともに久々に蒼刻の身分を実感する。

　個人の寸法に合わせて仕立てたものよりは既製品のほうが安いとはいえ、決して二に束そく三さん文もんで済む話ではない。内職で鞋くつなどを作っている朧月は、そのあたりの相場にはそこそこ詳しい。どうして恐きよう縮しゆくせずにいられよう。

　さらには──

「……馬ではなく、このように立派な馬車を用意してくださったなんて」

「青苑州には、ここから皇都までの日数の倍はかかるからな。いつもの運び方だと、おまえきっと疲れ果はてるぞ」

「運び方……いえ、ありがとうございます」

　あいかわらずの荷物を配送するような言い回しにつっこみたい気持ちもあったが、感謝を優先させた。

　それはともかく朧月を圧倒したのは、馬車とそれを引く馬たちの壮そう麗れいさだ。

　車体はしっとりとした黒の漆うるし塗ぬりで、小窓には、涼しげな湖こ緑りよく色の垂たれ絹ぎぬが下ろされている。鹿か毛げの馬たちの表情は穏やかで、立派な身体つきを彩いろどる馬具は、にぶい金色の箔はくとさまざまな濃のう淡たんの青の玉ぎよくで上品に飾り立てられていた。

　あからさまなほど貴人の所有物然とした装飾は、幽ゆう鬼き院いんの門前にははなはだ不ふ釣つり合いである。早朝でなければ、門楼前に野や次じ馬うまを集めてしまったに違いない。

　蒼刻は未だにぐずぐずとしている朧月の襟えり首くびを無む造ぞう作さにつかみ、ぽいっと馬車の中に放りこんだ。続いて乗りこんでくる蒼刻を見やり、朧月は思わずため息をついた。

「蒼刻さんがこの神華国でも屈くつ指しの御家の御曹司だということを、今、久しぶりに実感しています……」

「普段はちっとも実感してないってことか」

　鋭するどい指摘に、うっかり目が泳いだ。

　動きだした馬車の揺れで舌を嚙かまないように気をつけながら、朧月は言葉を選んだ。

「ええと……でも、よい意味ですよ？」

「ほんとかよ」

「もちろんです。蒼刻さんは……まあその、偉えらそうに見えることもありますが、それでも鼻持ちならない不ふ愉ゆ快かいさはなくて。いつも凜りんとしていて、清すが々すがしくて、決して気どらないところが格好よいと、わたしは思っています」

　いわゆる御曹司らしくない蒼刻の性分に、朧月は出逢った当初から好感を抱いていたのだが、いざその魅み力りよくを口で説明しようとすると難しい。

　……時には可愛いと思うこともあるのだけれど、蒼刻はそう言われることを好まないそうなので、胸の奥にしまっておいた。

「そうっすね～。武官さんのそういうところ、あたしも美点だと思いますよ」

「いきなり天てん井じようから生はえてくるなよ」

「少しは驚いてくださいよぅ」

　馬車の上で風を感じたいと言っていた星せい彩さいが、屋根をすり抜け、文字どおり首を突っこんできていた。きれいに化け粧しようした顔に愛あい嬌きようたっぷりの笑みを浮かべ、蒼刻を褒ほめそやす。

「朧月ちゃんから聞きましたよ～。武官さんってば月げつ蝕しよく領りようでは、かの高名な三国時代の武将呂りよ布ふさえ倒せそうな強さだったとか。さすがは未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんさま！」

「いくらなんでも褒めすぎだろ」

「それそれ。意外と謙けん虚きよなのがいいんですよねぇ、朧月ちゃん？　武官さんのお歳としでそれだけ強かったら、もっと傲ごう慢まんで腹の立つ性格になってもおかしくないんですから」

「俺は別に謙虚にしてるつもりはないぞ。──まあ、自分が最強には遠く及ばないってことを、ガキの頃から何度も思い知らされてる影響はあるかもな」

（お兄さまのことか……）

　蒼刻のかすかな舌打ちで察した朧月は、この話題を続けるのはやめようと決めて。

　──間抜けにも、そこで初めて蒼刻との距離の近さに気がついた。

（う！）

　衝撃のあまり声が出ない。うひゃあああと脳内でのみ絶ぜつ叫きようしながら身み悶もだえる。

　蒼刻は、あたりまえのように朧月の隣に座っていた。向かい側にも座席はあるのに、肩がぶつかりそうなほど近い距離に。

　思わず身じろいだはずみで、軽く腕と腕がぶつかる。ほんの一瞬、しかも衣裳越しの接触にもかかわらず、朧月のただでさえ刺激に弱い心臓は大きく波打った。

　あわてて星彩の隣に移動しようとする朧月を、蒼刻が肩を押さえて引き止める。

「鈍どんくさいくせに、揺れる車内で立つのはよせ。それとも、俺の隣は嫌いやか」

「そういうわけではありませんが……」

　肩を包む、武人らしい硬い手の感触だけで固まってしまう。こわばる朧月の顔をのぞきこむと、蒼刻は不満げに眉をひそめた。

「以前に天てん祥しようさまと馬車に乗ったときは、あの方の隣にちんまり収まってただろ。ここにいろよ」

「はあ……」

　天祥は太たい子し殿でん下かである。激しく緊張していた記憶はあるのだが、それすらも今の状況に比べればまだ楽だった気がしてしまう。

　蒼刻のすぐ隣。逢えて幸せだけれど、肩がぶつかるだけで爆発しそうになる。星彩にやにやしていないで助けて。

（平常心、平常心……いや無理むり絶対無理）

　胆きもの小ささには自信のある朧月は、心しん頭とう滅めつ却きやくは早々にあきらめた。

　せめて意識しないように努力しようと、昨日聞けなかった話題を探し出し、さりげなく切り出してみる。

「張ちようさんのお身体は大丈夫ですか？　たしか蒼刻さんのお宅で、療りよう養ようしながら居候をしているのですよね？」

「ああ。温泉に浸つかったり、うちの弟と囲い碁ごを打ったり、悠ゆう々ゆう自じ適てきだ。星彩とおまえに早く逢いたいとも言ってたが」

「あたしも早くお逢いしたいっす。──ところで月蝕領の件は、中央ではどーいった扱いになってるんですか？　うちの刺史さんのとこには情報があんまり来なくって」

　星彩からの質問は、屋根の上にいるはずの張ちよう角かくを意識したものだ。

「俺も皇都で報告等済ませてきたが、いろいろと複雑な事情が絡からんでるからな。まだあの二人の処遇すら決まっていない。死罪や流る刑けいとか、そういうことにはならんはずだが」

　ちら、と馬車の屋根を見やる。

　──あの二人と言われた張ちよう宝ほうと張ちよう梁りようは、張角が生前ぎこちなく愛していた弟たちだ。

　朧月などよりもずっと深刻に、彼らの行く末を気にしているはずなのだが。

（やっぱり、何も言ってこない……）

　幽鬼院でも積極的に口をきこうとしない地味に面倒な人だったが、こと兄弟に関しては張角は妙に頑かたくなだ。心配でしょうと問いかけても、素直にうなずいたためしがない。

　物もの憂うげにため息をつくと、蒼刻は何かを勘違いしてくれたようだ。

「今から無駄に緊張しすぎだぞ」

「はい？」

「別にうちの実家は、悪あつ鬼き羅ら刹せつの巣そう窟くつじゃねえぞ。人じん畜ちく無害な珍獣をいじめるやつなんかいないから、そこは安心しておけ」

　朧月の落ち着かない様子を、蒼刻は「知らない人に逢いに行くから平静を失っている」と捉とらえてくれたようだ。

　人間が怖こわい引きこもりとしてはそれも本当なので、朧月はすぐにうなずいた。

「そうでした。……蒼刻さんが育ったおうちですものね。きっと護花七将軍の皆さまのように温かいのでしょうね」

「さすがに国軍ほどむさ苦しくはないがな。まあ親おや父じもお袋も弟も家人も、あの放ほう蕩とう兄貴と比べればマシな人間だ」

（蒼刻さんのお兄さまは……たしかに個性的だったなあ）

　以前に一度、ほんの少しだけ話す機会のあった蒼刻の兄は、忘れたくても忘れられない独特の価値観の持ち主だった。しかし容姿は「十年後の蒼刻」といった雰ふん囲い気きだった男に想いを馳はせたとき、朧月はふとそれを思い出した。

　──一番肝かん心じんなことを忘れていた！　わたしは馬ば鹿かか。馬鹿だ！

　恥はじらいその他諸もろ々もろが頭から吹き飛び、朧月はおもむろに蒼刻へと頭を下げた。

「蒼刻さん！　劉りゆう家でのごあいさつの練習台になっていただけませんか」

「なんだ藪やぶから棒に。って、うちの親父たちへのあいさつか？　別にそこまで力りきまなくても、いつもどおりの礼儀正しさで十分だと思うがな」

「ですが……わたしはこういうことは初めてなので、死ぬほど不安です。皇宮で陛へい下かにお目通りしたのとも、だいぶ勝手が違いますし……」

「仕方ねえな。おまえの躾しつけは俺の役目だし、付き合ってやるよ」

「ありがとうございます……！」

　かくして青苑州にたどりつくまでの時間の大半は、鼠ねずみよりも胆が小さくて緊張体質の朧月が熱望する「蒼刻さんのご両親に恥ずかしくないごあいさつをする練習」に費ついやされ、途中からそれに参加してきた星彩の笑いを誘ったのであった。

「やっと二人きりになれたのに、色気も何もありませんねぇ」と。
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　黒こく烏う州から、皇帝直ちよつ轄かつ領である金きん花か州を通り過ぎ、さらに南東へ。

　十日近くも街かい道どうを馬車で揺られた旅路の果てに、朧ろう月げつは青せい苑えん州に入った。

　しかしながら蒼そう刻こくの実家がある「海かい豊ほう」は、その名のとおり海岸線の近くにある城じよう市しなので、さらに三日近い移動の時間を要し──

「着いたぞ、朧月」

「…………」

「返事がないな。死んだか」

「………………一応、死んではおりません」

　心地ここちよい馬車で揺られるだけの優雅な身分だというのに、結局、到着するだけで疲れ果ててしまった朧月だ。

　元より長旅にはまったく慣れていないし、行き先が行き先である。

　体力も気力もない引きこもりには、心労だけでも許容量を軽く突とつ破ぱしていたのだ。

　蒼刻が馬車の窓を開け放ち、新鮮な空気を入れる。関門を越えて城壁内の市街地に入れば大おお路じは舗ほ装そうされているので、街道を走るときのように砂すな埃ぼこりを気にせずに済む。

「ならよし。あんな山奥から連れ戻したってのに、今さら死なれたらかなわねえからな」

「これからおうちに戻れば、簡単に復活するかと……」

「却きやつ下か」

「ですよね」

　駄目でもともとの提案だし、本気でもなかったので、予想どおりの反応にうなずく。

　戯ざれ言ごとはさておき、とうとう青苑州である。長いようで短い旅路だった。

「風が……」

「そういえば、おまえ潮しおのにおいは初めてか」

「ああ、これが潮のにおいというものなのですね。あやうく、異い臭しゆうがしませんかとか失礼な質問してしまうところでした」

「今まさに口に出してるじゃねえか。ま、慣れないうちは違和感があるだろうな」

　的確につっこみながら、蒼刻が朧月の頰へと手を伸ばしてきた。身構える暇ひまもなく、羽根で撫ぜるように軽くふれられる。

「血の気けは戻ってきたようだな」

「ッ……はい、身体は大丈夫そうです」

　朧月はぎこちなくうなずいた。新鮮な空気を吸って持ち直したというより、蒼刻が久しぶりにふれてきたせいで急に血のめぐりが激しくなっただけなのだが、まあ結果的に乗り物疲れはひと心地ついていた。

「荷物が多くなければ、おまえを鞍くらに同乗させて運んでやれたのかもしれないな」

「あれもお手数をおかけしてしまうので、恐縮なのですが……」

　鞍の上で平へい衡こうを保つ、という簡単なことでさえ、生まれつき運動神経が抜け落ちた朧月には難儀するのだ。何度もずり落ちかけては、蒼刻にしがみついたり引っ張り上げてもらったりした、情けない記憶が多い。

　わたしはなんてお邪魔な荷物なのか、蒼刻さんの懐ふところに入れる大きさならよかったのにと思い、いつも小さくなって運ばれているのである。

「俺はたいして面倒だとは思ってないがな。戦場で敵から奪った裸馬に意識のないけが人を同乗させて山道を駆かけ下りたときと比べたら、ずっとマシだ」

「比較対象が凄すさまじいですね……。修しゆ羅ら場ばをどれだけ越えておいでなのですか」

「数えたことはないが、まあ、年相応にはな」

　一応まだ十七歳ですよね？　と声に出して確認したくなる発言だ。

「あの暴君兄貴のせいで、無駄に鉄てつ火か場ばも経験させられたしな。羆ひぐまと戦ったり」

「……羆ってたしか、蒼刻さんの倍くらい大きいですよね？」

「体重の差はさらに大きいな。肉の層も分厚いし頑がん丈じようだし鉤かぎ爪づめの生えた手で殴られたらおしまいだが、それを見切って懐に入って一撃で気道を潰つぶせばなんとかいける」

「…………蒼刻さん、人間でしたよね？」

　一般人にはひとつとして実行できない超絶技ぎ巧こうである。

「ね～、朧月ちゃん。あたしもときどき同じ疑問を持ちますよぅ」

「だからいきなり出てくるなよ、あんたは」

「すいませんねぇ。一応幽鬼ですから」

　朧月の心を和なごませてくれる、明るい声。

　悪びれない口調でうそぶきながら、星せい彩さいが屋根をすり抜け、すとんと空席に座る。

「羆退治ごときで人外の域に達するわけないだろ。俺はまだ修行中の身だぞ」

「……すみません、わたしは運動神経がないので、蒼刻さんのどこにまだ修行が必要なのかがさっぱりわかりません」

「俺が一度も勝ててない相手は何人もいるし、それに──」

　それに。

　……蒼刻はなぜか中途半端なところで急に口をつぐむと、朧月たちから目をそらした。

　思いがけず、ぎこちない沈黙が馬車の中を満たした。

　朧月は星彩と目配せし合って「一体どうしたのかしら」「謎なぞですけど、待ってみます？」などと相談した結果、様子を見ることにした。

　常に果か敢かんな若手武官とはいえ、物思いに囚とらわれる瞬間くらいあるだろう。

　蒼刻はめずらしく伏し目がちになっていて、表情は決して明るくはないが、見ていられないほど痛ましくもない。

（……憂うれい顔の蒼刻さんに色香を感じると言ったら、躾されてしまうかな）

　うっかり見み惚とれれば、ため息がもれそうになる。やや不ふ謹きん慎しんな気がして視線を外はずした。

　窓からは日よけの垂れ絹越しに、淡あわく潮の香る風にまぎれて、朝方の城市のにぎわいが届く。何か祭礼が近いのか、家々を飾る花や灯とう籠ろうや色とりどりの紙細工が目を引いた。

（劉りゆう家のお屋敷らしき建物は、まだ見えないけれど……）

　──わたしのことを、ご家族にはどのように説明したんですか？

　──面倒な娘とあまり関わり合いになるなだとか、怒られていませんか？

　蒼刻や星彩のおかげでまぎれていた不安がじわりと頭をもたげ、口にはできないが忘れることもできない疑問が胸を重たくする。

　蒼刻の家族なのだ。幽鬼が見えるという得体の知れない異能を持つ上に、劉家に比べればはるかに家格の見劣りする娘なんて本当は歓迎したくなくても、蒼刻を傷つけないために無理をしている可能性もあるではないか。

「どうした珍獣」

「へ」

　根が暗いので悪い方向にたやすく傾く思考は、蒼刻の声で中断させられる。

　心配していたはずの相手に気遣われてしまい、朧月は瞬しばたたいた。見れば蒼刻は、いつもの無愛想な顔に戻っている。

「へ？　じゃねえよ。いつも以上に浮かない顔しやがって」

「すみません、大丈夫です。……そういえば昨夜は夢見が悪かったので、無意識に引きずっていたのかもしれませんけれど」

「うちで歓迎されない夢でも見たのか」

「いえ、逆でした。にこやかに迎えていただいたのですが……なにゆえか皆さん、わたしのことを『珍獣』と呼ぶのです」

　──『黒烏州の珍獣さまがいらっしゃいましたよ』

　──『ようこそ珍獣さま』

　──『お暑いでしょう？　上うわ衣ぎをお脱ぎくださいませ、珍獣さま』

　などと劉家の皆さま（想像図）にやわらかな笑顔で言われる衝撃たるや、言葉では表せないものがあった

「しかも使用人の皆さんも蒼刻さんの御家族も、みんな蒼刻さんとそっくりの顔をなさっていたので、恐怖が倍増しました……」

「それは悪夢ですねぇ」と星彩はお腹なかを抱かかえて笑うが、朧月はかなり本気で怖かった。

「俺が自分で言うのもアレだが地獄絵図じゃねえか。なんて妄もう想そうしてんだよ。親父はともかく、弟は俺にはちっとも似てないって教えただろ」

　わけがわからんという顔をして、朧月の額ひたいをこつんと軽くこづき、蒼刻は対面に座った星彩へと視線を向ける。そして心なしか声量を絞しぼって言った。

「で。──張ちよう角かくはどうしてる？」

「特に変化なしですよぅ。こっちから話しかければあいづちくらいはくれますけど、盛り上がりはしませんねぇ。ご機嫌斜めというわけではなさそうですが、かといって観光気分にはなれませんようで」

「……観光や娯ご楽らくなどとは、無縁そうな方だものね」

　人生の大半を一族の責務に捧げ、それを悔くいもせず不幸だとも思わず、満足して死にゆこうとした男だ。

「ま、こっちは張ちようさんと合流してからが本番でしょうし、気にしすぎなくていいっすよ。朧月ちゃんは武官さんのご実家でのことに備えていてくださいな」

「う。……そうね、がんばらないと」

　星彩の細い指先にも、つんと額をつつかれて、朧月は武む者しや震ぶるいする。

　垂れ絹をそっとよけて外を眺めやれば、市場のにぎやかさや人家の密集ぶりは、黒烏州の比ではない。それでいて皇都の爛らん熟じゆくした華やぎとも異なり、涼しい風が気持ちよく吹き抜けていく雰囲気があった。

「海は初めてなんだよな、おまえ。引きこもりだし」

「はい。海を知っている幽鬼から話に聞いたことがある程度です。川よりもたくさん幽鬼が集まりやすいとか……」

「情報が偏かたよってる偏ってる」

「それと、こちらの海豊は青苑州のいわば第二の州都で、本来の州都は内陸にあるのですよね？」

「へえ。それも知ってたのか」

「はい。兄さまにお願いして、青苑州のことをいろいろと教えていただきました」

　不安もあったが、同時に、蒼刻の生まれ育った地を見るのは楽しみだったのだ。引きこもり精神第一の朧月にとってはめずらしいことに。

「内地にある第一の州都・陸りく豊ほうは、三国時代に劉家が戦いくさの拠点にしていた都城だからな。歴史は古いし守備も堅けん牢ろうだが、この海豊にある邸ほどの華やかさはない──……ん？」

　蒼刻の説明に耳を傾けていると、馬車がおもむろに速度をゆるめはじめ、ついには止まってしまった。

　三人で顔を見合わせる。最初は大路が混雑しているせいかと思っていたが、どうも様子が違う。外を見れば、道の端の、馬車停め用の空き地にいるのだとわかった。

「若様！　こんなところで一体どうなさったんですか」

「びっくりさせてごめんね。兄さんにちょっと用事があって」

　意外そうな様子の御ぎよ者しやと二言三言交かわし、穏やかな声の主が近づいてくる。

　困惑したように口の端を曲げた蒼刻が、馬車の扉を開けた。

「藍らん志し。どうした」

「おかえりなさい、蒼刻兄さん。うん、ちゃんと目つきが悪いね。安心したよ」

　朧月は驚きに大きく息をのみ、兄さんと軽やかに呼びかけてきた青年を見つめた。
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　馬車の座席をのぞける位置に立った青年を、蒼そう刻こくは半眼で見やる。

「安心したってどういう意味だよ、藍らん志し」

　藍志と呼ばれた青年は、兄とは対照的に、険けんのまるでない表情で首をかしげた。

「そのままの意味だよ？　女の子を連れてくるって言うから、兄さんがでれでれになってたら反応に困るなぁと思ってたんだ。そうそう、近くに僕のおすすめの静かな茶ちや館かんがあるんだけど、一服していかない？」

「何がそうそうなんだ。脈みやく絡らくもなく話を変えるな」

「そう？　僕の中では一応つながってるんだけどな」

　蒼刻にあきれ顔でつっこまれても、藍志は柳やなぎに風といった具合で聞き流している。

（この方が、蒼刻さんの弟さん……）

「あらまあ優やさ男おとこ」

　という、男前に目がない星せい彩さいの評価はたいへん的確だった。

　陽ひを受けた初雪を思わせる、やわらかな輝きを持った銀ぎん髪ぱつを、藍あい色いろの巾きんでこざっぱりとまとめている。瞳の青のやさしい色合いは、春の日の空のよう。

　際きわ立だった美び貌ぼうというわけではないが、万ばん人にんを惹ひきつけ、ほっとさせる空気を持った優男だ。清潔感があるのに、右の目元を飾る泣きぼくろのせいか、蒼刻より年下とは思えぬ、絶妙な色香をも感じてしまう。

（……蒼刻さんが以前、弟さんはモテると仰っていたけれど）

　わかる気がする。

　蒼刻の刃やいばを思わせる鋭い印象の容姿や、彼らの兄・戴たい青せいの魔性じみていてつかみどころのない雰囲気とは違う。
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「だいたい、なんで茶館に行く必要があるんだ。もう邸は目と鼻の先だぞ」

「兄さんのことだから、黒こく烏う州から結構な強行軍で来たんでしょ？　兄さんはよくても黒烏州の姫君は、よその邸に行く前に、一度どこかで身支度を整えたいかもしれないよ」

「──そうなのか？」

　蒼刻が神妙な顔つきでこちらを振り返る。朧ろう月げつは控えめにうなずいた。

「はい。そうしたい気持ちはありますが……劉りゆう家の方をお待たせしてしまうのでは？」

「大丈夫ですよ」

　答えたのは蒼刻ではなく、藍志だった。目が合うと、やさしく微笑ほほえまれる。

「ここまで来たら正直に言ってしまいますが、実は父が野や暮ぼ用ようでまだ邸に戻っていないんです。要するに僕は、父が戻るまでの時間稼かせぎのために来たので、どうか協力していただけませんか？」

　そつなく、そして少し茶目っけのある口調で頼まれ、朧月は思わず「……はい」とうなずいていた。藍志の持つ独特の雰囲気に、早くも吞まれぎみだった。







　黒に近い藍色で塗られた看板には『碧へき露ろ館かん』とあった。隠者が山に結んだ庵いおりのような、ひっそりとした雰囲気の茶館である。

　城市の中心近くにありながら上品な静けさを保てるのは、結構な広さを持つ庭園の片隅にあるからだ。めずらしい六角形をした白はく亜あの建物で、一階は茶館だが、あるじの趣味なのか二階には骨こつ董とう品ひんや古い絵画を並べた展覧室と、さまざまな用途に使える小部屋がある。

　朧月はその小部屋のひとつを借りて、星せい彩さいの助言をもらいながら黒髪を梳すいたり衣裳を整えたりして一階に戻った。

「お待たせしました」

「おう。って、さっきとあんまり変わってなくないか？」

「大違いっすよ武官さん。この差がわからないなんて、左目も閉じてるんすか？」

「別に眼がん帯たいしてるだけで、右目も閉じてはいねえよ」

　などと言い合いながら、衝つい立たてで囲われた一角に向かうと、待っていた藍志が改まって朧月にお辞じ儀ぎをした。

「お初にお目にかかります、黒烏州の姫君。僕は劉藍志。青せい苑えん州刺し史し、劉永えい貴きが第三子です。兄がいつもお世話になっています」

「はじめまして。黒烏州刺史の異い母ぼ妹まい、姚よう朧月と申します。わたしのほうこそ、蒼刻さんにはいつもお世話になっております」

　蒼刻と星彩を巻き添えにして練習したおかげで、あいさつの言葉は思った以上にすんなりと口から出てくれた。

　胸を撫で下ろして席につく朧月を、藍志が穏やかに見つめている。

　似ていないのに、蒼刻の面おも影かげがちらついた気がして、ひとりでに鼓動が跳ねた。

（蒼刻さんとは普通に仲がよさそうだし……）

　いいなあ、と思う。

　薫かおり高い青あお茶ちやと茶ちや菓が子しがそろうと、近況報告から話が始まった。

　物ぶつ騒そうな話題が多めになったのは、ひとえに月げつ蝕しよく領りようでの黄こう巾きん賊ぞくとの一件のせいだ。

　張ちよう角かくもついてきてはいたが、窓辺で瞑目するだけで、こちらの会話には興味を示そうともしない。難しい顔で何を思っているのだろう。読めない。

「──それじゃ兄さん、黄こう魔まは斃たおしたのに、右目の色はまだ元に戻らないの？」

「ああ。俺も月蝕領を出た後に気づいたが、黒いままだ」

　朧月は茶ちや杯はいを持つ手を止めた。

「月蝕領を出た後って……黄魔を倒してから、結構日が経たっていませんか？」

「事後処理に気ぃとられてた。だれも指摘しなかったし」

「すみません、てっきりお気づきかと……」

　朧月は小さくなった。蒼刻は自分のことを後回しにしがちな人なのだから、配慮しておくべきだった。

　眼帯で隠された蒼刻の右目の虹こう彩さいは、左目の清せい冽れつな青とは異なり、漆しつ黒こくだ。元は左目と同じ色だったのだが、黄魔に操られていた張ちよう宝ほうという道士に呪のろいを受けた後こう遺い症しようのひとつが、そういう形で残ってしまっている。

「兄さんに呪じゆ詛そを浴びせたのは黄魔だけど、黄魔は憑より代しろにしていた張宝の身体や霊力も使って、その呪詛を生んだわけだから──黄魔が消えても、張宝本人が死なない限り、呪詛は完全には消えないのかもね」

　淡々と分析した藍志が、なめらかに続けた次の言葉に、朧月の背筋が震ふるえた。

「張宝を殺せば、今度こそ元の瞳に戻るかもしれないね。兄さんそのつもりはないの？」

「！　それ、は」

　手元にあった茶菓子の絵皿を落としそうな勢いで、朧月はとっさに声を上げた。

　たしかに呪詛を解とくのに効果はありそうだが、そうですねとは言えなかった。張角の実の弟である張宝は、ただ「蒼刻に呪詛をかけた張本人」として断罪してしまうには憐あわれだと思わせる事情の持ち主と、知ってしまったせいで。

　さりとて、呪いのせいで蒼刻はいらぬ苦痛や面倒を受けてきたのだ。それを弟の藍志が知らないはずがない。

（張角や張宝に同情してください、とは……）

　言えない。蒼刻の家族でもない自分が言っていいとは思えない。

　もどかしげに藍志の横顔を見つめたまま固まってしまった朧月の頭に、そっと手が乗せられた。ごく自然に彼女にそんなことをするのは、この場では蒼刻しかいない。

「冗じよう談だんでもそういうことを言うなよ、藍志」

　蒼刻は、驚くほど落ち着いていた。諭さとす声音は達観していて、怒りも憎にくしみもない。

「黄魔は相容れないが、月蝕領の一族はそうじゃない。今さら張宝を殺す気になんて、なれるわけないだろ。──それに、まあ呪詛で死にかけたのは事実だが、この右目に関しては悪い記憶ばかりでもないしな」

　だろう？　と、同意を求める視線を送られて、朧月はまじめに考えこんだ。──あの右目で蒼刻が得したこととは？

「眼帯に目を描いておいて、居眠りしてもバレないようにした、とかですか」

「笑いをとりにいったことはねえよ」

「では、飛んできた矢が眼帯に当たって、危機一髪で助かったとか……？」

「たいした奇き蹟せきだが、たとえ眼球が無事でも普通にすげぇ痛そうだな。──って違うだろ。おまえ、本気で忘れてんのか？」

「え？　もしや、わたしに関係することだったのですか」

「おまえな……」

　蒼刻の不機嫌そうで不満げな視線にはっとするが、それ以上のことは思いつかずに首をひねると、「この珍獣め」と頰を軽くつねられてしまった。

　視界の隅では星彩がにやにやしており、反対隣で藍志がうんうんとうなずいているが、見当もつかない。

「兄さんがそれでいいなら、僕も気にしないことにするよ。そういえば眼帯だって、あの人からもらった大事なものだしね。変なこと言ってごめん」

　──あの人？

　だれのことだろう。妙な胸むな騒さわぎがしてしまい、朧月はちらりと蒼刻をうかがう。

　とうに見慣れたはずの、彼の右目を隠す鍔つば型がたの眼帯を、じっと見つめていたときだ。

「もうめんどくさいから、朧月さんとの愛の力でさくっと呪いが解けたらいいのにね」

　藍志がさらっと言い放った予想外の展開に、朧月は大いにむせた。

「それは試したことがないな。今度やってみるか」

「そ、蒼刻さんまで何を──」

　しかも蒼刻がうなずくものだから余計に狼ろう狽ばいすると、なんでもない口調で返された。

「何をそんなに焦ってるんだ？　愛は愛でも、動物愛や親愛だってあるだろ」

「ッ……」

「ま、おまえがそれ以外の愛とやらを試させてくれるなら、俺に拒む理由はないがな」

　う、と息が詰まる。弟の手前か、あからさまな接触はないが、蒼刻の意味ありげな視線だけで、朧月の羞しゆう恥ち心しんはたやすく限界を迎えた。一周回って平へい坦たんな声が唇くちびるからもれる。

「…………帰ります」

「なに？」

「もう耐えられません……故郷に帰って引きこもらせていただきます……！」

「待て待て。そこまで思い詰めるほどいじめてねぇだろ、まだ」

「まだ!?」

　後先考えず逃げだそうとする朧月と、その襟首を難なくつかんで追い討うちをかける蒼刻の不毛なやりとりを、星彩が「やめてくださいよお腹痛いじゃないっすか」と笑いながら適当に仲裁する。張角は関わり合いになりたくないのか、窓の外に視線を固定していた。

「いきなり実家に帰られてしまったら駄目じゃないの？　兄さん」

「帰さないから安心しろ」

「うん、がんばって」

　兄とそのお気に入りのはずの娘の、色気があるのかないのか謎の攻防にもまったく動じずに朗ほがらかに言った藍志が、ふと質問を付け足す。

「ところで兄さん、兄弟愛や師弟愛を試してみる気はないの？」

「おまえに恨うらみはないが、そのへんの単語はあの馬鹿兄貴を思い出すから猛もう烈れつに嫌だ」

「戴たい青せい兄さんのせいで僕まで否定されてしまうのか。少し寂しいな。──あ、そうだ朧月さん。呪いと言えば僕、最近妙な夢を見るんですけど」

「夢──ですか？」

　またしても前ぶれなしに新たな話題を振られて、朧月は拍ひよう子し抜けして動きを止めた。

　藍志の中では話がつながっているようだが、こちらには不意打ちだ。思わず目をまるくして訊き返してしまう。

「はい。きっと朧月さんのお気に召めす夢だと思うんですけど」

「……と仰いますと、もしや幽鬼関係の？」

「たぶん」

　……およそ朧月の知る限り、ここまで緊迫感のない幽鬼関係の相談は初めてだったが、もちろん聞き流すことはできない。仕方なく椅い子すに座り直し、藍志の話の続きを聞くことにした。




　夢の始まりは、墨すみを溜ためたように暗い夜の海。

　藍色の空は厚い雲に覆おおわれていて星すらも見えず、なにゆえにか波打ち際にたった一人で立ち尽くす藍志は、怪物の胃の中にいるかのような気分を味わっていた。足を砂地に釘づけにされたかのように、ただ棒立ちでいると、凪ないだ海面にふと何かが見えた。

　蠟ろうのように白い人影だ。海中から、海月くらげのように浮かび上がってくる。顔は長い黒髪に隠されて見えず、男か女かも判然としないが、その身は向こうが見えるほど透すけていた。

　人影がまっすぐに藍志のほうに近づいてくる。氷の上であるかのように海面をなめらかにすべっていく、生きている人間ではありえない動きで。

　やがて人影は、ずっと胸の前で抱えていた腕から、何かをぽろりと落とした。

　いびつな球体に見えるそれは、ころころと、藍志の足元まで転がってくる。

　それは洗われたように白い、人間の髑どく髏ろであった──




「そんな夢を一カ月ほど前から、毎日のように見るんです。完かん」

「え？」

　その場にいたほぼ全員の声が重なった。幽鬼である星彩の声は、藍志には聞こえないとしても。顔を見合わせ、代表して蒼刻がつっこむ。

「いや待てよ藍志。完ってなんだ」

「それ以上のことは起こってないから、オチがないんだよ兄さん。だから『完』」

「オチとかいう問題じゃないだろ!?」

「明らかに話が終わっていないのに、さらっと完結させないでください……」

　呆あつ気けにとられた蒼刻や頭を抱える朧月をよそに、藍志はおっとりと首をひねる。

「僕は幽鬼に詳しくないから、よくある悪夢なのかなと思ってました。別に体調不良とかもないので、呪われたり憑つかれたわけでもないのかなと」

「知識がなくても普通はびびるだろ。眠れなくなるとかないのか」

「うん。僕も最初はびっくりしたけど、何度も見るうちに慣れちゃったんだよね」

　藍志は悠ゆう然ぜんと茶杯に唇を寄せている。まるで他人事じみた態度で、失礼だがのんきにさえ見えた。

「それじゃ、この話は保留にして、そろそろ父が邸に戻ってるはずですから、行きませんか？」

　三度目の唐とう突とつな話題転換に、思わず首がこける。

　幽鬼の悪夢の話は終わっていないどころか、むしろ始まったばかりだったが、ここで話をしつづけて、劉家の人々をお待たせするわけにもいかないだろう。

　朧月は蒼刻と目顔でうなずき合うと、ひとまず腰を上げた。
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　同じ内容の奇妙な夢を繰り返し見るのは、朧月にも何度か経験があった。そしてその後はたいてい、幽ゆう鬼きの関わる現象や事件が起こった。ずいぶん昔のことになるが、星せい彩さいとの出で逢あいもそのような形だったのだ。

（藍らん志しさんは気にしておられないけれど……幽鬼が何かを伝えたくて、不吉な夢を見せているのかもしれない。海と髑どく髏ろ……素直に考えれば、海で亡なくなられた方なのかも）

　などと、向かいの席に座る藍志を見ながら考えていられたのはほんの短い間で、馬車はすぐに劉りゆう家の邸やしきに着いて、朧月の頭を真っ白にさせた。

　にぎわう大おお路じの北側にある、二頭の龍りゆうの石像が左右にたたずんだ、立派な門もん楼ろうが正門なのだという。大きな門もん扉ぴは開けずに、両りよう脇わきに造った小さなくぐり門から劉家の使用人などが出入りしていた。門の上には「龍りゆう臥が園えん」と大きく記した横額がかかっている。

「星彩……どう思う？」

「門の豪華さだけでも、幽ゆう鬼き院いんの惨ざん敗ぱいっすね」

「……まあ、三大家の邸と勝負するつもりは最初からないけれど」

　想像以上の豪ごう邸ていのようだと、朧月は早くも身み構がまえる。

　蒼そう刻こくが門番に声をかけて正門が開かれると、馬車はゆっくりと邸内に進み、垂すい花か門もん──中門の前で止まった。

「降りるぞ。って何してんだ、今度は」

　持参してきた被ひ布ふを頭からかぶったまま動かない引きこもりに、蒼刻が半はん眼がんになる。

「貝になりたくて」

「ここが海に近いからって、いちいち引きこもり風の新ネタを練るな」

「いえネタではなく、本気で蛤はまぐりになってしまいたいと思って──……ひゃッ!?」

　朧月の鬱うつ陶とうしい言い訳はもちろん皆まで聞かず、蒼刻は慣れた手つきで彼女の小柄な身体からだを抱かかえると、さっさと馬車を降りた。そうしながら蒼刻は「この程度なら必要だよな」などとつぶやいていたが、泡あわを食っている朧月の耳には届かなかった。

　二人の後を追って馬車を降りた藍志が、のほほんと笑う。

「黒こく烏う州の秘ひ姫きを強ごう奪だつしてきました、って感じだね、兄さん」

「人聞きが悪いな。ちゃんと合意の上だぞ。よし、中に入るぞ」

「は、入らないでください……！　自分で歩けます、歩きます、歩かせてくださいッ」

　三段活用もどきでお願いしてようやく下ろしてもらい、朧月は今度こそ腹をくくって、自分の足で垂花門をくぐった。

　その先の建物では、劉家に仕えて長そうな瘦そう身しんの老ろう執しつ事じが待っていた。

　半白しら髪がをきれいに撫なでつけ、黒っぽい簡素な袍ほうを端然と着こんだ老執事は、蒼刻と彼が伴ともなってきた引け腰の娘を見るとお辞じ儀ぎをし、ほかの家職の者へと呼びかけた。

　たちまち「黒烏州の姫君、ご到着！」などととり次ぐ声が、廻かい廊ろうのあちこちで響ひびく。

　いよいよ帰りたくなって青ざめる朧月の背を支えながら、蒼刻はやや後ろからついてくる弟にぼやいた。

「藍志。仰ぎよう々ぎようしい真ま似ねはさせるなと頼んでおいただろ？」

「僕も黄おう爺じいにはちゃんとお願いしたよ？　でも、やっぱり兄さんが女の子を連れてくるなんて天てん変ぺん地ち異いを前にしたら、みんな普通にはしていられないと思う」

「まあ、天変地異とまで言われてしまうんすか。武官さんもたいへんっすねぇ」

　藍志の言葉にくすくすと笑っていた星彩だが、行く手の廻廊に現れた大きな姿を見つけると、ぱっと顔を輝かせた。紫むらさき水ずい晶しようの瞳に、恋しい人を見つけたきらめきが宿る。

「張ちようさん！　あぁんもう、逢いたかったですよぅ～」

「張さん……！」

　星彩が恋人に飛びついたのに釣つられたわけではないが、顔見知りを見つけたことに非常にほっとした朧月も、思わず白びやつ虎この毛並みにしがみついてしまった。

　久しぶりにふれた白銀の豊かな毛並みと、たくましい身体つきの感触に、ほっとさせられる。温かい。これはよい。

　左右から二人に抱きつかれた白虎の張さんは、鷹おう揚ように笑ってささやいた。

「久しいな、星彩。おぬしは相変わらずきれいにしておるのう。儂わしの誉ほまれじゃ」

「ありがとうございます♪　張さんのためのあたしですよん」

「ふふ、虎とら冥みよう利りに尽つきるな。……しかし、姫が儂にすがるとはめずらしい。さては蒼刻にいじめられでもしたか」

「いえ、いじめられてはおりませんが」「いじめてねえよ」と、朧月と蒼刻の反論が、微妙に重なった。白虎は呵か呵かと大きな口を開けて笑う。

「冗じよう談だんはさておき、姫は緊張しておるのだな。隠れる場所が必要ならば、儂の図ずう体たいを利用してくれても構わんぞ」

「……ありがとうございます」

　低い美声で穏おだやかに諭さとされたおかげか、朧月も少しずつ落ち着きをとり戻してきた。

　この雄ゆう壮そうで美しい白虎──張さんは、蒼刻の友人だ。

　世間では神しん獣じゆうと呼ばれ、尊とうとばれたり畏おそれられたりしているが、本当はとある幽鬼が白虎に憑ひよう依いしてしまった存在である。月げつ蝕しよく領りようでのあれこれで消しよう耗もうしたので、蒼刻の実家で療養がてら居い候そうろうしていたのだ。

　勝手知ったる足どりで先導する張さんについていくと、すれ違う小ぎれいな身なりの侍じ女じよたちが、客人の朧月に「ようこそ」と微笑ほほえみかけるついでに、白虎にも「お身体はもう大丈夫ですの？」などと声をかけてくる。

「蒼刻さん。……張さんは、こちらでも大人気なのですか？」

「皇こう宮きゆうにいた頃と同じくらいにはな」

　白虎の隣から質問してみれば、蒼刻は冷さめた目で肩をすくめる。

　皇宮女によ官かんから「抱きつきたい男第一位」に選ばれるほど人気の白虎は、こちらでも十分にモテておられるらしい。

「張さんは紳士だし、兄さんがあまり話してくれない国軍や皇宮でのことも教えてくれるからね。護ご花か七しち将しよう軍ぐんさまに可か愛わいがられてる話とか聞けて、僕も楽しかったよ」

「……おい張さん」

「これこれ、耳を引っ張るな蒼刻。儂は噓うそは言っておらぬぞ？」

　恥はずかしいだろうがとうなった蒼刻に、白虎はぎゅむと耳をつままれてしまう。星彩が慰なぐさめるように、張さんの耳を繊せん細さいな指遣いで撫でた。

「あたしがいない間に、ここの侍女さんを口く説どいてないでしょうね？　張さん」

「社交辞令以上のことは口にしておらぬよ。ま、寂さびしさをまぎらわすのに、我わが姫ののろけ話を聞いてもらったことは何度かあるがな」

「あら、うれしいですねぇ。あたしをどのように言ってくださったんです？」

「それは後で二人きりになったら教えよう。できればおぬしの膝ひざ枕まくらで、な」

「…………」

　恋人たちの堂々としたいちゃつきに、蒼刻は露ろ骨こつにげんなりとしていたが、朧月はなんとなく頰ほおがゆるんでしまった。普段は反応に困らされる、友人と白虎の桃もも色いろ空間だが、今は逆に癒いやされる。いつもどおりで、ほっとするのだ。

　改めて周囲を見回すと──

　龍臥園は、幽鬼院とは異なり、邸内のどの建物も二階のない造りのようだ。

　驚くほど広い敷地には庭園がいくつもあり、手入れされた夏花や緑の木々、人口の池や小川、さまざまな形の庭石といった多様な主役が、それぞれの庭に配されている。

　ひとつひとつが小さな異世界といった感じの庭園を眺ながめられるよう、屋根付きの廻廊には壁をくりぬいた空窓や模様つきの漏ろう窓そうがたくさんあり、敷地内に散らばった建物を移動する際に目を楽しませることができた。

　花と緑の仙せん境きようといった景観に圧倒され、朧月はため息をつく。

「あの……この中のどの建物がご実家なんですか？」

「おかしなことを言うやつだな。どれも何もこの龍臥園はまるごと劉家の所有だぞ。まあ俺が普段利用してるのは、ほんの一部だが」

「やっぱりそうなんですか……。廻廊を一周するだけでも小旅行ではありませんか」

「気軽に街を出歩けない儂にはありがたいぞ。園内を歩くだけで十分に散歩になるし、雨の日でも楽しめる」

「あ、街のほうももう大丈夫だと思いますよ張さん。皇宮で寵ちよう愛あいされた神獣が今、劉家で療養している。嚙かみついたりしない紳士だから大丈夫だって、方々で告知しましたから」

　藍志が白虎にそう報告して、穿せん堂どう──廻廊の途中に設もうけられた、通り抜けできる部屋にさしかかったときだ。

「若様──蒼刻さま。御客人です」

　先ほど出迎えてくれた老執事が追いついてきて、神妙そうな顔で言った。

　蒼刻は眉まゆをひそめる。

「親おや父じじゃなくて、俺なのか？　俺は張さんと朧月以外に人を招いた覚えはないぞ」

「おぬしは儂と姫以外には、たいして友人もおらんからのう……」

「ほっとけ！」

「──それが、おいでになったのは、孫そん家の姫君でございます」

　茶々を入れた白虎に手しゆ刀とうをぶつける蒼刻を見ても笑いもせず、老執事が補足する。

　え、と固まったのは朧月のほうだった。隣で星彩も目をみはっている。

　孫家とは劉家と肩を並べる歴史を持ち、共に三大家と呼ばれる、神しん華か国でも屈指の名家だ。その家の姫君で、なおかつ蒼刻に縁のある人といえば、一人だけ思い当たる。

　以前に、蒼刻との間に縁談が持ち上がったという姫君だ。

「たのも──!!」

　そのとき高らかに澄すんだ声が園内に響き渡ったので、朧月は思わず跳び上がった。
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「いるのだろう、劉りゆう蒼そう刻こく！　逃げ隠れせず、わらわと尋じん常じように対たい峙じせよ！」

　穿堂の空窓から声のしたほうを見ると、池に太たい湖こ石せきをあしらった庭園の向こう──垂花門のすぐ先の廻廊で、声を張り上げる人の姿が見えた。

　まぶしい陽ひの下で咲き誇ほこる夏花のように、華はなやかな美少女だ。年頃は朧ろう月げつと大差ない。

　毛先がくるりと巻かれた髪かみは明るい金色。一部を両耳の上で小さくまとめ、ひよこみたいなお団子を作っている。歩揺や花の飾り方に凝こった、可か憐れんな髪型だ。

　しかしながら小柄な身を包む衣い裳しようは、華麗にして奇き抜ばつだった。星せい彩さいが感かん嘆たんする。

「まあ、生なま足あし」

「あれは……孫そん家が治める黄こう陽よう州の伝統衣裳、というわけではないわよね？」

「たぶん。あたしは斬ざん新しんでお似合いだなと思いますけど、面食らう人も多そうですねぇ」

　神しん華か国の女性にとって、脚きやく線せんをみだりにさらすのは品格に欠ける行いだとされる。長い裙くん子ずや腰布などを重ねて、爪つま先さきまで布の陰に秘すのが当然のたしなみだ。

　しかし、その少女は違った。長なが上じよう衣いは花模様を散らした純白で型も普通なのだが、かすかに光こう沢たくのある綸りん子ずらしき裙子は、膝の上までしか丈たけがない。膝から下は模様つきの鞋くつ下したや厚底の鞋で隠されているものの、素のふとももが上衣の陰からちらつく衣裳は、同じ女の朧月でさえ落ち着かない気分にさせた。

　縫ぬいとりの豪ごう奢しやな帯で、朱しゆ塗ぬりに金の装飾の棍こんを背負っているので、武人としては動きやすい衣裳なのかもしれないが。

「儂も嫌いではないが……もし我が姫がああいう裙子を着たら、ほかの男に見せてどうするつもりかと嫉しつ妬としてしまうかもしれんな」

「何言ってるんですか、張ちようさん。あたしは張さん以外に目移りなんでできませんよ？」

　窓枠に前脚を置いて軽く立ち上がった張さんを、星彩が軽く肘ひじでつつく。

　……まあ、たしかに張さんみたいな男性は、大陸中を探してもいないだろう。

「綺き羅ら姫ひめさまらしい唐とう突とつさですね」

　それまで穏やかな表情を崩さなかった藍らん志しが、軽く目をみはってつぶやく。

「綺羅姫さま、ですか？」

　華やかで似合うあだ名だと感心してしまう朧月に、藍志はゆっくりとうなずいた。

「ええ。きらびやかで独特な美しい衣裳を自分で作るのがお好きだから、そんなあだ名がついたそうです。──綺羅姫さまの袖そでや裾すそに重ねられている、細い糸の飾り編みが見えますか？　あれは近年西方の国から輸入しはじめた〝レース〟という素材なんですけど、先日こちらにいらした際にお気に召めして。兄さんにお見合いを放ほう棄きされたのも忘れて、たくさん買って行かれたんですよ」

（わたしの知らないところで、そのようなことが……）

　蒼刻からは「見合いを断ってきた」としか聞いていなかったので、呆ほうけてしまう。

「その〝レース〟とやらで忘れられる程度の存在な俺に、今さら何をしに来たんだかな」

　引いた様子でぼやく蒼刻と、ふと目が合う。

「綺羅姫か。おまえの『天然公こう主しゆ』みたいなものか」

「う。……わたし自身は、そのあだ名は分不相応すぎると思っているのですが」

「穴あな熊ぐま公主とか蛤公主とか呼ばれるよりはマシだろ」

　朧月も黒こく烏う州刺し史しの妹姫という肩書だが、本来は間違っても公主とあだ名されるような身分ではない。

　面倒だ。関わりたくない。

　しかめ面にはっきりとそう書いた蒼刻が、億おつ劫くうそうに廻廊から庭園へと下りる。綺羅姫のいる場所には、その庭園を突っ切っていくのが一番早い。

「俺が劉蒼刻だ。孫家の、一体なんの用だ？」

「む。そなたか！」

　大道芸人のように身軽な動作で、綺羅姫もまた、廻廊から庭園に飛び出してきた。

　そして木陰で足を止めた蒼刻を見つけた途と端たん、ぴたりと静止する。一いつ拍ぱく遅れて、波打つ金色の髪がふわりとその身に絡からみついた。

　──沈ちん黙もく。

　唇をきっちりと結んで蒼刻を見た綺羅姫は、傲ごう慢まんなくらい凜りん然ぜんとしていた。

　夕焼けを連想させる金色がかった橙だいだいの双そう眸ぼうで、蒼刻の全身、特に鋭するどく整った造作を観察する。やがて告げられた少女の言葉に、朧月はもちろん星彩も張さんも目が点になった。

「顔はわらわの好みではないな」

　…………。

　どう反応すればいいのかという迷いに、綺羅姫を除いた全員が囚とらわれて沈黙した。
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（綺羅姫さま……なんて怖こわいもの知らずな）

　面と向かって、強烈なことをのたまってしまう姫君である。今まで同年代の女子に、眼光の鋭さや抜き身の刃やいばのような威圧感のせいで避けられてきたという蒼刻に、ここまで堂々と言ってのけるとは。

　皆の呆けた視線を浴あびてもどこ吹く風で、綺羅姫はやれやれと肩をすくめた。

「そなたを知る者から、劉蒼刻はわらわが愛めでたくなる種類の男だと聞いたから、縁談はどうでもいいが顔を見るくらいはしてやろうと思ったのに。なんたる残念！」

「知るか。俺にキレられても困る」

　今度はぷんぷんと怒りだした綺羅姫に、蒼刻は半眼でつっこんでいる。

「面食いなお嬢じようさんみたいっすね。どういった殿との方がたが好みなんでしょ？」

　朧月の傍かたわらで、星彩がぼそりとつぶやいた。口く調ちようには若じやつ干かんあきれの色も乗っていたが、紫水晶の瞳は楽しいことを見つけた喜びできらめいている。

　張さんもうなずき、朧月へと視線を流した。

「儂は、蒼刻もよい顔をしていると思うが──ま、好みは人それぞれということじゃな。そうであろう？　姫」

「ッ……そ、そうですね」

　朧月の喉のどで言葉がつっかえた。蒼刻さんはかっこいいのにと思っていたのを、白虎の薄青の瞳に見み透すかされた気がしたのである。

　友人と顔を並べて見守る先で、蒼刻が片方の手で頭を押さえながら綺羅姫に言う。

「あんたは──」

「あんたではない。わらわの名は孫桃とう凜りん、誇り高き孫家当主が末の姫だ！　好きな色は白と桃色。花園の薔ば薇らも野に咲く露つゆ草くさも等しく愛で、美少女も美少年も美中年も美老人にはいっとう目がない、広き心の持ち主であるぞ」

「ついさっき、俺を好みじゃないと斬きり捨てただろ」

「んむ。顔は好みではないが、そなたを嫌いだとは言っておらぬぞ？　わらわは好みではない者でも無む下げにはせぬ。先せん刻こくはちょっぴりがっかりしただけだ、そう拗すねるな」

「拗ねてねぇよ。で？　ここに来た目的はなんなんだ」

「すでに言ったであろう。わらわとの見合いを放棄した無礼者が帰郷すると聞いて、一度は顔を見てやろうと思ったまでのことだ」

「暇ひま人じんか。たいした面つらじゃなくて悪かったな」

　桃凜の自由奔ほん放ぽうぶりに、早くも疲れぎみの蒼刻を助けるかのように、

「お久しぶりです、綺羅姫さま」

　いつのまにか庭園に下りていた藍志が、兄の隣にごく自然に歩み出ると、桃凜へと丁てい寧ねいにお辞儀した。

「劉藍志。そなたもいたのか」

「はい。お元気で何よりです、綺羅姫さま」

　蒼刻に対する不ぶ躾しつけな態度とはどこか違い、藍志のことはなんとも言えない顔で見つめる桃凜が、ふと動きを止めた。

「あやつらは何者だ？　以前、この邸に来たときには見なかった顔だが」

　訝いぶかしげな視線とともに、今さらの問いが、こっそりと穿堂でなりゆきを見守っていた朧月たちに投げかけられた。

　素知らぬふりもできず、朧月は白虎と顔を見合わせると、仕方なく庭園に下りた。

　蒼刻がぞんざいに紹介する。

「こっちの小さいのは姚よう朧月。白虎のほうは張さんと呼ばれてて、まあ一応神獣だ」

「ほう。ほうほうほう！」

　蒼刻の斜ななめ後ろで小さくなった朧月と、芝生しばふに座した張さんを上から下まで眺め、桃凜はにんまりと笑った。興味津しん々しんといった様子で、二人ににじり寄ってくる。

「劉蒼刻。そなたの知り合いか？」

「俺が躾けてる珍ちん獣じゆう。──と、友人だ」

　最初は即答。張さんについてはややぎこちなく蒼刻が説明すると、桃凜は目を剝むいた。

「なんと！　乙女おとめともふもふで両手に花とは、うらやましい暮らしをしておるのだな」

「……朧月はともかく、張さんも『花』なのか？」

「儂はどちらかと言えば、花を愛でる立場のほうが好みだな」

　張さんが話の流れをわかった上でとぼけているのは、人の機き微びにいまひとつにぶい朧月にも伝わった。

「張さん、そういう話ではないような気が……」

「しゃべったあああああああああああ!!」

　朧月のぼそぼそした声を吹き飛ばし、再び庭園にとどろいたのは、桃凜の高い声。

　世にも稀まれな宝でも見つけたかのような興奮ぶりで、白虎へとおそるおそる手を伸ばし、もふもふと見事な毛並みを堪たん能のうする。

「そなた、人語を解かいするのか……！　白銀青眼の端たん厳げんな姿であるばかりか、艶えんにして赴おもむき深い美声の持ち主とは、天は時として二に物ぶつを与えるのだな。さすがは神獣よな。そなたの美しき姿といくら聴いても飽あきることのない五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染みわたる声の魅惑は、いずれ国をも傾けるであろうよ。──しかし！」

　陶とう酔すいした饒じよう舌ぜつぶりから一転、桃凜がいきなり語気を鋭くして、蒼刻を振り返る。

「珍獣とは何事だ？　花も恥じらう乙女をつかまえて、ちと無礼ではないか」

　言いながら桃凜は無む造ぞう作さに腕をもたげ、今度は朧月の頰を両手で包んだ。

　突然のことで逃げることもできずに固まった朧月の額に額をすり寄せると、桃凜は慈じ悲ひ深ぶかい女王のように微笑む。

「とくと見よ、劉蒼刻。艶つやめく髪は烏からすの濡ぬれ羽ば色いろ、一いち抹まつの憂うれいを帯おびた眉びさし、涙の光を予感させる翡ひ翠すいの瞳。華きや奢しやで弱々しいからこそ、却かえってにおいたつ淡あわい色香。──わらわの目には珍獣などではなく、さながら夜に咲く月下美人と映るぞ」

「ッ──ですが、あの……珍獣というのは、特に間違いではないのです、綺羅姫さま」

　褒ほめてくださるのはありがたいが、蒼刻が誤解されているのは見過ごせない。

　朧月は綺羅姫の勢いに引け腰になるのをぐっとこらえ、蒼刻との関係について、一から簡単に説明した。わたしが胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりなので、真人間になれるように蒼刻が面倒を見てくださっているのだと。

　が。

「なッ……可憐な姫君を故郷から無理やりさらい、珍獣扱いに貶おとしめて調教し、飼かい殺すとはなんたる非道！　劉蒼刻、それでもそなたは未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんかッ」

「……あれ？」

　朧月は頰を引きつらせた。説明が悪かったのだろうか。火に油をそそいでしまった。

「いろいろつっこみたい部分はあるが、事実とかけ離れてない気もするのが不思議だな」

　桃凜に真正面から叱しかられた蒼刻がため息をつく。朧月はおずおずと彼の袖を引いた。

「あの、蒼刻さん」

「なんだ？」

「わたしは非道だとは思っていません。最初はたしかに引きずり出されましたけれど、今ではわたしのほうもその……蒼刻さんと一緒にいたいという気持ちが……」

　言っている途中で恥ずかしくなったのは、蒼刻の驚いたような視線をまともに浴びたのが大きい。目が合うだけでも落ち着かないのにと、熱くなりかけた顔をそむける。

「い、いえ……やっぱり今のはなかったことに。忘れてください」

「そうか。それじゃ忘れてやるから、後でもう一度最初からきっちり言い直せよ」

「えええええ」

　なぜそう来るのかと反論したかったが、久しぶりに見た気がする蒼刻の微笑みが可愛い上にうれしくて、そんなの無理ですときっぱり断ることがどうしてもできない。

　負けた気分で視線をそらすと、桃凜と目が合い、朧月は思わず固まった。

「そなたたち、別に険悪というわけではないのだな」

「え」

　なんと答えるべきか戸と惑まどったとき、視界の隅で、再びやってきた老執事が藍志に何事か耳打ちしているのに気づく。藍志はうなずくと、蒼刻と桃凜の間に割り入ってきた。

「兄さん、父上からの伝言。天てん藍らん楼ろうの執しつ務む室しつにいるから、いつでも来ていいって」

「わかった。連行する」

「綺羅姫さまにはお部屋を用意しますので、今少しお待ちください」

「わらわも後で、ごあいさつをしよう。言こと伝づてを頼むぞ、劉藍志」

　朧月と蒼刻を除いて、後の顔ぶれは用意された客室に向かうことになった。

　天藍楼という建物に、劉家当主の執務室があるらしい。

「朧月ちゃん、がんばってくださいね～。普通にしてればいいんすよ、普通に」

「そうじゃぞ。姫は少々内気だが、物腰にいやしいところはない。呼吸を楽にな」

　まるで保護者のような顔を並べた星彩と張さんに見送られ、朧月は蒼刻とともに、龍臥園の北へと急いだ。

「ったく、調子が狂くるったな」

「……わたしはなんだか、緊張がどこかに行ってしまった気がします」

　綺羅姫の乱入には目を白黒させどおしだったが、来た当初ほど全身の関節がかちこちになっていないのは、単純にありがたい。歩きながら、できるだけ深く息をする。

「着いたぜ。──開けるぞ」

　蒼刻の言葉にうなずくと、にぶい艶のある黒の扉が音もなく押し開かれた。
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　つまずかないよう細心の注意を払って室内に入る。

　執務机の前につくと、扉が背後で閉められたが、その音を朧ろう月げつはほとんど聞いていなかった。目の前にいる初めて逢う男性に、一瞬で意識が集中していた。

（この方が、蒼そう刻こくさんの──）

　お父上なのか。

　多く見積もっても、四十代半ばほどの年頃の男性だ。革かわ張ばりの椅い子すに沈めた長身は鍛きたえられた厚みがあり、異国の軍人めいた詰つめ襟えりの衣裳がはまっている。

　壁には、黒い鞘さやにおさまった幅広の剣がかけられていた。おそらく彼の得え物ものだろう。

（やっぱり蒼刻さんのように、腕の立つ剣士なのかな）

　そう思うと、場違いにどきどきする。

「父上。以前に話した、姚よう朧月だ。ここにしばらく滞在させるつもりでいる」

「ああ、聞いている。緑りよく霞か楼ろうの客室を整えさせてある。おまえの部屋の近くだ」

　男が蒼刻と言葉を交わすのを見ると、髪や瞳の色合いは似ているのに、受ける印象がかなり異なることに気づく。

　半分ほどを後ろに撫でつけた、短い銀髪。かっちりした輪りん郭かくや鼻筋には精せい悍かんさを強く感じるが、左目で光る片眼鏡モノクルやその奥の青い瞳の深い色合いが、ひと癖くせある知性の持ち主なのだろうと想像させた。確実に蒼刻よりも曲くせ者ものだ。

「黒こく烏う州刺史、玄げん静せい心しんの異母妹、姚朧月と申します」

　隙のないたたずまいに身構えながらまずは名乗ると、男はうなずいた。

「青せい苑えん州にようこそ、玄家の姫君」

　目を細める。そうすると、ああ、蒼刻さんのお父さんだという印象が強くなった。

「私が劉りゆう永えい貴きだ。日頃から息子むすこが世話になっている」

「！　──わたくしこそ、蒼刻さんにはたいへんお世話になっております。ごあいさつが遅れて失礼いたしました」

　口から心臓も魂たましいも飛び出しそうだと思いながら、朧月は腰を折る。

「本日はお招きありがとうございました。お逢いできて光栄です。……これが初めてのごあいさつですのに、泊とめていただけるというご厚情に感謝いたします。ご迷めい惑わくをおかけするかもしれませんが、どうぞよろしくお願いいたします」

「いや、あまり硬かたくなる必要はないよ。あなたが息子とこの城じよう市しを楽しんでくれれば、私は父親としても青苑州刺史としても喜ばしいのだから。──聞いたところによると、あなたは海を見るのは初めてだとか」

「はい。そちらも楽しみにして参りました」

「それはよかった。この城市は明日から『玉ぎよく龍りゆう節せつ』という祭礼を迎える。うちの小将軍が生まれ育った邸で是ぜ非ひ、互いへの理解を深めていくといい」

「……ありがとうございます。わたくしも、そのように願っております」

　大らかに迎え入れてもらったことに、ほっとして、その場にへたりこみそうになるのを踏みとどまる。

　その後、あらかじめ運んでおいてもらった、劉家へのささやかな手て土産みやげをお渡しした。

「まるで気は進まぬが、そなた一人にまかせるわけにもいくまい」と言う異母兄あ　にに協力してもらい、さして裕福な家柄ではないなりに、出発の日までに少しずつ集めたものである。

　皇帝陛へい下かに毎年献けん上じようしているために皇こう蜜みつと呼ばれる、特別な花から採とれる貴重な蜂はち蜜みつ。

　西の山脈に住まう少数民族が作った、玉石の工芸品。

　西方から絲し路ろを通って輸入されてきた、薔薇色真しん珠じゆと黒真珠──

　……等々、まだ借金を抱える州にしてはがんばった品々だ。

　朧月はこれまでに何度か、皇族の方や国軍から幽鬼がらみの事件への協力を求められ、少なくない謝礼をもらっていたが、この手土産で帳消しといったところだろう。異母兄は「我が州の見み栄えだ」と言っていたけれど。

　それらの品々をお渡しして、黒烏州の近況などを聞かれるままに答える朧月を、永貴は深い青の瞳で静かに見つめている。

　まっすぐな視線は緊張を呼ぶはずなのに、蒼刻と似ている色合いだと思うと不思議な感慨に包まれ、朧月は自分でも驚くほどすんなりと受け答えができた。

　そうして執務室からお暇いとまして、ぱたりと扉を閉めると──

「おい、朧月？」

「……すみません、膝から力が抜けました」

「精せい魂こんを使い果はたしすぎだ。──だがまあ、合格点だ。おまえにしてはがんばったな」

　壁にもたれ、ぐったりとうつむいた朧月の頭に、蒼刻がそっと手を置く。

　それだけでずいぶんと癒やされる。わたしも安上がりだなと、朧月はひそかに思った。

「ひと仕事終えた気分です……。今日はもうお外には出たくありません」

「そうだろうな。部屋に戻ったら好きに過ごせ。街や海を見るのは明日だ」

「……蒼刻さん、今日はやさしくないですか？」

「普通だろ。なんだ、もっと厳しく躾しつけてほしいのか？」

「い、いえ、そういうわけでは」

　大げさに驚いてみせれば、額を軽くこづかれた。

　いつものやりとり。うまく芸をこなせた珍獣と、それを褒める飼い主さまの図。

　そんな日常にほっとしたいのに、くつろぎきれない自分に朧月は気づく。

（蒼刻さんの珍獣で十分……なのだけど）

　名は紹介されたが、娶めとりたい相手だとは言われなかった。先ほどの綺き羅ら姫ひめに対しても、今の父君に対しても。

　本来なら貧乏州の田舎姫と、名家の御おん曹ぞう司しという地位の開きがある。飼い主さまと珍獣でも十分すぎるほど幸せだし、何度も助けてもらっている。

　けれども月げつ蝕しよく領りようで娶ると告げられてから、一日として蒼刻のことで思い悩まなかった日のない身としては、やはり複雑だ。告げられなければ、これほど強烈に意識せずに済んだのに、心の奥に火だけつけられて放置されたような状態がもどかしい。

（……わたしも、今までどおりにしていればいいのかな）

「蒼刻さん」

　迷ったあげく、いざ呼びかけて青く燃える瞳を見上げても、先を続けられなかった。

　娶るというあの言葉を、真まに受けていいのですか？　だなんて。怖くて訊きけない。

　自分の考えすぎだったら、恥ずかしいどころの騒ぎではないだろう──

「兄さん、朧月さん。父上には無事逢えたの？」

　穏やかな声に、はっとする。

　振り向けば、いつのまにか廻廊に藍らん志しの姿があった。なぜだか気恥ずかしくて、とっさに目をそらしてしまう。

「どうした藍志」

「兄さんはもう少し父上と話すんだよね？　だったら朧月さんは、僕が部屋まで送っておこうかなと思って」

　──そつのない弟だ。頼む、と言って、蒼刻は朧月を立たせた。

「おまえなら絶対にしないとは思うが、不用意に出歩くのはやめとけよ。迷まい子ごになる」

「もちろんです。出ろと言われても、あの緑霞楼からは出ません」

「いや、俺が出ろと言ったら出てこいよ」

　この引きこもりの穴熊めと軽くこづいてから、蒼刻は二人を見送った。

「大丈夫ですか？　朧月さん。よければ僕の手を杖つえにしてください」

「よろしいのですか？」

「ええ。あなたを転ばせたりしたら、僕が兄さんに怒られます」

「……あの、蒼刻さんは藍志さんに、わたしのことをどう説明したのですか？」

「何もないところで転ぶ一発芸の持ち主だから、とり扱いには注意しろと」

「……」

　弟は本当にそつなく優雅に、いかにも女性受けのよさそうなやわらかい物腰で、朧月を先導していく。朧月もめずらしく人見知りを発はつ揮きせずに、平へい穏おんに手を引かれていった。

　朧月が他人と、しかも蒼刻の家族と仲よくできそうなのは、本当なら喜ばしいし褒めてやらなくてはいけないことだと思うのだが。──正直、おもしろくはない光景だった。
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　天てん藍らん楼ろうに来るまでは目に入らなかったが、帰り道の廻廊から見た庭園もまた、見事なものだった。花草が少なく、木々の豊かな緑に包まれる雰ふん囲い気きで、あちこちの枝に鸚鵡オウムなど色とりどりの鳥の籠かごが吊つるされている。

　と。藍らん志しが思い出したように言った。

「そういえば、綺き羅ら姫ひめさまが朧ろう月げつさんをお待ちかねなんです」

「え。なにゆえに、綺羅姫さまがわたしを……？」

「先ほど朧月さんの着替えをお部屋に運ばせたのですが、それを見て、ぜひ自分が着飾らせてやりたいとの仰おおせで。お化け粧しようも衣裳合わせも大好きな方なんです。ご自分でするのも他人にするのも。お客さまになんですけど、綺羅姫さまのお相手をしていただけますか？」

「わたしでよろしければ……。話がはずむという保証はしませんが」

「僕よりは大丈夫だと思いますよ」

　そうかなあと首をひねる途中で、ん？　と朧月は眉をひそめた。

（今の……藍志さんは、綺羅姫さまとまったく話がはずまない、ということ？）

　意外だった。蒼そう刻こくという最大の話題があるとはいえ、藍志は極端に人見知りの朧月とさえ会話を途切れさせない話力の持ち主なのに。

「泊まるだけでなく、衣裳までお手数をおかけして……。ありがとうございます」

　朧月が遠えん慮りよしていることに気づいたのだろう。藍志は飾り気のない、穏やかな口調でとりなした。

「いいんですよ。お客さまには心地よく過ごしていただかないと。ここは黒こく烏う州よりは暑いですから、凌りよう波は風衣裳のほうが快適に過ごせるはずです」

「凌波風、ですか？」

「凌波仙せん子しという、水すい仙せんの花を象徴として水みな底そこに住まう仙せん姫きがいるんです。彼女が水底の宮殿でまとう衣裳のようなものです」

　さらりとした手触りで風通しのよい薄衣を何枚か重ね、袖のところで重なるひだの華やかさや色合いを楽しむのだという。説明しながら、藍志はにこりと笑った。

「凌波風に着飾って、どうぞ兄さんに見せてあげてください。自分の故郷の衣裳に身を包んだ女性って、ぐっとくるものがありますから」

「ッ……──では、お言葉に甘えさせていただきます」

　不意打ちに、頰が熱くなる。蒼刻を引き合いに出されたら、遠慮はできなくなる。藍志は早くも朧月の行動を先読みしているようだ。

　そこで客室の前に着いたのだが、藍志がこちらを妙に集中して見つめている気がして、朧月はわずかに首をかしげた。

「藍志さん、どうなさいました？」

「失礼。朧月さんは蒼刻兄さんを本当に慕したっていらっしゃるんだなと思って、うれしくなっていただけです」

　不躾に見てすみませんと謝あやまると、藍志は風のように去っていった。

　はいともいいえとも答えられず、ただ真まっ赤かな顔で棒立ちの朧月を置き去りにして。
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　顔の火ほ照てりが完全にとれるのを待って、与えられた部屋に入った。

「おかえりなさぁい、朧ろう月げつちゃん。なんか部屋の前でまごついてませんでした？」

「き、気のせいよ。ただいま。……張ちようさんは一緒ではないの？」

「道どう士しさんがどこかに消えちゃったんで、探しに行きましたよ」

　──言われて初めて、これまで無言で白い影のように朧月についてきた張ちよう角かくの気配がないことに気づく。緊張やら綺き羅ら姫ひめ登場の衝撃やらに立て続けに襲おそわれたせいで、こちらの感覚がそぞろになっていたようだ。

「それほど離れてはいないはずよね……」

「たぶん。子供じゃないんですから、行き先くらい教えてほしいですよねぇ」

　あきれた様子の星せい彩さいにうなずき、朧月は手近な椅子に腰を下ろすと、眠るように静かにまぶたを閉じた。

　自ら作った闇の内側で意識を集中させ、周囲の風の流れを産毛で感じとるような想像をすることで、余人にはない感覚──幽鬼に反応する自分の中の何かを揺り起こす。

　手ごたえはすぐにあった。

　蜘蛛の巣のように広げた網に、はらりと落ちた花びらがふれるような感覚。

「……この龍りゆう臥が園えんの、東南のほうにいるみたい」

「二人ともですか？」

「ええ。何をしているのかまでは、さすがにつかめないけれど」

　星彩にうなずきを返しながら、朧月は己おのれのまぶたに指先を置いた。

（月げつ蝕しよく領りようの一件以来、双そう界かいの瞳が──異能が、以前よりも冴さえているような……）

　聴ちよう覚かくが急に鋭くなって、離れた人の鼓こ動どうまで聴こえるようになってしまった。そんな感覚に近い。

　すごいとか便利だとか思う以前に、強い戸惑いと嫌いやな予感で、胸の底が暗く翳かげる。

　──冥めい界かい公主。

　黄こう魔まにそのように呼ばれたのが、戯ざれ言ごとではなく、不吉な予感のように思えて。

「…………」

　かぶりを振り、朧月はいったん思考を切り替えた。

「星彩は、張さんについていかなくてよかったの？」

「気がかりじゃない、と言ったら噓になりますけど。積もる話もあるでしょうし、お邪魔はしたくないな～と思うんすよ。ま、何か問題が起きたらあたしに相談してくれるでしょうから、今は待っておこうかな～と」

　無理せず自然体でそう言える星彩には、張さんへの信頼と同時に、不思議な貫かん録ろくのようなものを感じる。

（わたしもこのくらい落ち着いた物腰になりたいなあ）

　そう強く思いながら、虚こ空くうで揺れる撫子なでしこ色いろの髪を見つめていたとき。

「……あ！」

「どうしました朧月ちゃん」

「藍らん志しさんに、夢に出てくる幽鬼のことを掘り下げて訊くのを忘れてた……」

「あ～。綺羅姫さまとかごあいさつとかで、完全に吹っ飛んでましたね」

　朧月の反省に、星彩まで付き合って、同じ格好でうなだれてくれる。

「藍志さんを探しに行くのは……」

「迷子になりませんかね朧月ちゃん。あたしもまだここの地図わけわかんないっすよ」

「う」

　朧月が人見知りで、身の回りのことは自分の手と星彩の助けがあればこなせるのを蒼そう刻こくが知っているためか、廻廊に首を出してみても侍女や家人の類たぐいは一人もいなかった。

「まあ、武官さんは後で確実にここに来るでしょうし、そのときに弟さんを呼んでもらうように頼むとか？」

「……情なさけないけど、そうするわ」

　夜にはまだ時間があるし、先ほど調べた限り、特に怪あやしい幽鬼は園内にいないので、そこで妥だ協きようした。ごめんなさい藍志さん後でがんばります。

　劉りゆう家が朧月に用意してくれた客室は、花園に面した静かな離れだ。

　名は緑りよく霞か楼ろう。

　故郷の滴てき翠すい楼ろうの倍は広いが、広すぎて居心地が悪い、というほどではない。

　黒くろ漆うるしに小さな花が群れ咲く蒔まき絵えをほどこした、広い寝しん台だい。百ゆ合りの花のようにごく淡い緑を帯びた白のもたれ枕まくらや敷布は、縁が金きん糸しの縫いで飾られている。その脇にはやはり漆塗りの小机が置かれ、古代硝子ガラスめいた花か瓶びんには可憐な花が活いけてあった。

　荷に解ほどきをしながら、ふと壁際に目をやった朧月は、ぱっと表情を明るくした。

「書がこんなにたくさん……」

「ねー。この絵巻とか、後で一緒に読みましょうよ」

　定番の名著もあれば、田舎と揶や揄ゆされる黒こく烏う州ではなかなか手に入らない、流は行やりの絵巻までたっぷりとそろっている。

　蘭らんをかたどる格子窓のそばには、鸚鵡の羽を思わせる黄緑色をしたおおい布をかけられた籐とう椅子が二つ。その前には、対ついとなる脚踏と高机がある。ここで読書や書き物をしたり、庭を眺めながら一服するのは最高だろう。

　絢けん爛らん華か美びというよりも、目にやさしい色合いでまとめられた、真夏でも涼すずしくて居心地のよさそうな部屋だ。朧月はすっかり惚ほれこんだ。

「引きこもるには最適のお部屋ですね、朧月ちゃん」

「最高よね……滴翠楼と同じくらい落ち着けそう。ずっとここにいたいかも……」

「お。それは、もうここにお嫁よめに来てしまいたいってことですか？」

「うぇ!?」

「また素すっ頓とん狂きような声が出ましたね、朧月ちゃん。でも、未来のお父さまへのごあいさつも無事に済ませたんでしょ？　だったらいいじゃないですか～。そろそろ覚かく悟ごを決めないと武官さんの忍耐がもたないっすよ」

「ッ……あ、あのね星彩、それは」

「大丈夫っすよ～。いい雰囲気になったら、あたしも張さんも道士さんもお邪魔はしませんから。まあ、こっそり見守ってる可能性はなきにしもあらずですけど」

　娶るというのが本気かどうか、わからないかもしれないのよ？　と釘を刺そうとしても星彩はノリノリでからかってきて止まらない。

　が、上じよう機き嫌げんな幽鬼はふいに動きを止めた。怪け訝げんそうな顔で廻廊のほうを見る。

「星彩？」

「朧月ちゃん、だれかこっちに来て──」

「──姚よう朧月！　暇ひまか？　遊びに来たぞ！」

　星彩が言い終わらぬうちに、扉がいきなり開かれて、綺羅姫が現れた。

　朧月はあっけにとられた。……着替え中だったらどうするつもりですかとつっこみたくもあり、まあこの方は気にしないだろうなと簡単に想像もついてしまったり。

　護ご花か七しち将しよう軍ぐんにもこういう勢いの方がいたなあとも思い出しながら、朧月は桃とう凜りんにとりあえず椅子を勧すすめる。

「すまぬな。時にそなた、何か独ひとり言ごとをぼやいてはいなかったか？」

「え」

　ごく自然に問いかけられて、朧月は固まった。

　──そうだ。この方は、わたしの異能や幽鬼の友人のことを知らないのだ。

（最近は蒼刻さんのように、わたしの特殊な事情に慣れた方とのお付き合いばかりだったから……。うっかりしすぎてたわ）

　朧月は一部では「黒烏州の天然公主は、実は幽鬼が見える冥界公主」などと噂うわさされているが、遠く黄こう陽よう州の名家の姫君がそれを知らなくても、無理はない。たしか蒼刻も、出逢うきっかけとなった事件に際して初めて、朧月にまつわる噂を聞かされたと言っていた。

　つらつらと考えて、現状をつかんだ朧月は、今度は途と方ほうに暮れてしまう。

（……い、一体どこから説明したら無難なのかな？）

　頭を抱える。

　幽鬼が見える上に、手などをふれ合わせることで他人にも幽鬼を見る力を一時的に分けられる異能のことはもちろん問題だ。だがそもそも綺羅姫には「幽鬼は平気ですか？」とか「幽鬼がいると信じますか？」と訊かなくてはいけない気がする。

　朧月はそこから説明した経験があまりない。たいていの人は、あらかじめ朧月が異能の娘だと知っていたり、すでに幽鬼と接したことのある経験の持ち主だったせいだ。

「あの、綺羅姫さま」

「桃凜と呼ぶがいい。許す」

「……桃凜さま。あのですね──」

　とりあえず口を開くが、無む邪じや気きな瞳を前にすると怖おじ気けづいてしまう。自分などにも屈くつ託たくなく接してくれる桃凜に──蒼刻の許嫁いいなずけになったかもしれない少女だとわかっていても、好意以外を持ちようがなかった。

　それだけにためらう。昔この異能のせいで傷つけてしまった小さな親友のように、桃凜を恐怖のどん底に突き落としたくはなくて。

　視界の隅で、星彩がひらひらと手を振る。桃凜には聞こえないことを承知の上で、

「あたしは張さんのほうを様子見に行ってきますよ。朧月ちゃん」

「！」

　何かを悟さとったように微笑む星彩を前にして、朧月の頰がこわばった。──桃凜が朧月にふれることで、うっかり星彩を見てしまって引かないように、気を使っているのだ。

　引き止める間もあらばこそ、やさしい友人は壁をすり抜け、どこかに行ってしまう。

　気持ちが整理できずに棒立ちになる朧月をよそに、桃凜は部屋の隅にあった衣い裳しよう櫃びつをのぞきこんだ。

「やはり凌波風か。わらわも以前ここに来た際に、いろいろと買って帰ったものよ」

　会話に乗らないわけにもいかず、朧月はひとまず桃凜のそばに行く。

「ですが……桃凜さまが今着ておられるのは、凌波風ではないのですね？」

「んむ。これはわらわの考えた衣裳だ。男服の工く夫ふうをとり入れて、棍を振るいやすいように仕立てている」

「武芸も嗜たしなまれているのですか」

「わらわは美しいことが好きだ。身体を鍛えるのは、その一環だな」

　──たしかに、桃凜のしなやかな動きは魅力的だ。くるくると変わる表情とともに、万まん華げ鏡きようのように煌きらめいた印象を与える。

「これを着たそなたは、さながら睡すい蓮れんの花のように涼やかで清せい楚そなたたずまいになるに違いない。さあ、わらわが色合わせをしてやろう！」

「孫そん家の方にそんな、侍女のようなことをさせては……」

「堅苦しいことを言うのはよせ。女おな子ごを着飾らせるのは、わらわの趣味だ。付き合え」

　桃凜はまるで女王のように悠然と微笑み、朧月のたじろぎを振り払ってしまう。

　色とりどりの凌波風の衣裳が、櫃から出され、寝台や長椅子の上にまるで花が舞い散るように広げられた。

　花に群れる百ひやく蝶ちようを金糸で縫いとった、あざやかな緋ひ色いろの長上衣。翡翠色の地に薔薇の蔓つる模様を踊らせた裙子。羽は衣ごろもを思わせる月白色の領りよう布ふ。

　布張りの小箱には、双蝶の銀細ざい工くに真珠をかけ連ねたかんざしや、瓔よう珞らく風の首飾りまでそろえてある。……借り物とはいえ、眩暈めまいがしそうだ。

「とりあえず、最初はこのような色合いはどうだ？　そなたは小柄で愛らしいが、しだれ柳の風まかせといった風ふ情ぜいも似合うはずだ」

　桃凜は朧月に、白と上品なすみれ色を基調とした優美な衣裳を提案した。

　肩にはおるのは、小雨のような透かし模様が織りこまれた領布。灰色がかった薄うす紅べに色が大人おとなっぽい。言われるままに着てみると、仙界に生まれ変わったような心地を味わえた。

　一番外側にはおる刺し繡しゆうの凝った上衣以外は、光を浴びたら透けてしまうのではないかと心配になるくらい軽く、すうすうするほど風通しがよい。なるほど。この素材なら、真夏の海辺でも快適に過ごせそうだ。

　桃凜は奇抜な衣裳を着てはいるが、見る目は確かなのだなと感心すると同時に、

（……本当なら星彩と、すごく話が合いそうなのに）

　虚きよ無む感かんに囚われる。

　一番の友人をきちんと紹介することもできず、引け目を感じさせてしまった上に、こうして親しげにしてくれる方に異能のことを切り出せない。自分の意い気く地じのなさや対人関係の不器用さに憂ゆう鬱うつになった。

「さあ朧月、わらわの前に座るがよい」

　手招きされるまま、化粧台の前の椅子におさまる。いつもは同じことを星彩がしてくれるのにと思いながら。

「うなじが見えるように髷まげでも作るか。凌波風には涼しげな髪型が映はえる」

「桃凜さまは……」

「わらわはこの装よそおいに合わせた髪型にしておるからな。このままでよいのだ」

　幽鬼のことを切り出そうとするが、るんるんと楽しげな桃凜には違う方向に受けとられてしまい、朧月は悶もん々もんとした。このままではいけない。それだけは強く思う。

　藍志の悪夢や蒼刻のことや冥界公主の件に加えて、またひとつ朧月の悩みが増えた。
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　蒼そう刻こくが執務室に戻ると、父・永えい貴きは朧ろう月げつがいたときとは打って変わって、肩の力を抜ききった姿をさらしていた。詰襟の釦ボタンは、すでに二つほど外はずされている。

　そして──

「いやあ、俺も久しぶりに息子より若い女の子と話したな。昨日、市場で迷子になってた三歳のお嬢さんと話して以来か」

「久しぶりでもなんでもないだろ、それ」

「おまえの的確なつっこみは、本気で久しぶりだぞ。息子よ、成長したな。たぶん」

「そんなとこ褒められても、うれしくねえよ」

　半眼で返し、椅子に腰を下ろす。それから父の顔を横目で見やった。

「酔よっても顔に出ない体質でよかったな、父上」

「──バレてたか？」

「二度しゃっくりを我慢して、しかめ面になってた。朧月は気づかなかったかもな」

「マジか」

　永貴はしまったなというように眉をしかめ、言い訳を始める。

「いや、昨夜散歩してたら、見覚えのある酒しゆ楼ろうの主人が、悪人顔に絡まれてる場面に出くわしてだな。助けたら一杯おごってくれ！　って冗談かましながら破落戸ごろつきを叩たたきのめしてやったら、えらい感激して『いくらでも飲んでください』と言うもんだから、ついつい、そいつの店で朝まで話がはずんでしまったわけだ」

「だから俺のところに藍志をよこして、時間稼ぎさせたのか」

「酒楼の二階ではっと目が覚めたら午後だった。ごめんね♪」

「菓か子し皿ざら投げていいか」

　いい年こいた父親に、可愛い子ぶられて軽いノリで舌を出されても困る。星せい彩さいあたりなら似合いそうだが。

　蒼刻は片方の手で頭を押さえた。──小さい頃からこの父は、散歩と称しようしては城市でも治安のよくないところを見回って、人助けめいた真似をするのが趣味なのだ。小さい頃はうっかり、正義の味方みたいでかっこいい！　とか言ってしまった記憶があるが、いい話だなで済まないこともある。
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　頭痛を覚える蒼刻をよそに、机に頰杖をついた父は鬱陶しいほど愉たのしげだ。

「しかしおまえが穴熊だって言うから、どんな子かと思ったら、なんとも可愛らしい仔こ狸だぬき姫じゃないか。むふふ。おまえ、ああいう清楚でおとなしい子が好みだったんだな」

「むふふはよせよ。……別におとなしいのが好みとかじゃなくて、気に入った相手がおとなしすぎる性格だっただけだし、それにあいつ結構毒どく吐くし強いところもあるぞ」

「だがそこがいい、そうだろ？　おまえもそういう歳としになったかー」

「うっせえよ」

　適当すぎる父の物言いを、聞き流せばいいのに反射的に切り返してしまいながら、蒼刻はため息をつく。

　その気になれば知的で礼儀正しい紳士の顔を作れるくせに、家族に見せる素顔はこのとおり、だらけて適当な父なのだ。残念極まりない。

「そういえば、どうして母上はいないんだ？」

「例の趣味だ。長年探してた稀き少しような逸いつ品ぴんが、白はく芽が州で見つかったという情報が一昨日おととい入ってな。でも、未来の義理の娘への贈おくり物はきっちり用意してったぞ。そろそろお嬢さんの部屋に届けてあるはずだ」

「母上から……あいつに？」

　朧月が歓迎されているのは喜ぶべきことなのだが、母からの贈り物と言われても、花や衣裳や宝飾品といった普通の──良家の正夫人らしいものが浮かばないのが微妙だ。朧月は間違いなく困惑しているだろう。

「わかった。ちょっと確かめてくる」

「えー、もう行っちまうのかよ。お父さん寂しいなー。ただでさえ奥さんいないのにー」

「ぐえっ」

　永貴は口調だけは軽いが、素早く机を離れて蒼刻の襟を後ろから鷲わしづかみにした一連の動作には、武人としての実力を無駄に発揮している。恐おそろしくなめらかで、とてもそうは見えないのにすこぶる腕力が強い。

　軽く締められた喉をさすりながら、蒼刻は仕方なく手近な椅子に戻ってやった。

　執務机と対になった椅子に、朧月がいたときとはまるで異なる、だらしないもたれ方で座った永貴へと、半眼を向ける。

「寂しいって言うけど、藍らん志しはずっと邸にいたんだろ？」

「大事な奥さんと可愛い息子は別腹なんだぜ」

「俺やっぱり帰っていいか」

「ここがおまえのおうちだぞ。それに、可愛い息子だと言ってるじゃないか！」

　──つかのま、反応が遅れた。

「鳩はとが豆ぶつけられたような顔して、どうした。あ、元からそういう顔だったか？」

「そんなわけあるか。息子の顔を忘れるなよ」

「じゃ、どうした」

「……そういえば少し意外だなと思った。黒こく烏う州刺史の妹姫じゃ釣り合わない、劉りゆう家に得がない、くらいのことを言われる覚悟はしてたからな」

　肩の力を抜いて白状してしまうと、父は大げさにのけぞった。

「何を言うんだ、いびるわけがないじゃないか！　昔から色気も愛あい想そもなくて男にばかりモテる俺の残念な息子が！　初めて連れてきた！　女の子なのに！」

「声を小さくしろ！　っていうか別に男にモテててねえよ、人聞きが悪いな！」

　少なくとも、いちいち文節ごとに区切って力をこめて発音するのは、劉家当主の体面のためにも勘かん弁べんしてほしい。すべて熟知している執事はともかく、使用人に聞かれでもしたら情けない。

「だいたい女性関係なら、昔から藍志が嫌ってほどモテてるじゃないか」

「でも藍志のは、どれも本命ではないだろ？」

「……改めて言われると、地味に最低な八方美人だなあいつ」

　我が弟ながら、ちょっとどうかと思った。

　黙っていてもモテる上に女性には格別にやさしいくせに、絶対に特定の相手を決めて付き合うことをしないのが、藍志の変わったところだ。

　非常にたちが悪いと思うのだが、本人は悪びれずに「だって本気でお付き合いするのは面倒だし。僕はまだ一人の時間を大事にしたいかな」などとのたまう。本当は女人にやさしいのか冷たいのか、わかったものではない。

「とにかくだ」

　永貴が改めて上体を乗り出してきた。

「いいか蒼刻。俺と詩し雨うのなれそめはこの際、省はぶくとして」

「……それはもう耳にたこができるくらい聞かされてるしな」

「俺はすでに当時うっかり劉家当主になってしまってたから、後継者を作るのは何よりも優先される義務とされていたんだが、もちろん詩雨との愛情もおざなりにはしなかった。俺は可愛い奥さんと、『君に似た娘が一人は欲しいね』『あなたに似た娘でもいいわね』と言いつづけ──しかしながら無情にも結果は三連敗だ」

「三連敗って」

　おいおい、と一応つっこんでみるが、その程度では父は止まらない。

「俺に似た男の子ばかり三人だ。似ていてうれしいことはうれしいが、俺の血はそんなに濃こゆいのかと悩みもした」

「……まあ、濃いんだろうよ。嫌ってほど」

　生まれたのが三人とも男でむさ苦しくて残念、というのはわかる。

　しかも一番目は戦闘狂の風ふう来らい坊ぼう、二番目は目つきが兇きよう悪あくで友達が少ない不器用者。

　三番目は優やさ男おとこでまあまあ平和な人柄だが、女性的な容姿とは言いがたいので、「可愛い娘も欲しかった」と無念がる両親の気持ちは、理解できなくはない。同情や共感ができるかと言われると微妙だが。

「というわけで結婚式の日取りはいつ頃にしたいのか、お父さんに言ってみなさい」

「眼鏡めがねをわざわざ光らせて言うことか」

　おもむろに真顔になってみせた父を、あきれたという表情でばっさりと切り捨て、蒼刻は椅子に座り直す。

「そもそも朧月にはまだ、俺はおまえを娶る予定だと言っただけだ」

「なに？　それじゃ、うっかり雲うん雨うの仲になったりも……」

「してない。結婚前にそんな真似したら、俺はあいつの異母兄に脳天かち割られる」

　単純に戦えば、静せい心しんを返り討うちにするのは簡単だ。しかし朧月は蒼刻を慮おもんぱかりつつも、異母兄のことも本当に慕したっており、二人が揉もめているといつも死にそうな顔をしている。

　ただでさえひ弱な生きものを板いた挟ばさみにして悩ませるのは、蒼刻の本意ではなかった。

　永貴が苦笑した。

「実におまえらしいというか、興味深い状態だなあ。そういうところは戴たい青せいと似てる」

　蒼刻はむせた。

「父上……冗談にしても悪趣味すぎるぞ」

「認めたくなかろうが、おまえと戴青は、性格に意外と共通点があるぞ？」

「どこがだよ」

「今感じたのは、押し出しが強いように見えて、女子には意外とやさしい部分かな。俺の教育が行き届いてるようで何よりだ」

「……まさかあの馬ば鹿か兄貴にも、惚れた相手がいたのか？」

「さすがの俺でも、そいつは口外できないぜ」

　今さら渋しぶい男前の雰囲気を作って、フッと微笑まれたところで、父の威厳はたいして回復しない。

　だが続く冷静な言葉は、三大家の当主らしい風格をにじませていた。

「まあ劉家当主の立場から見れば、姚よう朧月はまだ『劉家第二子の嫁候補』の一人でしかないし、おまえと彼女の縁が劉家にもたらす利益はと考えると、さしたる旨うまみのない話だなという悲しい結論に達するわけだが」

「…………」

「おまえにとって彼女が唯一無二なら、それが一番大事だよ。ご先祖さまが後世のためにがんばってくれたおかげで今の平安の世があるわけだし、幸せになれる縁組が一番いい。……今の皇帝陛下だって、民のそういう自由や幸せを願ってる。俺はあの方の友として、息子にはちゃんと愛のある結婚をしてもらいたいね」

「じゃ、なんで綺き羅ら姫ひめとの縁組をふっかけてきたんだよ」

「俺と奥さんは見合いで気が合って結婚したからな。見合いも出逢いの一種だろ？」

「出逢いか……」

　朧月との出逢いは国軍の命令だったことを思い出せば、なんとなくなつかしい。蒼刻はつかのま思い出に浸ひたった。

「父上はたしか、皇帝陛下の遊び相手を務めたことがあるんだよな？」

「実はもっとすごいぞ。皇帝陛下が太たい子しだった時代に、お忍び指し南なん役やくと買い食い指南役とその他いろいろ兼任してた」

「……それってむしろ悪い友達じゃねえか？」

「優等生の『ご学友』だけじゃ、人生に刺激が足りんだろ。まあ俺は優等生には死んでもなれなかっただけだけどな。むしろ堅物だった今の孫そん家当主も引きずりこんで、胃痛持ちにさせるのが楽しかったくらいだ」

「それはもう友達通り越して、ただの迷惑野郎だと思う」

「安心しろ。孫家当主は友達が少ないから、俺のような輩やからでも友達と思ってくれてるさ」

「なんか孫家当主に同情したくなってきた」

　自分の性格がむしろ「胃痛持ち」になりそうな部類だとわかっている蒼刻にとっては、つっこみどころしかない。

「しっかし、おまえがあの仔狸姫がいいとなると、綺羅姫はどうしたもんかな」

　息子の冷ややかな視線を受け流し、永貴が天を仰あおぐ。蒼刻は眉をひそめた。

「孫家の姫君で、まあ見た目も悪くはないんだから、縁組くらい簡単じゃないのか？」

「いやいや、あの奇抜さを受け止められる器量のある男は、そうはいない。俺は見てのとおり心の広い男前だから余裕だが、既き婚こんだしな」

「で？」

　妙な自慢はさっさと聞き流し、蒼刻は先をうながした。父はこれっぽっちも懲こりた様子もなく、うなずく。

「俺はあのわらわ姫さまの父親──つまり孫家の現当主ともたぶんきっと七割くらいの確率で友達なんだが、そいつが自分の末の娘が、縁組の相手はおろか友達もロクにいないのに悩んでると言ってきてな。やつが俺に相談するなんて、よほど困ってるか、ほかに相談できる友達がいないかの二択だろうなと思ったから、俺もまじめに協力してやろうと腹を決めたわけだ」

「孫家当主の肩を叩いてあげたくなるのはなんでだろうな」

「俺なら試しにわらわ姫の自由にさせてみるところだけど、あいつは堅物で常識人だからなー。よくまああんな斬新な姫が生まれたもんだよ」

「姉姫が何人かいるんじゃなかったのか？」

「いることはいるが、姉妹仲がいいとは言えないんだとよ。世の中そういうこともある」

「…………」

「俺の息子たちは、三者三様に仲よしでたいへん結構なことだが」

「藍志はいいけど、俺はあの暴君兄貴と仲よくした覚えはねぇよ」

「なにおまえ小さい頃は『青せい兄にい待ってよぉ』って泣きそうになりながら、戴青の後についてったことも忘れてんの？」

「忘れた」

　単なる鬼おに畜ちく生しようだと気づかず、七つ上の兄の背を一生懸けん命めいに追っていた幼おさない頃のことは、できる限り思い出したくない蒼刻である。

「と、いうわけで、ああ見えても桃とう凜りん姫は実家じゃ肩身が狭かったり寂しい想いをしてるそうなんだ。縁組みの件はこの際忘れてもいいから、仲よくしてやってくれ」

「仲よく……か」

　初対面で「好みの顔ではない」と否定されたことを言うべきか、つかのま迷った。

　まあ告げ口するのも大人げない気がしたので、蒼刻は今度こそ腰を上げた。

「じゃ、俺たちは勝手に仲よくしてるから、父上はちゃんと仕事しろよ。書類・書状が山ほど溜たまってるって、黄こう爺じいがぼやいてたぞ」

「ええー仲間外れかよ！　お父さん悲しい」

「いい年こいて泣き真似する親父を持った俺のほうが悲しいわ」

「男は仕事の場では絶対に泣けないんだぞ？　家族の前で砕くだけるのくらい許せって」

「砕けすぎなんだよ」

　さりとて、対外的な面──知的な紳士の顔ばかりされていたら、蒼刻はこんなふうには本音で会話できなかっただろう。なかなか複雑な子供心だ。

　ただ、ここにいる間はできれば父親の頓狂さでは消耗したくないところだった。

　──実は朧月のことで、予想以上に消耗しているので。
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　父・永えい貴きを書類の山の中に見捨てて、また逃げださないように執しつ事じの黄こう爺じいをすかさず呼び出してから、蒼そう刻こくは執務室を去った。父が本気になればあのくらいの仕事量は夕刻までには片づけられるのは、経験から知っているので。

　午後の陽ひ射ざしは、庭園の緑をきれいな翡ひ翠すい色いろに透すかしていた。

　そろそろ一服するのにいい時間帯だなと考え、そんな己おのれの思いつきに、蒼刻はかすかな苦笑いを浮かべた。

　……以前は、こんなのんきな感覚など自分にはなかった。

　もちろん喉のどが渇かわけば水分補給をするが、それを楽しんだりくつろいだりすることに意義を見つけられなかった。

　そんな時間も悪くないと思えるようになったのは、朧ろう月げつの躾しつけを始めてからだ。部屋の中にいるのが大好きな上に恐おそろしく体力がない彼女と付き合ううちに、一服してとりとめのない会話をしたり、居い心地ごこちのいい沈ちん黙もくを共有する楽しみを覚えた。

（綺き羅ら姫ひめのほうは──藍らん志しにまかせるか）

　顔が見たいと言っていた綺羅姫に、もう見せてやったのだ。縁談はとうの昔に反ほ故ごになったのだし、好みではない男に構かまわれることを綺羅姫は望まないだろう。

　星せい彩さいとまったりしているに違いないと予想しながら、離れの緑りよく霞か楼ろうを訪れた蒼刻は、意外な光景を見るはめになった。

「蒼刻さん。お父さまとのお話は、もういいのですか？」

「ああ。おまえは──着替えたのか」

　まず最初に驚かされたのは、長い黒くろ髪かみをきれいに結ゆい上げ、無防備にうなじをさらした朧月の優美な姿だ。

　凌りよう波は風の、普段よりも大人おとなびて見える衣い裳しようにしたので、髪型も合わせて変えたらしい。

　……きれいだが、正直目の毒どくだ。首筋へと伸ばしたくなる手を身体からだの脇わきで握にぎり締める。

　引き剝はがすように視線をそらしたところで、蒼刻は、寝しん台だいの上でまるまって毛布をかぶされているものに気づいた。

「おい、なんで綺羅姫がここで熟じゆく睡すいしてるんだ？　こいつの部屋は別だろ」

「遊びに来てくださったのですが、先ほどから急に舟ふねを漕こぎはじめられたので、琴ことで静かな曲を弾ひいてさしあげましたら、このとおり……」

「寝ちまったのか。天てん真しん爛らん漫まんと言えば聞こえはいいが、自由すぎんだろ」

　忘れていたが、桃とう凜りんもはるばる黄こう陽よう州から旅してきたのだ。

　到着直後ははしゃいでいても、落ち着いたら疲労が一気に襲おそってきたに違いない。

「ですが、よい方です。わたしのような者を楽しそうに構ってくださって……。この衣裳と髪形も、桃凜さまのおかげなんですよ」

　よくやったと褒ほめるべきか、初対面のくせに気安くさわるなと憤ふん慨がいすべきなのか。蒼刻はつかのま真剣に迷まよってしまった。朧月と同じ女を相手に警けい戒かい心しんを発はつ揮きしてどうするんだと、冷静な自分が指摘してくるのだが、おもしろくないものは仕方ない。

　琴を片づけている朧月のそばへと向かい、星彩たちの行方ゆくえなどを聞きつつ、蒼刻は部屋を眺ながめた。……なんだか異様に引きこもりにやさしい仕様に見える。

「琴もこの部屋にあったのか？」

「はい。そちらの物陰に」

「おまえ、芸事も習っていたんだな」

「たいした腕ではありませんが……。お部屋で引きこもっていても楽しめる趣味は、みんな好きですよ」

「褒めて損した気分にさせるな」

「それに、わたしの琴の音で安らぐという幽ゆう鬼きも結構おりましたので、内職の合間などによく練習しています。ときどきは兄さまと合奏もしたり」

「ってことは玄げん静せい心しんに習ったのか？」

「途中からはそうですが、最初に手ほどきしてくださったのは母さまで……」

　と。

　琴袋の紐ひもを結んでいた手をつかのま止めて、朧月はなぜか不安げな表情をよぎらせる。

　そして何かを恐れるように、小さく身み震ぶるいした。

「どうした」

「いえ、大丈夫です。少し嫌いやな記憶を思い出してしまっただけですから」

　ごまかすような口ぶりに蒼刻は眉まゆをひそめたが、朧月はそれよりも話したいことがあるようで、琴を日陰に置くと声をひそめた。

「先ほど蒼刻さんのお母さまからの贈おくり物を、藍志さんが届けてくださったのですが」

「！　──なんだったんだ？」

　方ほう卓たくに置かれた、立派な木箱を指で示される。中を見た蒼刻の目が点になった。

　剣のようにも見える、新品の鉈なただった。

　添えられた手紙に上品な手しゆ蹟せきで「ごあいさつのしるしです」などと書かれているのが、異様な違和感をかもし出している。

　朧月はぶるぶると身震いして青ざめている。蒼刻は痛むこめかみを押さえた。

「もしや青せい苑えん州には、気に入らない娘には刃物を贈るとかいう慣習があるのですか」

「そんな片っ端から惨さん劇げきの幕を開けそうな慣習はねぇよ」

「では、これは一体……？」

「うちのお袋と親おや父じは、そろいもそろって熱狂的な武器収集家なんだよ。だからこれは間違いなく、お袋なりの歓迎のしるしだ。……なんかおまえの身長や腕力に合わせた大きさや重さみたいだし、柄えの装飾も凝こってるから、特注品だろうよ」

　鉈なのに、柄だけは朱しゆの組くみ糸いとがきれいに巻かれた上に、頭に珠たままで埋うめこまれている。

　こんな実用性とは関係のない細さい工くをさせるのは、間違いなく母の趣味だ。さすがの蒼刻もいたたまれなくなった。娶めとると決めた相手に、普通なら引かれるような身内の趣味を見られるのは、地味にくる。

「鉈は武器だったのですか……」

「少なくとも国軍の兵士にはよく持たせるぞ？　道具にも武器にもなって便利だし。俺も昔あの無茶ぶり兄貴に、刀の代わりにやたら長大で重い鉈を使って修錬させられたことがある。切れ味がいまいちだから、使うときは鈍器の気分だが」

「……そういえば綺羅姫さまには、『そなたは無防備だからこれを装備しておくといい』と言われました」

「おまえにこれを振り回されたら、たぶん味方の俺のが怖こえぇよ。──ああ、綺羅姫を起こすとまずいよな。庭園に出るか？」

　今さらながら寝台を気にして声をひそめながら、小さな手をすくい上げたのは、ほとんど無意識だった。

　──しまったとは思ったが、朧月が恥はずかしげに目を伏せながらも手を握り返してきたので、このくらいならいいだろうと開き直ってそのまま部屋から連れ出した。
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　そっと足音を忍ばせて廻かい廊ろうに出ると、朧ろう月げつが急に落ち着かなげな顔になった。

「あの、やはり着替えてきてもよろしいですか？」

「なんでだよ」

　蒼そう刻こくは素すで聞き返してしまった。

　女の気持ちのわかる藍らん志しが選んで買い集め、なつっこい綺き羅ら姫ひめが見立てたという経緯は少しおもしろくないが──

「凌波風、いつもと違った雰ふん囲い気きでいいじゃねえか」

「そうですか？　……桃とう凜りんさまのような衣裳のほうが蒼刻さんは好みなのかと」

　蒼刻なりに褒めたつもりなのに、予想外の質問が返ってきた。眉み間けんにしわが寄る。

「どこから降ってきたんだ、その勘かん違ちがいは」

「先ほど庭園で初めてお逢あいした際に、注目されていた気がして……」

「あんな奇き抜ばつな衣裳で来られたら、二度見くらいするぞ。俺は孫そん桃凜がどんなやつか全然知らなかったんだし」

「え？　一度は縁談が持ち上がったお相手なのに、ですか？」

「親父から『縁談やってみるか』って手紙が来て、即行で断った。それだけだぞ」

「そうですか……」

　朧月は納なつ得とくはしたようだが、妙みような真顔で口を閉ざしてしまう。

　会話が途切れるとつい、日頃あまり目にする機会のない首筋の儚はかないほどの白さや細さが気になった。ぽやんとした狸たぬき顔がおで、言動・行動はだいたい珍ちん獣じゆうだが、黙だまっていれば可か憐れんで慎つつましやかな花の風ふ情ぜいもあるのだ。

「そういえばあの頃にはもう、俺はおまえのことをずいぶん気に入ってたんだな」

　思い返してしみじみと言うと、朧月がいきなりその場でこけた。

「おいおい、せっかくきれいにしたのに崩くずすなよ」

「きッ……いえそれより、何を突然、他ひ人と事ごとのような口く調ちようで仰おつしやるので!?」

　手を貸して立たせると、朧月はうろたえたように舌をもつれさせながら、やや乱れた襟えりの具合などを整える。

　色よく染まった頰ほおはもちろん目に楽しいが、驚かせるつもりはまったくなかった蒼刻は眉をひそめた。

「あ？　別に突然でもないだろ。気に入ってもない珍獣をいちいち構うほど俺が暇ひま人じんじゃねえってことくらい気づけ」

　一気に言い放ち、蒼刻は朧月の手を引くと、緑りよく霞か楼ろうからも望める花園に向かった。

　青せい苑えん州ではこの季節、睡すい蓮れんが盛さかりだ。

　澄んだ池の水面にはまるい葉が宴うたげの皿のように敷き詰められ、その間で、白や若紫、薄うす紅べにに曙しよ紅こうとさまざまな色形の花が天を仰あおいでいる。

　池をまたぐ石橋の上にさしかかったとき、蒼刻はふと気づいた。

　──この凌波風の衣裳を、朧月は自分よりも先に藍志に見せていたことに。

「藍志にも褒められたのか？」

「突然ですね。……そういえば衣裳のことなら、睡蓮の精のようだと笑顔で仰ってくださいました。桃凜さまの見立てはすごいですね」

「桃凜じゃなくて、衣裳を着たおまえを褒めたんだろ」

「そこはまあ……馬ま子ごにも衣裳と言いますし」

　いえわたしなどが、というのが口くち癖ぐせで、謙けん虚きよを通り越して時に後ろ向きすぎる朧月の、ともすれば危あやうい鈍どん感かんさに、蒼刻は改めて危機感を覚える。皇こう宮きゆうで太たい子し殿でん下かに気に入られても真まに受けないあたり、冷静なのかもしれないが。

「にしてもおまえ、藍志には早々に慣れたな。もしかして好みか？」

　朧月が再びこけそうになった。

「なぜそうなるんですか!?　いえたしかに、藍志さんはすてきな方だと思いますが……」

「すてきか」

　蒼刻も何度か、朧月にそう言われた記憶がある。しかしほかの男を、それも蒼刻が美形だと認める存在をそうして褒められると、たった一度でも腹の底がかすかに波立った。

　彼のこじれた心中をよそに、朧月はのほほんとうなずく。

「はい。さすがは血のつながった弟さんだなあと……蒼刻さんが目つきが悪くなくて、武官ではなく文官で、笑顔が上手じようずで女性に手慣れていたら、藍志さんのようになるのかな、などと想像してしまいます」

「その妄もう想そう、なんか俺の要素が全否定されてねぇか」

「そんなつもりはなかったのですが。……ともかくですね、藍志さんは蒼刻さんの弟君だから、わたしは安心してお話しできるんです。蒼刻さんの面おも影かげを探すのも楽しいですし」

　照れたように微苦笑されると、毒気を抜かれる。これだからこの珍獣は。

「それに藍志さんとは、夢に出るという幽鬼のこともお話しする必要もありました」

「…………」

　一瞬気まずげに目が泳いだのは、弟のその一件を今まで思い出しもせずに、朧月ばかり見ていた自分に愕がく然ぜんとしたせいだ。すまん藍志、今度なんか奢おごる。

「先ほど鉈を届けてくださった際に、少しお話しできたのですが……とりあえず今夜、幽鬼に対する感覚にだけは需じゆ要ようのあるわたしもその夢を見るかどうか、試してみようということになりました」

「ああ、いいかもな。明日は海に連行する予定だし、おまえの双そう界かいの瞳で、夢に出てくる幽鬼が実際にいるのか情報収集できるだろう」

「は？　海？」

「なんだその『本気で行くんですか』みたいな面つらは。おまえ何しに来たんだ」

　蒼刻は半はん眼がんになる。内陸から青苑州まで休養に来ておいて、海を見ていこうとしない大間抜けは初めて見た。

「張ちようさんに久しぶりにお逢いしたのと、蒼刻さんのご家族にごあいさつができたことで、全部終わった気がしていました。後はやや長いおまけみたいなものかと」

「この後が本番だろ!?」

「海って幽鬼がたくさん、生きている方はもっとたくさんいるのですよね？」

「迷まい子ごにならねぇように手をつないでやるから、安心しろ。どうせ二人きりでもないし、それなら必要な接触だから玄げん静せい心しんも許すだろう」

「必要な接触？　……兄さま？　兄さまが何か、蒼刻さんに言ったのですか？」

　口がすべったと思ったときには遅かった。

　思いがけず異い母ぼ兄けいの名を出された朧月は、戸と惑まどいよりも蒼刻を心配する色の濃こい瞳で、こちらを見上げている。自分の世界にこもりがちな天然公こう主しゆだが、空気を読める程度には聡さとい娘なのだ。

　少し迷ったが、いいかげんに忍耐力を鍛きたえるのにも疲れていたので、蒼刻は開き直って全部バラしてしまうことに決めた。

「実は青苑州におまえを連れてくるにあたって、玄静心には条件を出されてた」

「！　そういえば蒼刻さん、以前にもそのようなことも仰っていましたね。一体どのような条件なのですか？」

　蒼刻に対しては来るな帰れ殺すという態度の静心なので、無理難題を強しいられて一人で困っていたのではないか。

　大粒の翡翠の瞳をやや潤うるませて、朧月は一いち途ずに蒼刻を案じてくれているようだった。

　それだけでも、今まで耐たえがたきを耐えてきた疲れはだいぶ癒いやされる。

「おまえの首から下には、必要なとき以外にふれるなと言われた。そうでもしないと、嫁よめ入いり前の異母妹いもうとを赤の他人の男の家に泊とまらせるなんて許容できないってな」

「あ……それで蒼刻さん──」

　一瞬硬直した後で、朧月は何かに納得したように数度うなずいた。

　それから、ほっとしたように胸を撫なで下ろす。

「最近はあまり、わたしを荷物のように抱かかえたりなさらなかったのは、そのせいですか」

「まあな。以前とは違って、どこまでが必要な範囲かいちいち考えてたし」

　道中よく爆発しなかったものだと、ため息が出る。

　月げつ蝕しよく領りようの一件と事後処理のせいで朧月が足りなかったのに、拷ごう問もんじみた状況だった。

　ここに来るまでに何度、頰にふれたり寄り添ったり手を握ったり抱き寄せたりしたいという衝しよう動どうをなだめたかわからない。最終的には、脳内でひたすら張さんの縞しま模も様ようを数えるという謎なぞの方法で冷静さを保たもっていたのは内緒だ。

「で、その条件の見張り役が張ちよう角かくらしい。……まあ本人にたいしてやる気はなさそうだが、基本的にはまじめなやつだし、報告されたら面倒だと思ってな」

「……兄さまはあの方に、そんな面倒ごとをよく頼めましたね」

「よく考えれば、あいつも気の毒だよな」

　一族の責務を果はたすために死して幽鬼となり現世に留とどまってしまったあげく、頼まれたのが、年頃の男女が道を踏ふみ外はずさないための見張り役。引き受けたはいいが、やはり阿あ呆ほらしくなったから、張角は道中ほとんど無言だったのではないかと蒼刻は考えていた。

（──さて）

　こんな条件に縛しばられていたのを打ち明けるのはダサい気がして、ずっと胸の内に隠しておいたのだが、暴ばく露ろしてしまえば別に恥ずかしいことではなかったと思えるのが不思議だった。いやむしろ俺はよくがんばった。そう思わないとやっていられない。

「張角は今、どこにいる？」

「園内ですが、離れたところにいるようです。おそらく張さんや星せい彩さいと一緒です」

「なら、今だけ条件を忘れて、おまえの首にさわってもいいか」

「首!?」

　うなじという微妙に生なま々なましい単語を避けた結果、朧月にぎょっとされてしまった。

　何を勘違いしたのか、とっさに喉を守るように手で押さえているが、そっちじゃない。

　蒼刻の狙ねらいは、がら空あきの後ろだ。

「蒼刻さんに襟首をつかまれるのには慣れたつもりですが……首、ですか？」

「ああ首だ。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずだ、じっとしてろ」

「ことわざの使い方が違う気が!?」

　誤解されたまま押し通そうとする蒼刻に、わけがわからず目を白黒させる朧月。

　──傍はたから見れば馬ば鹿かげたじゃれ合いだが、幸か不幸か、この庭園には二人につっこみを入れる者がいなかった。

　じれた蒼刻が手を伸ばすと、朧月はびくんと震えて動きを止める。怯ひるみながらも逃げださずに接触を待つような雰囲気と、顔をそむけた娘の耳じ朶だが薄紅色に染まった様は、蒼刻を調子づかせるには十分だった。

「さわってほしかったのか？」

「ッ……」

　小柄な娘に合わせ、上体をかがめて耳のそばで低くささやけば、朧月が息を詰める。

　と、茉莉花ジヤスミンのような香りを感じた。

　幽ゆう鬼き院いんで再会したときから、彼女がしばしばその香りをまとっていることには気づいていたが、なんの香りなのかはまだ知らない。

　衣裳に焚たいた香なのか、肌はだに塗りつけた練り香か。以前には、彼女はこんな香りをまとっていなかった。ひそかに色気づいているのかと思うと、なかなか愉たのしい。

「どうなんだ？　俺も悪あつ鬼き羅ら刹せつの類たぐいじゃねえからな、嫌なら俺の顎あごに頭ず突つきでもしろ。今なら未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんをどつき倒せるぞ」

「……嫌では、ありません」

　ふれられたいという積極的な誘い文句は言えなくても、嫌ではないと、その程度の言葉なら彼女にも口にしやすいだろう。

　そう予測して蒼刻が張った罠わなに素直にかかって、朧月は彼の手の中に落ちてくる。

　自然と口の端が吊つり上がる。あまりたちのよくない笑みだが、朧月には見えはすまい。

（こいつはこういうところが可か愛わいい）

　今度こそ、朧月の首筋に手を置く。なめらかな肌の張りと、速めの脈が指先に伝わる。

　赤みを増した耳朶も可愛らしくてつまみたくなるが、まずはそのまま先せん刻こくから気にしていたうなじを指先で探さぐっていくと、朧月の肩が大きく跳ねた。声が上ずっている。

「あ──あの、蒼刻さん、そこは……」

「首だな」

「たしかに首ですが、そういう問題ではなく……。こそばゆくて、落ち着きません」

「この状態で落ち着かれてるのは、俺は嫌だがな」

　蒼刻としては、がぶりと嚙かみつかないだけでも常識をわきまえているつもりだ。

　さて罠にかけた獲物を、どこまで追い詰めていいものかと真剣に考え──
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「襲われているのか朧月!?」

　突然大きな声が響ひびいたのに、蒼刻はとっさに振り返る。

　いつのまに起きたのか、綺羅姫が橋の手前で大げさに身構えていた。

　石像になった朧月から仕方なしに手を離しながら、小さく舌打ちしかけたときだ。

　綺羅姫が右手に握っているものに気づき、蒼刻は眉をひそめた。

「なんだそりゃ」

「んむ？　ああ、朧月に忘れものを届けてやらねばと思ってな。乙女おとめも武装は大事ぞ」

　そう言って桃凜が得意げに掲かかげたのは、先ほどの鉈だった。

　いらねえよ!!　と蒼刻が胸中で思いっきり叫んだのは、仕方のないことである。
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　しばし後──

　朧ろう月げつたちは混こん沌とんとした空気を仕切り直すのに、なんとなく緑りよく霞か楼ろうに戻っていた。

　午後のお茶には適てきした時間だったので、蒼そう刻こくが老執事に頼んで、侍じ女じよにお茶の用意をしてもらった。古代朱色に漆うるしが塗られた円卓の上には今、三人分の青あお茶ちやと、気軽につまめる炒いった木の実の皿、そして薄い生き地じと金きん柑かんの砂糖漬づけを交互に幾いく層そうにも重ねて蒸むした菓か子しが用意されている。

　三人分、である。朧月と蒼刻と桃とう凜りんの。

（……本当なら、微妙に気まずい構図のはずよね）

　恋愛関係のネタに強い星せい彩さいに質問できないのを、朧月は残念に思った。

　名家の御おん曹ぞう司しと、彼に勝手に縁談を無視されたやはり名家の姫君、そして御曹司が飼かっている娘。ときどき読む乙女向けの書物なら、間違いなく修しゆ羅ら場ばの前ぜん兆ちようなのだが。

「そなたは恵まれた男よなー。わらわだって朧月みたいな珍獣を飼いたい」

「やらんぞ」

（……さすがにつっこむべきなのかしら）

　二人の間に挟はさまれた朧月は、なんとも言えない顔になった。

　雰囲気がのんきなのは、桃凜の独特で、しかも陽気な性格のおかげだろう。縁談なにそれおいしいのと言わんばかりの態度である。

　すっかり気が抜けてしまいながら、朧月はふと自分のうなじにふれた。

　先ほど撫ぜられた部分にまだ、蒼刻の硬かたいてのひらの感じが残っている気がする。

　少なくとも、黒髪を結い上げたせいで無防備にさらされていた肌は、自分とは異なる温ぬくもりから皮ひ膚ふの感触まではっきりと覚えていた。

（……うん、明日はいつもの髪形にしよう）

　いつもは髪の手入れを補助してくれる星彩の指が、ふれたりふれなかったりする程度の場所だ。他人の接触に慣れておらず、蒼刻の攻勢にはひとたまりもなかった。ざっくり蒼刻風に表現すると「急所ががら空きだぜ！」という状態だったのだ、これはまずい。

（蒼刻さんってときどき、ものすごく誑たぶらかし声をするし……）

　普段の荒っぽくつっこみを入れてくる声調とは別人めいた、身体の芯しんをじかになぞるようなささやき方。吐息のかすれる些さ細さいな音にさえ抗あらがえない色香を隠して、鼓こ膜まくから心を痺しびれさせる、ほのかに甘い毒のような響き。

　先ほどの橋の上では、比ひ喩ゆではなく腰が砕くだけそうになった。

　なぜなのか、蒼刻の無造作な艶つや気けが以前よりも増したというか、たちが悪くなった気がする。桃凜と言い合っている今は、そうでもないのだが……。

「そもそも、おまえ好みの容よう姿しってのがわからん。朧月みたいにいじりやすい口か？」

「朧月はいい線を行っているな。いくら見ても見み飽あきることはない。控ひかえめで初う心ぶい反応も楽しいし、見事な黒髪は枕まくらに乱れても美しかろう。わらわ専属の侍女にしたいな」

「!!」

　青茶にむせた。昼下がりにふさわしくない表現をさらっと言われた気がする。

　隣で蒼刻も、むせはしないが目が点になっていた。

「おまえ何歳なんだよ」

「十五だが、それがどうした？　愛があれば歳としや性別の差など些さ末まつなこと。同じ時代に、同じ人間の生を受けただけでも奇き蹟せきに等しいのだ。その程度のことにこだわっていては、出逢えたという幸運がもったいないではないか！」

「……おかしな説得力を感じるな」

　張ちようさんと星彩のせいで。

　などと蒼刻が小声で付け足すので、朧月は再び噴き出しそうになった。そうだ、彼らは初対面のときから、人間と虎とらの壁を軽かろやかに跳び越えていた。

　楽しげに語りながら、桃凜がふと頰ほお杖づえをつく。お行ぎよう儀ぎが悪いはずなのに可愛く見える仕草で、朧月はちょっとそわそわした。

「とはいえ、そなたの顔はどうにも合わぬな劉りゆう蒼刻」

「性格はともかく、顔が合わないとか初めて言われたぞ。どういう面食いなんだ」

「さすがに容姿がすべてとは言わぬが、わらわは伴はん侶りよとする者の外見には細かくこだわっているのだ。そやつの顔を一生見て暮らすのだし、生まれる子の容姿にも影響が大きいからな。子供だって可愛い顔に生まれつきたいであろ？」

　金柑の甘酸っぱさが後を引く蒸し菓子を、ひと切れずつ口に運びながら、朧月は桃凜の持論には一理あるなと妙に感心してしまう。

（こだわりが容姿に偏かたよりぎみだけれど……桃凜さまなりに将来のことを考えていらっしゃるのはご立派よね）

「そもそも、外見から受けつけない容姿の者と結婚しても、いずれ互いに不幸になるのは目に見えている。賢さかしらぶった輩やからは『美人は三日で飽きる』などとのたまうが、わらわは『不ふ愉ゆ快かいな容姿の者とは、三日も一緒に暮らせない。半刻だって持たない』と言い返してやりたいな」

　堂々と語る桃凜は、そこでいったん茶ちや杯はいに口をつけた。

「──話を戻すとな、劉蒼刻。わらわはそなたの不細工でも不潔でもないところはよいと認めている。だが顔に俺様な気質がにじみ出ているのが、わらわには合わぬ。わらわも主導権は譲ゆずれぬたちだからな」

（つまり……同族嫌けん悪お？）

　俺様と女王様。それは正面衝しよう突とつしそうだ。朧月の目には蒼刻と桃凜は少なくとも険悪には見えないので、先ほどから妙に落ち着かないのだけれど。

　それはさておいても──

「では、藍らん志しさんのようなお顔や性格は好みなのですか？」

「……顔だけはな」

　不ぶ躾しつけとは思いながらも朧月が、桃凜の大らかさに甘えて訊きいてしまうと、彼女は急に顔を曇くもらせた。それまでの勢いとは打って変わった、歯切れの悪い口調でぼやく。

「だが、心が皆かい目もく読めぬ。わらわは藍志と逢うのはこれで二度目になるが、あやつときた日にはだれにでも険のない物腰で本ほん音ねがどこにあるのかわからぬ。それではわらわとしては、あやつをどのように愛めでれば二人で幸せになれるのかが理解できん。ゆえに──なんとなく苦手だ」

　朧月は思わず蒼刻と顔を見合わせた。

　眼光鋭するどい武官にさえ平然と声をかける度量の持ち主ぬしなのに、意外な反応である。

　と、そのとき扉とびらの向こうから「姫、開けてくれぬか」と声が聴こえた。

「張さん、星彩──」

　──張ちよう角かく、と。桃凜の手前、その名だけは喉の奥に吞のみこんだ。代わりに彼の琥こ珀はく色いろの目を見たのだが、理性的な青年は、別に気分を害した様子もない。

　が。

「白びやつ虎こどのしかおらぬように見えるが──せいさい、とは一体だれのことなのだ？」

　桃凜の素そ朴ぼくな問いかけに、朧月は一瞬息を止めた。

　思いがけず話の種にされた星彩本人も、白虎の傍かたわらで身の置きどころがなさそうにしている。蒼刻と張さんは、こちらを心配そうに見つめていた。

　とっさに廻廊まで引こうとする星彩を、朧月はとっさに「行かないで」と引き止めた。

　──桃凜には、朧月が何もない虚こ空くうに向かって話しかけたように見えたはずだ。きょとんと瞬まばたいている。

　一度まぶたをぎゅっと閉じて、開けて。腹をくくった朧月は、椅い子すから立ち上がった。

　すぐそばに立つと、夕焼け色の瞳の純粋さをいっそう強く感じる。自分などを無邪気に構ってくれる彼女のその瞳が、拒絶の色に染まるのを想像したくなくて目をそらす。

　すると、蒼刻の顔が視界に入った。日頃の鋭さとは入れ代わりに、静かに見守る深みをたたえた瞳に、そっと後押しされて、朧月は口を開いた。

「そのことなのですが……桃凜さま。まだ、お伝えしていないことがありました」

「なんだ。実はそなたのほうが蒼刻の飼い主だとでも？」

「いえ──」

　かぶりを振る。

「実はわたしは、生まれつき死者の魂こん魄ぱくである幽鬼が見える体質なのです」

「……なんだと？」

　桃凜の目が驚きに見開かれ、それから口の端がひくついた。半信半疑の様子だ。

　名門の姫君は、遠く離れている上に中央への影響力もない田舎いなか州の、刺し史しの異母妹のことなど噂うわさにも聞かないのだろう。

　さもありなんと思うが、それでは余計に衝撃を与えてしまうなと予想すれば、先ほどから痛みどおしの胸がさらに軋きしんだ。

「そしてわたしにふれた方は、わたしと同じように幽鬼を見ることができます。……桃凜さまにも早く言うべきだと頭ではわかっていたのですが、言いだせませんでした」

　先ほど頰杖をついていたときのまま、卓上に置かれていた桃凜の手に、朧月はおそるおそる手を伸ばした。

「星彩というのは、今張さんの隣にいる彼女──……わたしの友人で、幽鬼です」

　指先がふれた直後に、桃凜の目がこぼれ落ちんばかりに見開かれる。突然変わった視界と世界。彼女の目には白虎のそばにたたずむ二人の幽鬼が、幻まぼろしじみて忽こつ然ぜんと現れたように見えたことだろう。

「本当に、申し訳ございません。……もっと早くに、言うべきでした」

　痛ましい気持ちで深く頭こうべを垂たれた朧月にも気づかぬ様子で、桃凜はつかのま硬直していたが、すうっと息をのむと──

「ひッ……きゃああああああああああ!!」

　悲ひ鳴めいと奇き声せいが混じったかのような叫びが、緑霞楼を揺るがせた。
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　悲鳴に驚きのけぞって尻しりもちをつきそうになったところを蒼そう刻こくに支えられ──気づいたときには、桃とう凜りんの姿は消えていた。

「すまぬ。引き留める暇もなかったわい」

「仕方ねえよ。さすがにあんたも驚いたんだろ？　背中の毛が逆さか立だってたぜ」

　桃凜が真横を駆かけ抜けていったという張ちようさんを、蒼刻がとりなす。朧ろう月げつは彼の腕にすがっていた状態から、ゆっくりと姿勢を正した。

「朧月ちゃん、よかったんですか？　せっかくお友達になれそうだったのに」

「お友達ではなく、侍女に欲しいと言われたんだけどね」

　微苦笑してみせたが、星せい彩さいの表情は晴れない。これは困った。

「早く言おう、とは思っていたから。怖こわがられてしまったことよりは、星彩と桃凜さまはとても話が合いそうだったのに、うまく橋渡しできなかったことのほうが寂さびしいわ。……わたしは友達が少ないから、こういうのも下へ手たでごめんね、星彩」

「……もう。慣れないことはしないほうがいいっすよ？」

　努めて明るく言い、撫子なでしこ色いろの髪を撫ぜれば、星彩はようやく顔をほころばせてくれた。彼女の美び貌ぼうにはやはり笑顔こそが似合う。

　蒼刻がため息をついた。やれやれといった口調で言う。

「つうか綺き羅ら姫ひめって、星彩じゃなくて張ちよう角かくに怯えたんじゃねえのか？　まるで生きてるみたいな顔した露出度高めの女よりも、陰気な面した白衣裳の男のほうがいかにも幽鬼って感じで怖いだろ」

　いきなり矛ほこ先さきを向けられて、張角がはっきりと眉根を寄せた。

「私のせいにするな」

「いずれ我わが姫に新たな衣裳でも見み繕つくろってもらいますかな、張角どの」

「不要だ」

　さらに白虎までが茶々を入れ、張角がそれを仏ぶつ頂ちよう面づらであしらうのに、あああの二人は大丈夫なのかと妙に救われた心地になる。

「で。ほんとに大丈夫なのか？」

　──そのとき、蒼刻の青く燃える瞳がこちらに振り向けられた。張角のせいにしたときとは口調もまるで違う。それが気遣いで、張角のせいにしたのも場を和なごませるための冗じよう談だんだったのかと、朧月は今さら察した。うなずく。

「わたしも蒼刻さんたちのおかげで忘れていましたが……。桃凜さまの反応のほうが、幽鬼を見た人間としては、本当は普通ですから」

　わかっているのに胸が痛むのは、彼女の名にあった「凜」という字が、朧月にあの少女を想起させたのも大きいかもしれない。

　明めい凜りん。──幼おさない頃から外に出たがらなかった朧月をなぜだか慕したい、季節の花を摘つんできては、大人でも寄りつかない幽鬼院まで遊びに来てくれた少女。幼なじみであり、友達と呼べる唯一の存在だった。

　だというのに双界の瞳の影響を受けたせいで、明凜は幽鬼がらみで不運な事故に遭あってしまったあげく、家族とともに遠くに移り住んでしまった。以来、一度も逢っていない。

　異母兄あ　にに、明凜が今は幽鬼に悩まされず普通に暮らしていることは聞いたが──それならよかったと割り切れるはずもなく、朧月は事あるごとに彼女を思い出してしまうのだ。

「……まあ、怖がられるのは慣れておりますから」

　蒼刻が肩をすくめた。

「なるほど。意外と落ちこんでねぇのか」

「しょげていないと言うと噓うそになりますが……それよりも、桃凜さまの悲鳴にびっくりしてしまいました」

「あれは非常にわかりやすい『幽鬼に怯えている悲鳴』でしたねぇ。あたしも怖がられて悲しいとかよりも先に、あらまあ新鮮な反応だわって思っちゃってましたよ」

「なんなら儂わしが、本当は幽鬼だと打ち明けてしまえばよかったかのう。生者と死者、三対三でちょうどよくなるのだし」

「何がだ」

　張角の冷ややかなつっこみは蒼刻のそれと違って極きわめて短く、漫まん才ざいをする気がないのが透けて見える。

　一方、朧月のそばに来た蒼刻はといえば──

「残念そうですね、蒼刻さん」

「不ふ謹きん慎しんだが、少しだけな。しょげたおまえを慰なぐさめる必要があれば、ふれられるだろ？」

「桃凜さまではなくて、そっちですか!?　蒼刻さん……そのような、ええと──」

　下心をさらっと口にしないでほしい、と言おうとした寸前で、自分を構おうとする蒼刻の衝動を「下心」と表現してしまうのは無性に気恥ずかしいことだと気づく。おそらく冗談でからかわれているのだと思うが、非常にいたたまれない。

　熱い頰を押さえて一人でぐるぐるしていると、頭にそっと蒼刻の手が置かれた。

　庭園での接触とは異なり、誑かす色ではなく、頼りがいだけを感じさせる手つきだ。

「慣れるなよ」

「……え」

「怖がられるのに慣れるなと言ったんだ。この世には俺みたいな物好きもいるんだから、自分みたいなのは避けられて当然だとか悟さとったりもするなよ。したら怒るぞ」

　仏頂面でこちらを見下ろしながらそう言い置いて、蒼刻が部屋から出ていくのを、朧月はぼんやりと見送り、それからじんわりと胸が温かくなるのを自覚したのだった。
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「張ちようさん、朧ろう月げつをまかせていいか」

「無論だ。綺き羅ら姫ひめの様子を見にいくのだろう？　我が姫とともに可愛がっておるとも」

　礼の代わりに白虎の頭をもふりと撫ぜて、蒼そう刻こくは桃とう凜りんの去った方角を追った。

　廻廊で出くわした老執事に聞くと、桃凜は彼女に用意された部屋に戻ったらしい。

「黄こう爺じい。さすがに部屋で何してるかまではわからないよな？」

「我われらは主人の死角で常に控えるものですが、さすがにお客人の部屋の壁に耳というわけにはいきますまい。ですが爺の勘では、具合を悪くされた様子はありません」

「そうか。悪いが、だれか常時近くに置いて、様子を見守ってやってくれるか。できれば綺羅姫好みっぽい侍女か書童で頼む」

　我ながら無茶振りだと思ったが、老執事は文句も言わずに「畏かしこまりました」と引き受けてくれる。手を打ったことでひと心地はついたが、問題はここからだ。

　自慢ではないが、朧月に対する躾はさておき、女子の慰め方など得意ではない。

（……藍らん志しに頼んでみるか）

　あの人たらしの弟は、彼を（勝手に）めぐる女たちが戦争状態になったときも、うまいこととりなし、結局「みんなで藍志を愛しましょう」という謎の平和的解決に持っていったという、凄すさまじい采さい配はいだか魅力だかの持ち主だ。

　少なくとも蒼刻よりもはるかに女の扱いが巧たくみだし、綺羅姫好みの容姿でもある。

　橋渡しになってもらおうと思って、藍志を探しはじめたのだが──

「こういう時に限ってなんで父上に遭そう遇ぐうするんだか」

「顔を合わせた途と端たんに勝手にがっかりするなよ。お父さん仕事でへろへろなのに拗すねちまうぞ」

「わかったわかった、お疲れさま」

　穿せん堂どうでばったり出くわしたのが父なのは残念だったが、まじめに仕事はしていたようなので、老執事の監視が厳しいとかいう愚ぐ痴ちにいくらか付き合った。

　それから綺羅姫のことを報告しておくと、永えい貴きは後頭部をかきながら言った。

「あの怖いもの知らずな姫君が、幽鬼が苦手だったとは初耳だ。意外で可愛いとか、おまえの恋こい敵がたきにならなくてよかったなとか、冗談言ってる場合ではなさそうだな」

「全然ないな」

「ま、たしかに今おまえや仔こ狸だぬき姫が接触するのは逆効果かもしれんし、俺も配慮しといてやるよ。元婚約者候補や孫そん家の末姫さまってのを差し引いても、友達の娘さんだからな」

「うん。頼む」

　無神経そうでいて的確に空気を読んだ言い方は、素直にありがたかった。

　が、面と向かって褒めるのは照れくさくてつい、話をそらす。

「話は違うが──朧月の、引きこもりに無駄にやさしすぎる仕様の部屋は何事だ？」

「気づいたか。それはだな蒼刻」

　片眼鏡モノクルの位置をくいっと直し、無駄に格かつ好こうをつけて父は言った。数秒前の頼もしい表情とは異なり、無駄に芝しば居いがかっている。

「おまえがようやく連れてきてくれるという女の子を、私の手の者に調べさせた結果、黒こく烏う州の姫君はお部屋にこもるのが好きだという極秘情報を得た」

「……あれって極秘だったのか？」

　蒼刻は素で首をひねった。初対面のときから朧月は引きこもり気質をみなぎらせていたので、極秘という言葉の意味について悩まざるをえない。

　だが思い返せば、玄げん静せい心しんは、「天然公主」という微妙にズレたあだ名をわざわざ広めることまでして、異母妹の他人にはない力や性質を隠していた。たしかに朧月はボケたところも多々あるが、それ以上に、幽鬼や死にまつわる事象では異能を発揮する、はなはだ特徴的な娘なのだ。

　永貴はにやりと口の端を吊り上げた。得意げな笑みである。

「いや、さすがの俺も引きこもり専用部屋を作ったのは初めてだったよ。出来はどうだ」

「よすぎるぐらいだ」

　おかげでここまで連行したのに、今度は部屋から出るのを渋しぶりそうなんだが。と愚痴るのはやめておいた。

「我ながら居心地がよさそうな極上空間ができあがったから、今度は俺の部屋も同じ仕様にしようかなと思ってる」

「それで放ほう浪ろう癖へきが直るならいいが、だからって引きこもり病には感染しないでくれよ」

　朧月の穴あな熊ぐま体質はもはや、病気等ではなく個性の域に達している気がするが、身内に同類が増えるのはなんとなく勘かん弁べんしてほしい。

「俺のは放浪癖じゃないぞ？　書類仕事をしろと迫せまる執事の目を盗んで、街に繰り出し、住民のお悩みを解決して回る正義の味方だ」

「傍から見たら、ただの困った放浪癖だろ。兄貴にそっくり受け継がれちまってるし」

「戴たい青せいがうちを飛び出したのは、厳密にはただの放浪癖じゃないんだが、まあいいや。今はそれより、おまえのことだな。──明日は玉ぎよく龍りゆう節せつの見物に行くんだろ？」

「ああ」

　蒼刻は言葉少なにうなずく。

「そんなに色気のある祭礼じゃないが、二人で共通の思い出くらいは作れるだろ」

「だといいけどな。あの天然公主が覚えてるかどうか……」

　蒼刻はちょっと遠い目をした。

　──朧月が眼がん帯たいや色違いの目を恐れずに受け入れてくれたことは、蒼刻にはかなり印象深かったのだが、茶さ房ぼうでは見事に肩透かしを食らった。あの娘はときどき、珍妙怪奇なボケ方をするのだ。

「俺も詩し雨うも家人のみんなも、邪魔なんかしないから、逃げられないように捕まえな」

　逃げられたら劉家御曹司の肩書が台なしだぞと、父は他人事のように笑って言った。
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　結局、日没の頃になっても桃とう凜りんは部屋から出て来なかったので、夕ゆう餉げの卓はいつもの四人に張ちよう角かくを加えた面子メンツで囲んだ。といっても幽鬼の三人は、食べるのではなく、料理の精とやらをいただくだけだが。

　細く刻きざんだ野菜と一緒に蒸した白身魚や、新鮮でぷりぷりした海え老びを生姜しようがなどで味つけした炒いためものといった海の近くらしい伝統料理に加えて、乾燥させた花びらを散らした宮廷風の粥かゆまで饗きようされた。

　心も話もはずむ献こん立だてのはずなのに、桃凜の件がそこはかとなく尾を引いていたせいで、いつもより会話はおとなしかった気がする。

　──そして、藍あい色いろの帳とばりが空をおおい尽つくす頃。

　夜の庭園を散歩してくるという張ちようさんと星せい彩さいを見送って、湯をいただき、明日のためにももう寝てしまおうかと思ったときに、

「少々気になっていることがあるので、君に質問をする」

　張角が前ぶれもなく、例の冷めきった声で話しかけてきた。質問していいか？　というような殊勝な言い方ではなく、こちらの都合はお構いなしの尊大ともとれる態度は、非常に彼らしい。

　そのことに妙に安心してしまいつつも、朧月は一応苦言を呈ていしておいた。

「張角……。わたしが張さんとの関係は大丈夫なのですかと訊いても答えてくれなかったのに、なにゆえにそう一方的なのですか」

　この張角は、本名を張燕えん博はくという張さんとともに、生前は同じ月げつ蝕しよく領りようの一族であり、頭とう首しゆとその配下といった関係だったそうだ。

　とはいえ張角の極めて理性的で現実的な性格のためか、とても親密とは言いがたい間柄だったようだし、死後はややこしい状況に巻きこまれて一時期は敵味方に分かれたも同然だったので、仲直りとまでは行かないが、よく話し合い関係の仕切り直しをすることは必要ではないかと、朧月をふくめて周囲に見守られていたのだ。

　──当の張角のすさまじいまでの冷ややかさと言ったらないが。

「別に喧けん嘩かをしていたわけでもないし、月蝕領の一件はとうに終わった。白虎になったあれとの今の関係は、別によくも悪くもないぞ。君にも理解できる比喩を使うのなら、近所に越してきたばかりの顔見知り同士といったところか」

「え。それは……赤の他人に限りなく近いのでは？」

「それよりも質問だ。君は、道どう士しとしての修練や節制を毎日行っていないのか？」

「は？」

　つっこみを完全に無視された上に、張角の整った容姿がなぜか怒っているようにも見えたので、朧月は啞あ然ぜんとする。

（わけがわからないけれど、ご機嫌がよくないことだけはわかるのが……。うう）

　どこか理り不ふ尽じんなものを感じながらも、根が小心者なので食ってかかることもできず、朧月は椅子の上で正座して小さくなって答えた。

「護ご花か七しち将しよう軍ぐんの来らい煌こう言げんさまに、道術に関する書をいただいたので、それを独学で読み進めていた程度なのですが……」

「では、君が『双界の瞳』がらみの異能を振るう際は、ほぼ独学なのか」

「そうなります」

　張角の表情が先ほどより険を帯おびたのがわかり、朧月は心もちのけぞった。

　物心ついたときから幽鬼が視界にいたので、夜に幽鬼と出くわそうが怖いと感じたことはないのだが、今回ばかりはおののいた。燭しよく台だいの灯あかりで闇やみに浮かび上がる、恐ろしく冷たい琥珀色の双そう眸ぼうの威圧感といったらない。

「度しがたいな」

「……よくわかりませんが、すみません」

「わかりもしないのに闇雲に謝罪されても不愉快なだけだ」

　すみませんを封じられてしまうと、どうして張角が急にこんな話を振ってきたのかさえ理解が追いついていない朧月には、何も言えなくなる。

　しばらく気まずい沈黙が落ちた。

　対面の席で腕組みをした張角は、死ぬほど話しかけづらい雰囲気だったが、朧月は苦しまぎれのように質問を返した。

「あなたは、どういった修錬をしていたのですか？」

「私は遣える術が偏っているから、道士としてはたいして参考にならんと思うがな」

「それでも、今わたしの一番身近にいる道士はあなたですし……。あなたが一族の責務のために、まじめに修錬を積み重ねてきたのも知っています」

「世辞はいらん」

　別にそこまで力いっぱい褒めたつもりはないのだが。

　張角がようやく顔を上げた。

「道士の修錬は終わりがなく、やることも尽きない。本格的には五穀断ちから始めて心身を浄きよめ、道術に向いた肉体を作るための特殊な薬石を服用して、命の根源である気の循環を整えるのだが──まあ、君には難しいかもしれないな」

「桃ももまんは断てませんね……」

「軟弱者だな。──それ以外なら、呼吸法や導どう引いんなどといった気を整える鍛たん錬れんは毎日欠かせない。瞑めい想そう法ほうも大事か」

　眩暈めまいがしそうな朧月をよそに、張角は指折り数えながら淡たん々たんと続ける。

「あと修錬とは別に、日頃から花を使った料理をできるだけ摂せつ取しゆしていた」

「宮廷料理のようですね。意外と乙女な暮らしに見えますが」

「君は馬鹿か。私は別に趣味でそうしていたわけではない。仙せん花か霊れい草そうというだろう？　この国に咲く花を身の内にとりこめば、わずかずつだが霊力の蓄たくわえになる。私の道士としての才は凡ぼん庸ようだからな、その手の些細な積み重ねが必要不可欠だった」

「……なるほど」

　これには朧月も、単純に感じ入った。

　不断の努力。言葉にすれば簡単だが、それを死ぬまで続けられる人は決して多くない。

　張角は自分は凡庸だと冷淡に言うが、朧月にしてみれば、その努力だけで一個の稀け有うな才能だと思える。

「あ。来将軍はいつも頭にお花を飾っているんですけど、それも霊力を蓄えたり高めたりするためなのでしょうか」

「あの別の意味で常に頭に花が咲いていそうな男か。遠目にしか見ていないが、彼もあれでいて道士としての基盤は骨に血に刻みこんでいるようだし、日頃から瘴しよう気きや邪気にさらされやすい将軍職ともなれば、花の霊気を護ご符ふのように利用している可能性はあるな」

「……道士の方々は、たいへんなのですね」

「それ以前にあの頭がお花畑らしい将軍は、無意味に乙女趣味のようだが」

　感心した直後にざっくりと斬きり捨てられ、朧月はちょっと反応に困った。

「君の霊力の遣い方は、蠟ろう燭そく一本の火を消すのにたらい一杯の水を浴あびせるような、はなはだ不経済かつ非効率的なものだからな。傍で見ていて非常にもどかしい」

「すみません、どこまでも我流で……」

「どうにかしたいという気持ちはあるのか？」

「あります。双界の瞳についても不安は消せませんし、自分でなんとかしたいのですが……ただ、何から手をつければよいのかがわかりません」

　来将軍にはあまり頼れない。

　親切だが多忙な方だ。さりとて、独学では厳しいところが増えてきたのも事実で──

　と。そこで初めて朧月は、目の前でふてぶてしく腕組みした幽鬼を見た。

「ようやくその選せん択たく肢しに思い至いたったか」

「…………」

　刺すように冷たく、蔑さげすみに近い視線を投げかけられた。

　君は脳みそがおがくずで犬以下だ、と言われないだけマシなのだろうか。

「ですが、わたしが黄こう魔まにまで冥めい界かい公主と呼ばれたのはなぜだろう？　と訊たずねたときは、あなたはきっぱり『知らない』と言ったので……。あなたの道術では、どうにもできないことなのかと勘違いしていました」

「たしかに私は黄魔が、幽鬼が見えて霊力の豊かな黒こく烏う州の姫をそう呼んでいる、という以上の事実は知らない。だが、一介の道士として君を指導することはできる。──なんとなれば、君の異能を制御するすべを探す手伝いもしよう」

「とてもありがたいお話ですが……いいのですか？」

「知ってのとおり、私はすでに死んで義務から解とき放たれた身だ。身体はあいている」

「──そういうことでしたら、遠慮なくお願いいたします」

　と、お辞じ儀ぎをしたが。

　直後にむくむくと不安がふくらんできたので、そのまま訊ねた。

「あの、出来が悪かった場合はどうなるのでしょう」

「私に説教されるのと、君の夢枕で書の内容を延々朗読されるのと、どちらがいい？」

「……どちらも勘弁していただきたいです」

「選択の余地を与えただけでも、感謝してもらいたいものだがな。──では励はげみたまえ。言っておくが私は、努力の範囲でできることさえ失敗する者に容よう赦しやはしないぞ」

　あまりにも張角らしい厳しいお言葉に、却かえって妙に安心してしまいながら、朧月は彼に弟で子し入りをした。異能のことで、だれにも迷惑をかけないために。
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　翌日、朧ろう月げつはとんでもなく寝過ごした。星せい彩さいが証言するには「あたしは何度も声かけたんすけど、朧月ちゃん死んだように反応なくて」とのこと。

　なにげに刺激的な張ちよう角かくによる基礎からの手ほどきで気分が高こう揚ようして、疲れを意識せずにいただけで、寝しん台だいに入った後の意識はなかった。即行で夢の世界に落ちたようだ。

　しかしながら──

「藍らん志しさんが仰おつしやっていたのと同じ内容の夢を見ました、蒼そう刻こくさん」

「おまえは幽ゆう鬼きの件に関しては、確実に獲物を釣つり上げるのな」

　朧月を叩たたき起こし、今は部屋の隅に座って身み支じ度たくの仕上げを待っている蒼刻が、感心半分あきれ半分に言う。

　さすがに着替えや洗顔の際は外はずしてもらったが、髪かみを梳とかしたりするのを観察されるだけでも、意外と気き恥はずかしい。

「夢の内容は、藍志のとまったく同じなのか？」

「細部は違いました。わたしはずいぶん疲れていたのか、夢の中でも砂浜で怠たい惰だに寝ころんでいまして……。そのせいか、幽鬼の手から転がり落ちた髑どく髏ろとばっちり目が合いました」

「目ん玉のところは空くう洞どうだと思うが──まあいい。目が合っただけなのか？」

「はい。でも……ほっとした表情をしたように見えたのが不思議でした」

　波が寄せ返す音以外は、周りはほとんど闇やみ。だというのに、髑髏は気のせいか晴れやかに微笑ほほえんでいるように見えた。

「おそらく髑髏に死者の思念がしみついていて、そのせいでわたしの双そう界かいの瞳ひとみには、何かが見えたのではないかと……」

　──等々。

　推すい測そくをまじえて報告すると、表門で涼りよう轎きようを呼んで待っていた藍志は静かにうなずいた。

「だから言ったでしょ、兄さん。僕は大丈夫だよって」

「そう言われてもな、藍志……。毎日夢は見てるんだろ？　おまえ個人に恨うらみ辛つらみがあるわけじゃないとしても、心配くらいするわ」

　涼轎とは、風通しのいい材料で作られた、夏がたいへん熱くなる地方独特の乗り物だ。

　劉りゆう家が用意した涼轎は、斑ふ入いりの竹でこしらえた簾すだれが扉とびら代がわりに垂たらされた、風通しのよい駕か籠ごだった。朧月はそれに放りこまれ、ほかの面子メンツ──蒼刻、藍志、張ちようさんは涼轎の両りよう脇わきにまるで護ご衛えいのようについた。幽鬼たちは適当に浮いている。

　ねぼけ眼まなこをこすりながら涼轎に揺られて街に出ると、簾の隙すき間まから祭りのせいでごった返した人ごみが見えて、朧月はさっそく気力を半分くらい削けずられた。

　しょっちゅう「劉家の三の若様よ」「藍らんの若様、ごきげんよう！」という女性の声が飛んでくるので、藍志を慕したう人は相当に多いらしい。それでも彼女たちが接近してこないのは、蒼刻や白びやつ虎こという強こわ面もてのせいか。

（……蒼刻さんだって、れっきとした劉家の二の若様で、かっこいいのに）

　ちょっとおもしろくない。

　藍の若様。では蒼刻のことも、そのような愛あい称しようで呼んでしまうとしたら──

「きゃーきゃー、蒼そうの若様よ……？」

　藍志が好きな人たちを真ま似ねて口に出してみたら、涼轎の左側を歩く蒼刻が噴いた。

　そして蒼刻の後ろについてきた白虎や、朧月と涼轎の中にいる星彩まで、くつくつと笑いだしている。……棒読みだった自覚はあるので、あまり笑われると恥ずかしい。

「蒼の若様か。よいではないか、蒼刻。おぬしのなけなしの御おん曹ぞう司しぶりが表現されて」

「あたしも今後は武官さんのこと、蒼の若様って呼びましょうかね～」

「絶対に返事しねぇからな!?」

「……すみません、わたしの下へ手たな思いつきのせいで」

　衆目を集めてしまいそうなので早めに謝あやまった。涼轎の上にいるはずの張角はものすごく冷たい目をしているに違いない。
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　通りには祭りの時期だけの屋台や天幕の小屋が立ち並んでおり、店や宿の軒のき先さきに、芙ふ蓉よう灯とうや鯨げい灯とうなどと呼ばれる、さまざまな形をした灯とう籠ろうが吊つり下げられている。

「あ！　海が見えてきましたよぅ、朧ろう月げつちゃん」

　にぎやかな市街地を出て程なくして、涼轎から降ろされて、残りは徒と歩ほで砂浜まで出た。

　潮しおの香りがいっそう濃こくなる。

　あれが海だと示された方角にあったのは、晴れやかで白っぽい空色の下に広がる、一面の深い紺こん碧ぺき色いろだ。その色に見み惚ほれながら進んでいくと、足元はやがて石いし畳だたみや土ではなく、やわらかくて白く輝く砂になっていた。

　海とは引きこもりの大敵ではなかろうか。まぶしい陽ひ射ざしも、隠れ場所のない開けた視界も、油断した途と端たんに足元をさらいそうな波打ち際ぎわも、小さな蟹かになどが通り過ぎる砂地も──ひとつとして、安心できる要素がない。

　日よけの被ひ布ふに凌りよう波は風の衣い裳しようで連れ出されたはいいが、朧月にとっては全方位罠わなだらけという心境だ。

　とはいえ連れてこられた砂浜は、美しいのに不思議と人ひと気けがなかった。

「……今日は晴れていて結構温かいのに、海で遊ぶ方はあまりいないのですか？」

「いえ、少し離れた場所では磯いそ遊びや水泳をしていますよ。ただこの一帯は、劉りゆう家以外は立ち入り禁止の区域なんです」

　藍らん志しの説明に、朧月はきょとんとした。

「立ち入り禁止？　このあたりに貴重な海の資源でもあるのですか」

「そこまで大げさな場所じゃねえよ。ただの劉家専用の遊び場だ」

「…………えー」

　さすがは名家。貧乏州の田舎いなか姫の想像を超えた贅ぜい沢たくを知っている。

　が、蒼そう刻こくはいい思い出ばかりではないらしい。仏ぶつ頂ちよう面づらでうめく。

「砂がやわらかいから足腰を鍛きたえるのにいいぞとか言って、悪趣味兄貴に何度もボコボコにされた記憶しかねぇよ」

「それなら蒼そう兄さん、逃げる女の子をきゃっきゃしながら追いかける、定番のごっこ遊びでもして記憶を上うわ塗ぬりしたら？」

「そんな茶番をして楽しいのか……？　いや仮に楽しいとしても、俺と朧月じゃ遊びにすらならんだろ。こいつはまず砂浜を走る前にコケるか、岩陰に隠れたがるのがオチだし、俺はこんなの追いかけるまでもなく瞬殺できるぞ」

「……殺すのは勘かん弁べんしてください、蒼刻さん。あ、でも、星せい彩さいと張ちようさんは始めてますね」

　劉家専用をいいことに、白虎は普段の渋しぶさを置き忘れたかのように砂浜を気ままに駆かけ回り、それを笑顔の星彩が追いかけていく。

「はっはっは、捕まえてみるがよいぞ我わが姫」

「も～、張さんってば。檻おりに閉じこめちゃいますよ♪」

「…………」

　桃もも色いろの空気にあてられて話が進まないからやめろと、蒼刻に強制終了させられた。

　切り替えて──

　ここに来たのは、あの夢の幽鬼がこのあたりの海にいないか、探してみるためだ。

「別にそれはついでで、お二人で海を楽しんでくださっていいんですよ？」

「いえ藍志さん、そういうわけには……。ですが海といっても、さすがに昼間にはあまり幽鬼はいないのですね。夜になれば、海面に無数の手が揺れているような画えが見られるのでしょうか」

「どう考えても怖こわい光景を期待すんな」

　額ひたいをこづかれながら、蒼刻と並んで、どこか間違った目線で海を観察してみる。

「髑髏を持った幽鬼は、今はいないようですね……やはり、夜でしょうか」

「俺もおまえの双界の瞳の影響を受けてるとはいえ、やっぱり本家のおまえほどには幽鬼を見る力が強くないみたいだな。俺にはそこまで見えない」

「では──」

　手をつなぎましょうかと言いかけて、周囲にほかの人がいるので思い留とどまる。

　中途半端に手をもたげたまま目を泳がせていたら、うっかり藍志と視線がぶつかったので、何かをごまかすみたいに口走った。

「ッ……と、藍志さん、手を貸していただけますか？　わたしにふれていれば、幽鬼が一時的に見られるようになりますので」

「いいんですか？　それじゃ、朧月さんの右が僕で左が兄さんですね」

「!?」

　気を回されたのか、さらっと蒼刻との接触も振られて、朧月が固まると。

「道どう士しさんはあたしと、海の上にただよってる幽鬼からの情報収集に行きましょうか」

「……別に私を懐かい柔じゆうする必要はないぞ。心配せずとも月げつ蝕しよく領りようの恩があるから、静せい心しんには劉蒼刻が殺されない程度の報告にするつもりだ」

「では蒼刻よ。儂わしはここで肌はだを焼いておるから、気にせず仲よくしておるがよい」

「どこ焼くんだよ。普通の色の虎とらにでもなるのかよ」

　働いてくれる幽鬼たちと、適当な岩陰でくつろぎはじめた白虎はさておき──

　朧月も、両手に劉家状態に耐えて、海を見渡した。

「ああ……あちらには、船がたくさん泊とまっているのですね」

「来週初めに玉ぎよく龍りゆう節せつの──一年の航海の無事を祈る大だい儀ぎ礼れいが行われるので、海かい豊ほうを母ぼ港こうとする船が集まっているんですよ、朧月さん」

「なるほど。玉龍というのは、こちらで奉ほうじている存在ですか？」

「ああ。海豊つうか青せい苑えん州は、百ひやつ花か神しん仙せんとその眷けん属ぞく以外に、玉龍というやさしい龍を神しん廟びように奉じてる」

　これには蒼刻がうなずいてくれた。

　握にぎられた手が温かい。右手に感じる藍志の手よりも、皮ひ膚ふが硬かたいなと思った。

「玉龍は海の恵みとそれを受けて生きる人間を護まもる、穏おだやかな気質の龍なんだが、昔、無数の悪あつ鬼き羅ら刹せつや魑ち魅み妖よう異いで海が荒れたときには、力尽きるまで戦って海の生き物と人を護ったそうだ。力を使い果はたした玉龍は海の底で眠りについて傷を癒いやしているから、祭礼で玉龍の恢かい復ふくを祈るわけだ」

「やさしい龍……」

　蒼刻にも似合う響ひびきだ。強くて、やさしい龍。眼光の鋭するどさゆえに狼おおかみのようだと感じることが多い青年だが、龍でも似合う。

「張さんと合わせて、虎こ狼ろうでも龍りゆう虎こでもかっこいいですね」

「そうじゃな。虎狼は朋ほう友ゆうらしく、龍虎は勇いさましく。異なるかっこよさがある」

　ふと目が合った白虎も、同じことを考えていたようで、口の端を笑みの形にした。

　劉家専用ではない海岸のほう──頑がん丈じようそうな桟さん橋ばしには、大小さまざまな無数の船が泊まっており、船乗りや港の管理者があふれている。中の一人を、藍志が指をさした。

「あの人ですよ、朧月さん。兄さんに眼がん帯たいをくれたのは」

「え」

　街でたまたま本妻に出くわした愛人のような気分に陥おちいりながら、顔を向け──

「……あの剃そってる男の方、ですか？」

「です」

　藍志にうなずかれて、拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　船着き場で若い衆に指示を飛ばしている、ずば抜けて背が高くたくましい肩幅の男だ。

　四よ十そ路じ手前と思われる苦味ばしった顔立ちで、左ひだり頰ほおには幾き何か学がく模も様ようの刺青いれずみが走り、右目は鍔つば型がたの眼帯でおおっている。おまけに頭は僧そう侶りよのようにきれいに剃り上げており、一度見たら忘れられないほど印象的で威い圧あつ感かんのある外がい貌ぼうだ。

「[image: 〓]ほう如じよ海かい。うちの親おや父じが直じき々じきに、海豊の港の管理をまかせてる男だ」

「はあ……眼帯、蒼刻さんとおそろいなんですね」

「おそろい言うな」

　蒼刻に眼帯をあげたのが女性だったらと気を揉もんでいた自分を反省する。

（蒼刻さんは仏頂面が多いのに、ときどき威力の凄すさまじい誑たぶらかし顔をなさるから……）

　たとえば、ふっと気をゆるめたような笑顔。

　たとえば、稀まれにしか見せない憂うれい顔。

　……気の強い蒼刻が、そういった剝むき出しの感情や無防備な顔を見せる相手は決して多くない、というとても基本的なところは、すこんと頭から抜け落ちていた。わたしなんてという、身にしみついた卑ひ屈くつさのせいだ。

　地じ味みに面倒くさい思考の持ち主である朧月は、悶もん々もんとしたあげくに、発想をあらぬ方向にすっ飛ばした。

「もしかしてこちらでは、年上から年下に愛用の眼帯を渡して眼帯義兄弟になる、という慣習があったりするのですか？」

「しねぇよ。どんな義兄弟の誓ちかいだよ」

　──『義弟。眼帯がずれているぞ。俺が直してやるからじっとしていろ』

　──『兄あに者じや……ありがとうございます』

「というような」

「そんな気色の悪い慣習があってたまるか！　如海のおっさんは普通に、俺も眼帯を長いこと使ってるが、この職人が作る眼帯はいい具合に顔に合っててずれにくいし視界も広いから試してみろって言ってくれただけだ」

「それまでは兄さん、適当に布を巻きつけて右目隠してたからね。視力には問題ないのに」

　藍志の言葉で、包ほう帯たいを巻きつけた重傷者のように痛々しい姿が浮かんでしまい、朧月は一転して胸を切ないものにかきむしられる。

　黄こう魔まに呪じゆ詛そを受けた直後の蒼刻が、どれほど心身ともに苛か酷こくな状態であったのか、話では聞かされていた。蒼刻自身が死の淵ふちを彷徨さまよっただけではなく、同じ戦場で友人を喪うしなった上に、その骸むくろが見つからなかったのだと。

「儂も眼帯をつけてみようかのう」

「急になんだよ張さん」

　つっこむ蒼刻や、すらっとぼけた提案に首をこけさせた朧月をよそに、白虎は「わかっておらぬな」と首を振る。

「時にはお洒しや落れがしたい年頃なのじゃ。白虎では常に一いつ糸しまとわぬ姿だからのう」

「虎が服着てたら逆にびっくりだわ。しかも俺はお洒落で眼帯してるわけじゃねえよ」

　毛並みをもふりとはたかれた張さんと、視線が重なったときに、朧月は気づく。

（あ──張さんは、わざと……）

　藍志のなにげない言葉から、つい顔が暗くなっていた朧月の気をそらしてくれたのだ。

　ありがたい気配りに、朧月は黙だまって微笑み、白虎の額あたりを撫なぜた。




　──結局昼間は、髑髏の幽鬼について、これといった手がかりはつかめなかった。




　海から戻り、初日のようにおすすめだという茶さ房ぼうまで案内してくれた藍志は、そのくせひと足先に帰ると言って去ってしまった。

「僕は午後に用事があるから。いったん龍りゆう臥が園えんに戻って綺き羅ら姫ひめさまの様子も見ておくよ」

「悪いな、まかせきりで」

「気にしないで。こういうのは当事者以外で、なおかつ冷静な人間が向いてるから」

「頼む。帰りは涼轎を使っていけよ。おまえ一人で歩くと、女にたかられて面倒だろ」

「そうだね。今日みたいに地味な衣裳で歩くと、男だん娼しようや男だん妾しようにもよく間違われるし」

「よくあるのか!?」

　仰ぎよう天てんする兄を「大丈夫大丈夫」とちっとも無事に済みそうに聞こえない軽い口く調ちようでいなして、藍志は涼轎で去っていった。……本当に、蒼刻とは正反対の方である。

　そうして茶房で皆で一服していると、蒼刻がふいに言った。

「朧月。体調は平気か」

「はい。日陰に入ったら、回復しました」

「そうか。じゃ、このまま夜まで付き合え」

「…………はい!?」

「座ったまま跳び上がるなよ、器用だな。別に二階に連れこもうなんて思ってねえよ。夜の海に用事があるだけだ」
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　蒼そう刻こくは、白虎と幽鬼たちに先に帰ってもらっていた。なぜか、朧ろう月げつだけでいいという。

　夜の街に出るのは、朧月にしてみれば、真昼よりはだいぶ気分が楽だ。

　自分の存在そのものが暗いのは昔から承知しているので、闇にまぎれられる気がして落ち着くし、生せい者じやよりも幽鬼の姿を多く見かけるのも和なごむ。

　その日は月のない夜だった。

　街を行き交かう人は、皆、四角くて青い薄うす絹ぎぬを貼はった灯籠を手にしている。

　再び劉りゆう家の砂浜に向かう前に、蒼刻は昼のうちに紙細ざい工くの店で、事前に頼んでおいたという青い灯籠を受けとっていた。特別仕様なのか、どことなく作りが凝こっている。

　薄く削そいだ木を組み合わせた模型の舟ふねは、両手で運べるくらいの小ささ。舟もその上に載せられた灯籠の骨組みも黒く、蒼刻が中の蠟ろう燭そくに火をつけると、炎ほのおが紙の石せき青せい色と花の透すかし模様をぼうっと浮かび上がらせた。

「……きれいですね」

　鬼おに火びのようだという不ふ謹きん慎しんな感想が浮かんだが、もちろん吞のみこんだ。

　蒼刻は「まあな」とうなずき、波打ち際に向かうと、小舟を海へと送り出した。

　見れば少し離れた浜や桟さん橋ばしでは、同様の小舟を流す人がたくさんいて、夜の闇に沈んだ海面には、蛍ほたるが群れたかのように青い光の粒つぶがただよう。暗い海の上には何人か幽鬼もいたが、彼らもしんみりとした表情で美しい光景を見つめていた。

「海かい燈とうっつってな。死者の魂こん魄ぱくを模したものを流して、冥めい福ふくを祈いのる行事だ」

「だから、鬼火のような雰ふん囲い気きなのですね……」

　そこではたと、鍔型の眼帯を見る。蒼刻はどことなく決まり悪げに目をそらした。

「気づいたか」

「……迅じんさんのための海燈、なんですね？」

　小舟に合わせて灯籠の炎は不安げに揺れ、それでも手の届かない遠くに離れていく。

　その寂さびしい光景はたしかに、蒼刻が以前に友人の死を看み取とった日を想起させる。

「結局、迅の骸はどうにもならなかったが、一応仇かたきは討うったからな。その報告と、俺なりの弔とむらいがしたかった」

　──おまえと一緒に、と。

　飾りけのない声こわ音ねで小さく告げられるのは、ぐっときた。

「迅さんは、青せい苑えん州の出身だったのですか？」

「いや、たしか出身は紅こう英えい州だと聞いたな。だが孤こ児じで先祖の墓ぼ廟びようなんてないし、空の墓を作るのも微妙だと思ったんだ。……やつの遺品の剣はしまってあるが、土に埋うめて朽くちさせるには惜おしくてよ」

　めずらしいなと朧月は思う。弱よわ音ねでこそないが、とりとめのない話をするなんて、切れ味のいい物言いを好む蒼刻らしくはない。それだけ迅の存在は彼の心のやわらかい場所に刻きざみこまれているのかもしれない。

「でしたら、蒼刻さんのここを迅さんのお墓にするのはいかがですか？」

　朧月は、蒼刻の左胸を指さした。ちょうど心臓の位置だ。

　不意を突かれた様子でこちらを振り向いた蒼刻は、軽く目をみはっていた。

　情なさけ深いくせに、やさしいと言われるのが苦手な青年をいとおしく想いながら、朧月は静かに補足する。

「星せい彩さいにはお墓がない、という話はしたことないですよね」

「……ああ。初耳だな」

「そうですか。……そういう、生前だったみたいです。だから星彩のお墓は、わたしの心臓の位置にあるということに決めました。そうすれば弔う骸がなくても大丈夫だと」

　亡なくなった者の墓を作るのは常識に近い慣習になって久しいが、おそらくその意味は人によってさまざまだろう。朧月が自分の心臓に星彩の墓を作ったのは、だれにも弔われずにいる彼女の死を、そのままにしておくのは自分が虚むなしくて寂しいと思ったからだ。

「心臓か」

　蒼刻はわずかに口の端を曲げた。

「星彩がおまえに過保護なわけを理解した。──だがまあ、悪くない案だ」

　とん、と拳こぶしで自分の胸を叩く。

「野郎の胸なんかが墓場で、あいつが喜ぶかどうかはわからねぇけどな」

「喜びますよ。……だって迅さん、蒼刻さんにありがとうと言っていましたし」

「……そうだったな」

　それからは、言葉はいらなかった。抱き締めてあげたい衝しよう動どうにかられたのに、蒼刻の物思いを邪魔してはと思うと、手を伸ばすのに迷ってしまい、少しもどかしかったけれど。

　千の魂たましいに似せた灯籠が浮かぶ海を、何も言わずに二人で寄り添って眺め──

　やがて、朧月は息をのんだ。

「ッ!?」

　ふと視線を転じた岩陰に、幽鬼が忽こつ然ぜんと現れていた。

　長い黒髪と白い死に装しよう束ぞくに包まれた、細身の女性。神しん華か国ではめずらしくもない、きちんと弔われた死者のいでたちだが、その手には満月のように白い髑髏があったのだ。
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　数刻後。

　言葉少なに龍りゆう臥が園えんに戻り、朧ろう月げつを部屋まで送った後──

「どっかの旅籠はたごにしけこむ気かと思ってお父さんどきどきしちゃってたわ」

「あいつの異あ母に兄きに認めさせるまでしないっつってんだろ」

　髑髏の幽鬼に遭あったせいで、予定よりも遅れて帰ったら、父がこの反応である。余よ韻いんがぶち壊しである。

　俺はどれだけ飢うえて見えるんだと、逆に心配しながら、蒼そう刻こくは刺し史しとしての父に報告すべき内容を手短に告げる。

「藍らん志しの夢の幽鬼が、そんなことをねえ。仔こ狸だぬき姫の異能は本物だな。最近多い、噓うそっぱちの占うらないでぼろ儲もうけするいんちき巫み女こを駆く逐ちくしてほしいくらいだ」

「で、訴そ状じようとかは来てないのか？」

「来てたが、捜査はまだ始めさせたばかりだ」

　──藍志の夢に出てきた幽鬼は、とある海難に巻きこまれた者の髑髏を持っていただけで、藍志個人に恨みなどはないらしい。

　しかしそれとは違う事件について、生者である蒼刻たちに助けてもらえないかと言ってきた。それが解決しないと、わたしは安心して冥府に降りてゆけないと。

「しっかし藍志がひと月の間、続けざまに夢に見たのはなんじゃい」

「朧月は、藍志は幽鬼を目で見ることはできなくても、何かがそこにいる、と感知することができる才能があるのかもしれないと言ってた。あいつは俺や兄貴とは違って剣や武術ではない方面に長たけてるし、その可能性も零ゼロではないと思う」

「なるほどね。俺はてっきり、藍志は涼すずしい顔して意外と女じよ難なん続きだから、そのせいだと思ってた」

　女難で幽鬼にまとわりつかれても困る。蒼刻は眉まゆをしかめた。

「おっと蒼刻、さっき言い忘れてたんだけどな。──いずれおまえが護ご花か七しち将しよう軍ぐんになるにあたって、大事な心得がある」

「？　なんだよ」

　にわかに真剣な顔をした父につられて態度を改めたことを、一瞬後に後こう悔かいした。

「椅い子すから立ち上がるときには『よっこい将軍』という掛け声をかけるのが決まりで」

「もう寝ろよおやすみ」

「冷たい！　息子むすこがつっこみすら手抜きしはじめた！　ねえ詩し雨う、俺なんかしたかな!?」

　今ここにいない妻に泣きつく父を容よう赦しやなく放置して、蒼刻は部屋に戻った。
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　蒼そう刻こくが向かったのは本来、彼が帰省した際に使う部屋ではない。今は一時的に、朧ろう月げつのいる緑りよく霞か楼ろうに近い客室を占せん拠きよしている。

　──『いつものように姫と同室で過ごせばよかろうに』

　と張ちようさんにはふくみ笑いでからかわれた。静せい心しんが出した条件のことを教えると、ものすごく同情的な顔をされてしまったが。

　部屋には先客がいた。あらかじめ、ここで落ち合う約束しておいた弟だ。

　こちらに気づくと、藍らん志しは読んでいた書を閉じて「おかえり」とやわらかに微笑んだ。

「待たせたな。綺き羅ら姫ひめはどうしてる？」

「朧月さんじゃなくて、そっちなの？　浮気を上手じようずに楽しむには、若さと暇ひまと金と忍耐と容よう姿しとある種の技ぎ巧こうが必要らしいよ、兄さん」

「だれがそんな罰ばち当あたりな話をしろと言った。朧月が気にしないようにしているが気になって仕方ないのを隠すように気にしないふりをするのに無駄にがんばってるから、俺まで綺羅姫が引っかかってるだけだ」

「結局気にしているのかしていないのかよくわからないけれど、綺羅姫さまは食事もきちんとしてるし、元気は元気みたい」

「園内では見かけないが、部屋にこもりきりなのか？」

「うん。僕たちとは顔を合わせないようにしているのかもね」

「…………」

　あっけらかんとした藍志の説明に、蒼刻はこめかみを押さえた。

　自分の許嫁いいなずけ候補だったはずの少女が、なにゆえに恋こい敵がたき（のようなもの）に進化しているのかと頭痛を感じていたほうがまだマシかもしれない。

　だが直接桃とう凜りんを見てきた弟は、蒼刻ほど深刻にはなっていなかった。

「ところで兄さん、今度こそ何か進展はあった？」

　いきなり別の話をふられて、手が止まった。

　藍志が心底意外そうに目をみはった。

「え。……本当に海燈を送り出しただけで、朧月さんとは何もなかったの？　したくないわけじゃないんだよね？」

「それは……俺だって──いろいろしたいに決まってるだろ！」

「あれ。なんで僕が切れられてるの？」

「別におまえには切れてねえし」

「では儂か」

「あんたでもねえよ張さん。っていうかいつのまに戻ってきてたんだ!?」

　その巨体で目立たないはずがないのに、弟との話に集中していたせいで、猫ねこじみた抜き足差し足の接近に気づかなかったようだ。

　白虎も円えん卓たくを囲むと、口の端にちょっと悪い男じみた渋い笑みをよぎらせた。

「つい先ほどだな。美人に引き留められてしまって、この時間よ」

「その言い方だと星せい彩さいじゃないのか？」

「誤解するでないぞ、浮気ではなく野や暮ぼ用ようだ。我が姫には隠さず打ち明けてある」

　──野暮用とは？

　蒼刻はあからさまに眉をひそめたのだが、張さんはさらっと無視して、会話の輪に入ってきた。

「にしても、おぬしは意外と耐える子じゃのう」

「なに？」

「姫のことだ。欲望のままに暴走するよりも、欲があっても我慢できるが男前だというのが儂の考えだし、おぬしはまじめな善よい子だと信じているが──何か、思うところはありそうだな？」

「思うところ、ってほど立派な代しろ物ものじゃねえけどな」

　今の状況は、まさに据すえ膳ぜんなのかもしれないが──

　据え膳を少しかじっただけで、条件を無視したなもう一生手をつけさせないぞと言いだしかねない、静心という男がいるのだ。蒼刻としては、静心をどうにか納なつ得とくさせて、据え膳をひとかけらも残らず自分のものにするのが理想の未来だ。

　厄やつ介かいだなと思いながら、蒼刻は前髪をかき上げた。

「それにまあ……俺の姿が視界に入ってるだけで顔を赤くしてたり、わざとらしくそっぽ向いたり、耐え切れないみたいにうつむいたり、ぐるぐる考えまくって混乱してるあいつを見ているだけでも、地味に楽しいし」

　こいつ、俺のことを意識してるんだな。そう思うと、ひそかにたまらない。

　五年以上も引きこもっていて、それ以前にも女友達が一人しかいなかったくらい狭い世界の少女。

　珍ちん獣じゆうめいた風変わりな性格で、男らしくも女らしくもない性格に見えた少女が、自分を意識して乙女おとめじみた煩はん悶もんをしているのだ。だれも花咲かせたことのない心を次第に女のそれへと育てていく感覚は、蒼刻にどこか隠いん微びな満足感を与えている。

（支配欲っていうか、躾しつけする愉ゆ悦えつっていうか……）

　冷静に考えれば、自分の抱いだく感情がろくでもないものだとわかるのが複雑だ。

　出で逢あった直後、おまえを躾けてやると朧月に言ったときには、もちろんこんな感情を持つことは意識していなかった。

　朧月を導いてやっている間に、自分もたしかに変化していたのだろう。

　羽う化かの途中の蟬せみのように何かむずむずするが、決して嫌いやな気分ではない。

「そういえば兄さんって、朧月さんにどうやって告白したの？」

「ッ……！」

　むせた。藍志の藪やぶから棒な話題の変え方には慣れていたはずなのに、不覚にも。

　顔を上げると、白虎が大きな肩を揺らして笑っている。ちょっと腹が立った。

「どうって言われてもな……俺はおまえを娶めとる、って言っただけだぞ」

「まるで国軍の伝達事項みたいに簡潔だね……。ある意味、蒼そう兄さんらしいけど」

「ほっとけ。ほかにどう言えばよかったんだよ」

　藍志はちょっと考えた。

「俺はおまえに金の不自由はさせないぞ、って言ったら即陥かん落らくだと思う」

「激しく即物的だな!?」

　蒼刻はちょっと引いた。街で「僕の恋人になりたい人は手を上げて」と声をかければ、三秒で相手が見つかりそうな弟なのに、夢も色気もない。

「藍志よ。おぬしは普段、そのように相手を口く説どいておるのか？」

「いいえ？　僕は自分から口説いたことはないですよ」

　微妙な顔をする兄と白虎をさらりと受け流し、藍志はあくまでも淡たん々たんと言う。

「僕の考える理想の男性って、家庭にお金をたっぷり運んできてくれて子供を大事にして浮気しないで妻の愚ぐ痴ちを聞いてくれる存在なので」

「現実的じゃのう。おぬし、まさか人妻に迫せまられた経験でもあるのか？」

　蒼刻は張さんのとんでもない質問にも噴いたが、その後に弟がのんびりと口にした返答には余計にむせた。

「それはよくあることですけど」

「よくあるのか!?」

「大丈夫だよ兄さん、誘いに応じたことはないから。襲おそわれかけたことはあるけど」

「何が大丈夫なんだか俺には全然わからん……」

「一時の快楽のために隠し子を作る危険を犯おかすほど、女の人も恋愛も好きじゃないから大丈夫、ということ。もしかしたら僕は、恋愛体質みたいな綺羅姫さまとは正反対の、恋愛不感症なのかもしれないね」

「……おまえ」

　急に頭が冷えた。弟の八方美人ぶりが、笑い飛ばせなくなる。

「おまえが女に分け隔へだてなくやさしいのは、無関心の裏返しってことか？」

「いい読みだね兄さん。あ、でも朧月さんは好きだよ」

「なんだと？」

「現職の武官が一瞬で殺気を放たないでよ兄さん、さすがの僕でも怖いよ。──朧月さんはどう見ても僕なんかより兄さんのことを慕したってるし、僕を妙に褒ほめそやす女性と違って兄さんたちを怖がったりしてないから、人間として敬意や好意が持てるということ」

「……そうか」

「兄さんたちを見てると、うらやましいよ。楽しそうで」

　おっとりと紡つむがれた弟の言葉に、蒼刻はなんだかやるせなくなって、急に藍志の身体からだに腕を巻きつけた。簡単に言うと、ひどく無む造ぞう作さに抱きしめた。

　幼おさない頃を除けば、兄からそんな愛情表現をされたことのない藍志は、されるがままで戸と惑まどいに瞬まばたきを繰り返している。

「いいか藍志。たとえおまえが女が嫌になって男に走っても、俺は絶対に応援してやる。だから、どうせだれも好きになれないみたいな言い方はするな」

「……兄さんが大まじめなのはわかるし気持ちはまあうれしいけど、その応援のされ方は若じやつ干かん複雑かな」

「そうじゃぞ、蒼刻。人間ではなく儂のような四つ足の獣けものという選せん択たく肢しもあるのに」

「張さん、さすがにそれは兄さんの教育によくないです」

　白虎をとりなして、藍志はくすぐったそうに微笑む。

「でも、ありがとう。兄さんのこと好きだなって、たぶん今初めて思った」

「……今度は俺が複雑なんだが」

「別に、今まで嫌いだったわけじゃないよ？　ただ、好きとか嫌いとか考える以前に、僕たち兄弟だし。家族愛は空気や水みたいなものだと思ってた」

「俺は兄弟だろうが遠えん慮りよなく兄貴のこと嫌いだぞ」

　まぎれもない本音を告げたのに、なぜか藍志も張さんもにこにこと見守るような視線を向けていたので、蒼刻ははなはだ釈しやく然ぜんとしなかった。
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　翌日。──世にもめずらしいことに、朧ろう月げつは自分から部屋を出た。星せい彩さいという友達を連れてはいたけれど。

　廻かい廊ろうをこわばった足どりで進む。目的地は桃とう凜りんに用意された「曙しよ紅こう館かん」という建物。

　客人一人につき一つの楼ろうや館やかたを割り当てるような豪ごう快かいなことをしても、まだ空あき部屋があるという龍りゆう臥が園えんの広さには恐おそれ入ったが、朧月にそれに感じ入っている余裕はない。

「突然に申し訳ありません、桃凜さま。姚よう朧月です」

　たどりついた扉とびらの前で数度、深呼吸をしてから呼びかける。

　返事はなかったが、壁をすり抜けられる幽ゆう鬼きの特性を活いかして室内の様子をうかがってくれた星彩が、口の動きで「いらっしゃいますよ」と教えてくれた。ならばよい。

「……改めて、先日の謝罪に参りました。怖こわい想いをさせてしまって、本当に申し訳ありませんでした」

　ですが、と。朧月は息継ぎのついでに腹に力を入れ直す。

「孫そん家の姫君でいらっしゃる方に、あんなふうに構かまっていただいたことは、とてもうれしかったです。情なさけない話ですが、わたしは星彩のような幽鬼を除けば、同性の友達というものがいませんので……」

　実を言えば、桃凜の件をどうすればいいのか、昨夜までは何も思いつかなかった。情けないことに。──だが、蒼そう刻こくの亡なくなった友・迅じんに対する繊せん細さいで誠実な気持ちのあり方にふれたのがきっかけで、考え直した。

　怖がられた。拒絶されている。それを言い訳にして引いてしまったら、過去の幼おさななじみの件で後味の悪い想いをしたことの、繰り返しにしかならない気がしたのだ。

　だから、らしくないのを承知の上で、こうして桃凜に突撃した。伝えることで、何かが彼女の心を癒いやすのを願って。

「恩を仇あだで返す真ま似ねをしてしまって、後こう悔かいしています。でも、ありがとうございました。見立てていただいた凌りよう波は風の衣い裳しようはすてきでした。あなたの詩のようなお話は、聞いているだけで心地ここちよかったです。……それをお伝えできずに別れるのは嫌いやだったので、お邪魔してしまいました。自分勝手ですみません」

　失礼します。そう言って早々に去ろうとした朧月の目の前で、ふいに扉が開いた。

　驚き固まった朧月の前に、綺き羅ら姫ひめその人が顔を出す。

　予想外の対面だった。憔しよう悴すいしているのかと思っていたが、まったくそんな様子はなく、ひたすら気まずげに口の端を曲げながら、朧月を横目でうかがっている。

「桃凜さま……？」

「……まったく。そなたに先に攻めこまれるとは思わなかったぞ」

「あ、申し訳ありません。わたしたちはすぐに失礼いたしますので、では……」

「たわけ、帰るやつがあるか！」

　手しゆ刀とうでぴしりと額ひたいをこづかれ、目を白黒させている間に、室内に引っ張りこまれた。後からついてきた星彩は、桃凜に姿を見られないように巧たくみに彼女の死角や物陰に移動しながら、こちらを見守っている。桃凜に手をつかまれた朧月は焦あせった。

「桃凜さま、わたしにふれると幽鬼が見えてしまい──」

「見せてみよ」

「え」

「わらわは己おのれを鍛きたえていたのだ」

　真顔で宣言される。朧月は思わず、桃凜を上から下までまじまじと見てしまった。

「……不調法ゆえに見ただけでわからず申し訳ないのですが、ちなみにどのあたりの筋肉を鍛えていらしたのですか？」

「身体からだではない、心だ！」

「こころ？」

　桃凜が、部屋の中央を指さした。

　瑪瑙めのうを象ぞう嵌がんした漆うるし塗ぬりの方ほう卓たくの上に、雑然と書物が山積みにされている。

　はっと目をみはったのは、その大半が、朧月にも見覚えのある題名だったからだ。

『八はつ州しゆう幽ゆう記き』『華か国こく夜や譚たん』『見けん聞ぶん異い辞じ』『四し海かい幽ゆう明めい録ろく』──

　どれも、幽鬼や死者にまつわる話を集めたものだ。

（これを全部、読んで……？）

　幽鬼が怖いはずではなかったのか。

　どんな表情をすればいいのかもわからないまま、無言で振り返ると、空いている手を腰にあてた桃凜が、誇ほこるように胸をそらした。

「幽鬼や怪奇現象への耐たい性せいをつけたかったのだ。怪談鬼話の類たぐいをここの蔵ぞう書しよ楼ろうから借りて読んだり、様子を見にきてくれた白びやつ虎こどのや藍らん志しに朗ろう読どくしてもらった。藍志の声も眠たくなる誘惑に満ちていたが、白虎どのの朗読もすばらしかったぞ。……いささか迫はく力りよくがありすぎたがな。本命の恋人がいるという話を聞いていなければ、特注の檻おりでさらっていたところだ──と、いや脱線した、肝かん心じんなのはそこではない」

「……ですよね」

　朧月はまだ面食らったまま訊きき返していた。

　──幽鬼や怪奇現象への耐性をつけたかった。その言葉が頭に反響している。

「もしや……わたしや星彩に接しても、大丈夫なように、ですか？」

「もしやも何も、それしかなかろう。でなければあんな、夜中に一人で寝られなくなるものなど読むものか！　まあ、それはそれで、この龍臥園の選より抜きの可か愛わいい侍じ女じよに添い寝してもらえるという役得めいたものがあったが」

「このために、黄こう陽よう州にお帰りにならずに滞たい在ざいを延ばされたのですね……」

「あたりまえだ。幽鬼が嫌いでそなたとの関係もどうでもいいのなら、わらわはとっくの昔に我わが故郷に戻っているぞ」

「ですが──なにゆえに、そこまで無理をしてくださるのですか？」

「……ま、わらわも友達が少なくてな。そなたのように、わらわに嫌な顔をせずについてきてくれる者は貴重だ」

　ご機き嫌げんで饒じよう舌ぜつな桃凜にしては小さくて薄暗い声調は、彼女が意外と寂さびしい想いを知っている人なのだと伝えてくる。朧月はどこか仔こ犬いぬのような桃凜を撫なでてあげたくなった。

「先日は……気分を悪くしたであろう？　わらわも謝あやまる。わらわは昔から、幽鬼や怖い話がちょっとばかり苦手でな」

「……ちょっと、でしたっけ？」

「……あまりつっこむでない。いくらわらわでも気まずいではないか」

　ちょっとで済む怯おびえ方ではなかったことは、これで永久にふれない話題と化した。

　桃凜の拗すねたような表情が可愛くて、胸がぽっと温まる。

　夕焼け色の瞳ひとみとかち合い、どちらからともなく表情を和なごませたとき、星彩が桃凜の背後からひょっこり顔を出した。

「あ、二人だけで仲よししないで、あたしも混ぜてくださいよぅ」

「ひぃいやああああああああああああ!!」

　朧月はものすごく高い大だい音おん声じようを間近で浴あびせられた。耳が痛い。桃凜は、今は見える星彩に全身でぷんぷんと怒る。

「大たわけ！　背後から急に声をかけるでない！」

「驚かしたつもりはないすけどねぇ。幽鬼になってから長いんで、どろんと出る癖くせはついちゃってますけど」

「桃凜さま……ご無理はなさらないでくださいね？　星彩も、悪戯いたずらは厳禁」

　濡ぬれた仔犬のようにぶるぶると首を激しく振り、桃凜が胸を張った。虚きよ勢せいで。

「んむ……だ、大丈夫だ！　恐怖に駆かられたときは助すけ平べなことを考えるといいそうだし、わらわもどうしても怖くなったら、そなたの胸元を見つめてやりすごすぞ」

「あらやだ。あたしのここは、張ちようさんのための窪くぼ地ちですよん？」

「窪地ではなく谷間であろう。透すけているのが怖い──いや残念だが、理想的な谷間ならわらわはなんとか耐えてみせる！」

「…………なんの話をしていたんでしたっけ」

　先ほどまでの感動がきれいさっぱり霧む散さんするような、脱力する胸の谷間談義だった。
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　幽鬼関連の書物は、いったん別の場所へと移されて。

　朧ろう月げつと星せい彩さいが、桃とう凜りんとともに囲んだ方卓には、涼すずしげな青せい磁じの茶器や色とりどりの茶ちや菓が子しが花びらのように散りばめられていた。

　傍かたわらに引き寄せた衣い裳しよう櫃びつから、桃凜が、まるで蜘く蛛もの巣のように繊細な糸の飾り編あみをとり出した。

「これが西方から輸入されはじめたレースだ。まだそうと言ってもピンとこない者が多いから、わらわは『彩さい糸し華か』という字をあてておる」

「糸で彩いろどられた華はな、ですか。なかなかときめく字じ面づらっすねぇ」

　円形のものや帯状のものなど、形も編み方もさまざまな彩糸華は、乙女おとめ心ごころをくすぐる魅み力りよくに満ちている。

「そうであろう、星彩？　このまま化け粧しよう台だいや茶器の上にかぶせても目に楽しいし、我が国の衣裳の裾すそなどにあしらっても華やいだ味わいが出てよいと思うのだが、わらわの予想よりは売れ行きがにぶくて悩んでおる」

「見慣れない素材を最初から衣裳にたくさんとり入れるのは、勇気が必要だと思いますので……。まずはこのくらいから、控ひかえめに使っていただくのはいかがでしょう？」

　桃凜が持参してきたという予備の鞋くつ（なんと鞋専用の金ぴかの鞄かばんに詰められていた）をお借りして、朧月は短く切った彩糸華を縫ぬいつけてみせた。歩く際に、裾からそっと彩糸華が見え隠れするように。

「おお、これは可愛いな。お持ち帰り決定だ！」

「気に入っていただけて、光栄です」

「そなたは裁さい縫ほうが得意なのか」

「はい。実家では、内職で鞋づくりをしております」

「鞋か！　鞋はよいな、足元の華やぎは女おな子ごにとって行動力の源になる。わらわも実家には二百ほど集めておるぞ」

「二百!?　それはもう……ひと財産ですね」

「鞋も布も衣裳も一いち期ご一いち会えぞ。欲しいと思ったらすぐに買い、迷ったらやめる、というのを繰り返していたら、いつのまにかそうなっただけだ」

「あ～わかりますわかります。鞋って女性好みの『可愛い』や『きれい』が凝縮された、一種の芸術品っすよね。自分の足にぴたりと似合って履はきやすいのを買えたときは、大げさですけど運命感じちゃいますもん」

　朧月と桃凜の鞋談義に、普段は足のない幽鬼にしては熱のこもった語りが入る。

　──楽しい、と思った。

　実家で引きこもっているときや、蒼そう刻こくといるとき、気心の知れた幽鬼とくつろぐときとはまた違う楽しさだ。桃凜は名家の姫君だがかなり破は天てん荒こうで、それでいて自分の考えを表現する言葉が豊かで、聞いていて飽あきない。

　桃凜に星彩が見えるように片方の手だけ軽くつないで話さねばならない不自由ささえ、今は刺激になっていた。

「ところで、朧月。そなたについて気になっていることがあるのだが」

「……改まって、なんです？」

　お茶を煎いれ直していると不意に振られて、朧月はきょとんとした。桃凜は拗ねたように口を尖とがらせている。

「劉りゆう蒼刻とは本当に飼かい主ぬしと珍ちん獣じゆうという関係で、そなたは満足しているのか？　弱みでも握にぎられているのではないか」

「いえ、そんなことはありません。以前も申し上げたとおり、わたしが胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりなので、蒼刻さんが調教……もとい、躾しつけをしてくださっているので」

「待て、さっそく不適切な表現があったぞ!?」

「不適切……引きこもり、というところですか？」

「たわけ、そこではない！　わらわと歳としも変わらぬ男女で、調教とは何事だ」

　破は廉れん恥ちすぎると、桃凜はぷんぷんと憤ふん慨がいする。

「いかがわしい。まったくもって、いかがわしい。未婚の男女の交際としては如何いかがなものかと思うぞ」

　星彩が「結婚したらいいんすか？」と非常にもっともな指摘をもらしたので、思わずむせそうになりながら、朧月は口を開く。

「いえ、いかがわしいことは何も──」

　していませんと断言するべきだった。そのつもりだった。

　けれども蒼刻がおそらく無意識にしているはずの表情や吐息や話し方や接触に、過か剰じように反応して、誑たぶらかし顔だ誑かし声だと動揺してしまう自分がいることを思い出した。それを考えると──

「違います。いかがわしいのはわたしだけです、きっと」

「？　なんなのだ、急に自じ虐ぎやくなど始めて」

「朧月ちゃんはだいたい毎日こんな感じっすよ。最近は武官さんに心を揺さぶられまくってるんで、以前より起伏は激しくなったかもですね」

　……自分のことを頭越しに話されると、なんとなく恥はずかしい。

　まあ、芯しんが強いのか、幽鬼は大の苦手と言いながらも、桃凜が星彩に早くもなじんでくれているのは幸いだが。幽明の境に隔へだてられていても、話やお洒落しやれ感覚の合う二人を仲よくさせられたのは感無量で、朧月にちょっと誇らしい気持ちを味わわせてくれた。

　星彩が「聞いてくださいよ奥さん」みたいなノリで言う。

「たしかに飼い主と珍獣みたいな関係ですけど、武官さんは朧月ちゃんを『娶めとる』ってちゃんと言ってくれましたから。あたしは微笑ほほえましく見守ってますよん」

　朧月は動揺で、茶ちや杯はいをとり落としそうになった。

　え、ちょっと待ってそこまで言ってしまうの!?　とつっこむ暇いとまもなく、今の自分にとっては一番気になるあれこれまで星彩に暴ばく露ろされ、非常にいたたまれなくなるが。

「んむ。娶るとは言われたが、惚ほれたとは言われておらぬのか？」

「え」

　予想外の指摘に、朧月は動きを止めた。星彩が頰ほおをかく。

「まあ、惚れたとか好きとかは……」

「……言ってません」

　蒼刻はおろか、朧月も言っていない。そう思うと歪いびつな関係であり──

（娶るって……実は、そういう意味ではないとか？　まさか？）

　冷や汗が背を伝い落ちた。

　その後の話は好みの殿との方がた──これは桃凜と星彩では正反対だった──へと転がっていってしまったが、朧月はどうしても蒼刻から言われたことを思い返す作業から意識が離せなかった。
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　夜半、緑りよく霞か楼ろう。昼の間は別件で動いていて、龍りゆう臥が園えんを離れていた蒼そう刻こくが帰ってきた。

「──というわけだ。如じよ海かいのおっさんとかにも話を聞いたが、あの髑髏どくろの幽鬼が言っていたことの裏付けはだいたいとれた」

「そうでしたか……。では、あの幽鬼が望んだとおりに？」

「ああ。──決行は明日の夜だ。一カ月以上も好きにさせちまったが、あんなおぞましい禁制品なんか流した上に、劉りゆう家を舐なめた真似した報むくいは受けてもらう。少々多めにな」

　──髑髏の幽鬼が訴うつたえたのは、海岸沿いの岸壁にある洞どう窟くつのひとつにいかがわしい連中が隠れ処がを作っているという内容だった。

　禁制品まで扱う連中だそうで、彼らのせいで、冥めい府ふに往いかず青せい苑えん州の海に留とどまる幽鬼たちまで迷惑をこうむっているのだという。それを伝えたいと一いち途ずに陸おかの生せい者じやたちに向かって念じていたところ、藍らん志しが夢でそれを受けとってしまったらしい。

「どうした。顔が暗いな。綺き羅ら姫ひめと仲直りするので、一日分の体力使っちまったのか？」

「え。あ……まあ、そうかもしれません。午後には張ちよう角かくに『字に気合いが足りない』とか叱しかられながら、ずっと霊れい符ふ作りをしていましたし」

　蒼刻の表情がふわりと和む。朧月もお気に入りの、無意識に人たらしな笑顔だ。

「がんばったな。──五年ぶりにできた『生きてる人間の』女友達があの綺羅姫ってのも濃こゆいし、俺としてはあまり仲よくされても複雑だが、人間怖いのおまえが努力して報われたのは、単純によかったと思うぜ」

　ぽん、と最後に朧月の頭を撫ぜて、蒼刻が踵きびすを返した。

「じゃ、今日は早めに寝ろよ」

「……はい。蒼刻さんも、お疲れさまでした」

　いつもどおりに青年の背中を見送った後で、長いため息をつくと、朧月は窓辺の椅い子すにずるずると座りこんだ。

　娶るという宣言に深くつっこまぬまま流されている、という自覚は一応あったが──

　わたしを好きですか。娶ってもいいと思うくらいには、好きなのですか？

　──……などと、真正面から訊けるわけがない。

　朧月は机に突っ伏した。そんなことを他人、しかも意識している殿方に直接言える性格だったなら、筋金入りの引きこもりにはならなかった。胡乱で脆弱で粗忽で弱腰で陰気で愚鈍で阿呆で田舎者の引きこもりを、甘く見てもらっては困る。

（いや……ちょっと待って）

　娶る。結婚する。結婚とは、すなわち──

「……一緒のお墓に入ること、とも言うわよね」

　半月前に月げつ蝕しよく領りようで再会したときは、真剣に生死がかかった状況だった。

　ならば蒼刻が「俺はおまえを娶る」と言ったのが、おまえと一緒になら死んでも悔くいはない云うん々ぬんという、戦場で武人が交かわす類の言葉だった可能性もなきにしもあらずか。死んだら一緒の墓に入ってもいいぜ！　とかいう。

　我われながら解釈が力技だという自覚はあったが、悩みだすと止まらない性格である。

　椅子の上でまるまって悶もん々もんとしていると──

「──事情はよくわからないが、君は今、非常にくだらないことを考えてはいないか？」

　冷ややかなつっこみに驚き、朧月は視線を上げた。腕組みをした張角が、白しらけきった顔でこちらを見ている。

「急に話しかけないでください……びっくりしましたよ。いつもは幽鬼みたいに、黙だまってわたしに憑ついてきているのに」

「実際に幽鬼だがな。それはさておき、下へ手たの考えで時間と思考を無む駄だ遣づかいしているくらいなら、先日出した課題にさらに追加しようと思うのだが？」

「すいません容よう赦しやしてください。明日は忙しいことになりそうですから」

「賊ぞく退治か」

　張角は褒ほめるでも貶けなすでもない、冷静な声で言った。

「君たちも暇がないな」

「玉ぎよく龍りゆう節せつで外部の人間がたくさん出入りする時期なので、劉家の私兵や自警団はそちらで手一杯だそうなんです。国軍に援助を要請しても、到着までに一週間ほどかかってしまうらしくて」

　それに、蒼刻が言ったのだ。

　──『俺は国軍にいるせいで、劉家の仕事はあまりできないからな。たまには二の若様らしく奉仕しとくのもいいだろ』

「わたしは、そういう蒼刻さんがすてきだと思いますから。少しでも協力したいです」

「そうか。せいぜい転ばないようにしてもらいたいな」

　皮肉っぽく言われて、朧月は頭をかいた。反論できない。

「張角はどうしますか？」

「私の得意分野は『封じる』系統だ。賊退治などという攻撃的な技術はあまり身につけていないから、劉蒼刻の手助けはできんな。せいぜいが君の見張り程度だ」

「それは……もし手助けができたら、してくれるお気持ちはあったのですか？」

　意外な気がしてしまって問いただすと、張角は露ろ骨こつに面倒くさそうな顔つきをした。

「君は頭の回転と記憶力は悲しいくらい低いのに、妙みようなところで聡さといな。──私が月蝕領で身命を尽つくしたのは、この神しん華か国の平安を守る助けに少しでもなりたいという、凡才には過ぎた願望のためでもある。一度死んだからといって生しよう涯がいの浅ましい願望を捨てられるほど、残念ながら私は悟さとった人間ではない。そういうことだ」

「──……あなたも罵ば詈り雑ぞう言ごんはわかりやすいのに、それ以外はやけに遠回しな言い方をしてませんか？」

　琥こ珀はく色いろの瞳に一瞬だけにらまれた。図星かと、ひそかに気分が浮き立つのを自覚した。

　皮肉まみれの言い方をしているが、やはりこの人の根は善性だ。

　朧月はくすりと笑った。あなたは善よい人ですと讃たたえる代わりに、こう言った。

「あなたの新しい名前、がんばってきれいな響ひびきと字のものを考えますね」

「君はまだその無意味なこだわりを捨てていなかったのか」

「好きにしろと言ったのは、あなたですよ」

　ねえ？　と傍らでにやにやしながら話を聞いていた星彩に話を振ると、彼女も楽しげにうなずいてくれた。
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　翌日。

　夕明かりに照らされる、海かい豊ほうの港からはだいぶ離れた、人ひと気けのない海辺。

　切り立った濃のう灰かい色しよくの岩壁が続く殺さつ風ぷう景けいな海岸線沿いには、裂さけ目のような洞どう穴けつの入り口がいくつもある。

　風が吹き抜けると不気味な音を発するもの、溺でき死しした船乗りや心中した若い男女の骸むくろが何度も打ち上がったことのあるもの、陸おかで起こった殺人事件で骸の隠し場所にされたことがあるもの、海かい賊ぞくたちのねぐらだったが仲間割れをして凄せい惨さんな殺し合いの血に穢けがされた過去を持つもの──

　そんないわくつきの洞穴には事欠かず、怪談鬼話もいろいろと生まれている。おまけに漁や船のために利用できる場所でもないとくれば、あたりまえだが人は寄りつかない。海豊の子供がたまの肝きも試だめしに、一番行き来しやすい洞穴の周りをうろつく程度だ。

「この真下だそうだ」

　固かたくなった麵めん麭ぽうを無理やり真まっ二ぷたつに割った断面のような、直角に近い、でこぼこした絶壁だ。

「何か感じるか？　朧ろう月げつ」

「……なんとなく、ですけれど。月げつ蝕しよく領りようほどではありませんが、嫌いやな感じがします」

「言っておくが月蝕領に瘴しよう気きが満ちたのは黄こう魔まのせいだ。あれを封じていられた間なら、ほかの山奥の邑むらと大差ない」

　朧月のたいへんぼんやりした感覚とは違い、長い歳月をかけて凡ぼん庸ような才を研とぎ澄すませた道どう士しである張ちよう角かくは、この周辺の異質さを的確に見抜いたらしい。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみであたりをざっと眺ながめわたして、口の端をわずかにゆがめる。

「──襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんのような結界だな。最初はそれなりの道士が構築したようだが、その後の維い持じがずさんに過ぎる。これでは遅かれ早かれ結界が機能しなくなって、この周辺で抑えこまれていた幽ゆう鬼きの念や瘴気で穢されるだろう」

「穢されると……月蝕領のようなことになってしまうのですか？」

「さすがに、あれほどの惨さん事じは起こらない。だがこの付近に魚や海鳥が寄りつかなくなったり、人間が通りかかると体調を崩くずす程度のことにはなるかもしれない」

　朧月の問いに静かに答えると、張角は、蒼そう刻こくの傍かたわらにいる白びやつ虎ことその恋人を一いち瞥べつした。

　星せい彩さいと張ちようさんは、なぜか無言でうなずく。

　なんだろうと朧月が二人を交互に見ていると、藍らん志しが口を開いた。

「じゃ、兄さん。僕は朧月さんを近くの浜辺まで案内しておくね」

「頼んだぞ。何かあったら俺を呼べ」

「呼んだら飛んできそうで怖こわいよ兄さん」

　弟と軽口を叩たたき合った蒼刻の目が、こちらを向く。甘さのない、武人の目だ。

「そっちはまかせたぞ」

「はい。──いってきます」

　朧月はうなずき、藍志とともに疎そ林りんの中の道なき道を進んでいった。
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　命綱一本だけで、蒼そう刻こくは身軽に、断だん崖がい絶壁を下りていった。このあたりも、あの兇きよう悪あくな兄の無茶ぶりだらけの修行で飛び回ったところだ。

　隙すきあらば鯱しやちと戦わせようとする兄と過ごした頃に比べれば、賊の拠きよ点てんに一人で挑いどむことに恐おそれる理由はない。

　ほかに比べれば上部が平へい坦たんな岩に下り立つと、蒼刻はすかさず手近な岩陰へと走った。使った縄なわは絶壁の上にいる星せい彩さいたちが回収してくれる手て筈はずだ。

「見張りはいない、か」

「では、ひとつ不届き者どもを懲こらしめてくれようか」

「おう──」

　ごく自然に答えかけた手前で、その聞き慣れた低い美び声せいの主ぬしがここにいるはずがないことを蒼刻は思い出した。

　声のした斜ななめ後ろを振り返ると、そこには見たことのない男がたたずんでいた。

「……って」

　五い十そ路じか六む十そ路じ手前といった年頃の、長身で肩幅のしっかりした男だ。袍ほうに縫ぬいとりの腰帯。何も知らなければ武芸の達人かと思わせる体たい軀くだが、武人の堅かたさよりは無ぶ頼らいの旅人めいた悠ゆう然ぜんとした余裕を感じる。

　白しら髪がまじりの黒くろ髪かみをうなじで束たばねており、顎あごから頰ほおにかけての輪りん郭かくを髭ひげが飾っていた。

　目元などにくっきりとしたしわはあるが、枯れた弱々しさはなく、むしろ業ごうを受け容いれた者特有の深みと温かさをたたえる、淡あわい青色の双そう眸ぼうを際きわ立だたせていた。

　自信に満ちた物腰からにおいたつ、熟しながらも落ち着いた男の艶つや──

　思わず声が出た。

「だれだよ!?」

「なんじゃ、わからぬのか？　おぬしも意外と友達甲が斐いのない男よ」

「その声ですぐ気づいたけど、つっこみぐらいさせろよ。──張ちようさん」

　からかうような響ひびきに眉まゆをひそめつつ、蒼刻は改めて男を見上げた。

　とびきり低い美声。

　白虎の口からは何度となく聞き、耳慣れていたはずだが、生前の姿から放たれると改めて印象深い。彼が生きた時の重みを、その姿を見ると強く実感させられるせいか。

　幽鬼なので半なかば透すけた姿にもかかわらず、その重厚な存在感は、白虎の身体からだのときと何も変わりなかった。
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「なんで突然そんな姿になってるんだよ」

「換かん毛もう期きじゃな」

「なるほど冬毛が抜けたから、そんな姿に──ってなるわけないだろ!?」

「うむ。完かん璧ぺきなつっこみだ、蒼刻」

　張さんはにやりと笑った。褒ほめられた気がしない。

　白虎のときと同じ印象を与える笑い方だが、人間の姿だと、ちょい悪そうな男の渋しぶみや色艶といったものを強く感じさせる。

「おぬしにも儂わしの生前の姿を披ひ露ろうしておこうと思ってな。どうじゃ。惚ほれ直したか」

「戯ざれ言ごとばかり言ってると蹴けるぞ」

「さすがのおぬしもまだ、素す手でで霊体を打てるほどの域には達しておるまい？　──ま、簡単に説明するとだな蒼刻」

　ぽん、と。肉球ではない大きな手が、蒼刻の頭の上に乗る。

　霊体だからなのか温度はない。冷たくはないが、生せい者じやのような温ぬくもりもない。

　頭を撫なぜられるなんて苦手なのに受け容れてしまったのは、この状況に、不思議な感かん慨がいを抱いてしまったせいだ。

「先だっての月げつ蝕しよく領りようでの一件で、儂は失われていた記憶をとり戻したじゃろう？　おかげで、生前に身につけていた道術や武術の心得なども思い出してな。ここに滞たい在ざいして、おぬしと姫たちを待つ間に、儂の在ありように興味を持った藍らん志しの協力を得て、以前よりも魂こん魄ぱくや気の流れを高めておったのだ」

「それで幽ゆう体たい離り脱だつができるようになったのか？」

「ただ霊体で顕けん現げんしただけではないぞ。こうして密度を調整すれば、物にふれることもできる。この意味、わかるな」

「──ああ」

　幽鬼が見えない者を、背後から渾こん身しんの力でぶん殴なぐれる。そういう兇悪な戦力になったということだ。蒼刻が今腰に佩はいている刀は兄から贈おくられたもので、幽鬼であろうと断ち切れる代しろ物ものだったが、それでも張さんは敵に回したくないと思う。

　身じろいだとき、爪つま先さきに何かがふれた。石よりも軽くて硬かたい、褪あせた白の塊かたまり。

　──人間の、骨のかけらのようだ。

　ここを隠れ処がとする賊は、並の禁制品は扱っていない。

　墓地から盗んできた人骨を砕くだいた粉だとか、ある種の毒どく性せいがある貝かい殻がらといった、道術をかじった程度の者にも扱える、呪じゆ詛その材料ばかりそろえている。漁船に化ばけた船に積んで密売することも、普通に街中でこっそり売ることもあるそうだ。

　呪詛で死にかけた経験があるだけに、蒼刻にとってはいっそう、不ふ愉ゆ快かい極きわまりない。

「それにしても、なんだって幽体離脱までしてついてきたんだよ」

「──張ちよう角かくどのと話をした。人骨を砕き呪詛の材料として売る所業、もしかしたら黄こう巾きん賊ぞくに連つらなっていた者の所業かもしれんとな」

「！」

「だが張角どのは姫のほうを支えるというので、儂がこちらに残党退治に来た。──死したとはいえ儂も月蝕領の一族として、捨て置けぬ」

　深刻な話から一転、男の頰ほおに温かな笑みが浮かぶ。

「それに、おぬしが強くなっているというのに、儂だけが安あん穏のんとはしておれんからな」

「六十路だろ。別に楽らく隠いん居きよしてたっていいんじゃねえのか？」

「安心せい、心は十七歳だ」

「……そんな渋い声の十七歳はないだろ」

「と言われてもな。儂は十歳で声変わりしてからこのとおりの声だぞ」

「マジか」

　それは凄すさまじい十歳だなと思いつつ、蒼刻は改めて張さんの姿を見直す。

　……美女と白虎の姿でいちゃいちゃしていても目のやり場に困った星彩との絡からみだが、この人間の男の姿で想像し直すと、桃もも色いろ空気だとかあきれるのを通り越して、教育上たいへんよろしくない構図になった。

　さらに以前、蒼刻自身が白虎の腹枕まくらでうたた寝してしまったことまで思い出し──

　人間の姿で置き換えそうになるのを、急いで頭を振って中断した。これから戦うのに、精神的に自爆してどうする。

「なら、白虎の身体にはきちんと戻れるんだな？」

「心配はいらぬ。今までにも何度か、霊体で我わが姫といちゃつくために、何度も同じことをしていたからのう」

「未いまだかつてないほど心配して損した！　くそッ」

　洞どう窟くつの奥に進むと、入り口付近とは違って、明らかに人が入った痕こん跡せきがあった。

　まるで港の船着き場のように岩の形が整えられている上に、太い縄や帆ほ布ぬのの類たぐいや船材があちこちに散在している。

　さらに奥には、本来ならありえない光が見えた。油の燃えるにおいもする。賊が最さい奥おう部ぶで灯あかりをつけているようだ。人の声も聞こえてきた。

　張さんとともに岩陰を巧たくみに移動して近づくと、無数の木箱が積まれた場所にさしかかった。神しん華か国だけではなく、諸外国の焼印が押されたものもある。

「怪奇現象の噂うわさで人を遠ざけておいて、掠りやく奪だつした品や禁制品を少しずつ捌さばく。……髑髏どくろの幽鬼が言ってたとおりみたいだな」

「古来より使われている、単純だが有効な隠れ処だな。ここの存在がいよいよバレそうになったら、別の洞窟を探せばいい。帆ほ柱ばしらをいったん解体して船をここに引きこみ、すべての荷や船材を積んでまた海に出れば、ひと晩で引っ越し完了じゃ。熟練の船乗りが仲間にいるのかもしれんな」

「熟練のくせに、人生裏街道か。一発拳こぶしで殴りたいな」

「ただ、船乗りは迷信深い者も多いからな。こうして幽鬼に怨おん念ねんを持たれないように予防はがんばっている」

「ああ──封じのしるしか」

　──壁のところどころには、魔を封じる象徴の五ご芒ぼう星せいが刻きざみこまれていた。月蝕領でも無数に見たものだ。

　薄暗がりの中で、張さんの口元が皮肉げにゆがんだ。

「沿岸の人々を悩ませる、海月くらげどもの退治か。狼おおかみと虎とらで挑むには、ちと物足りんな」

「その身体の肩慣らしにはちょうどいいんじゃねえか？」

「ふ。──では、ゆこうか」

　張さんが低い声で言うのに蒼刻がうなずいて、二人が動いた数十秒後──

　賊にとっては安全な隠れ処であったはずの洞窟に、阿あ鼻び叫きよう喚かんの騒ぎが反響し、さながら地獄絵図となった。
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　海岸から疎林を抜けて道へと戻り、涼りよう轎きようで移動した先は、以前に髑髏を抱かかえる幽鬼と出逢ったあの場所だ。人ひと気けのない、劉りゆう家以外は立ち入れない砂浜。

　朧ろう月げつに同行してくれたのは、藍らん志しと張ちよう角かくだ。星せい彩さいと張ちようさんは、一人で洞窟に乗りこむ蒼そう刻こくの手助けができるかもしれないと言い、先ほどの断崖に残った。

（張さんをあの崖がけから下ろすわけにはいかないし……どうするのかな？　星彩が蒼刻さんを補佐するとか？）

　いまひとつ予想はつかないが、信頼はできる。

　わたしはわたしの役割に集中しておこう。蒼刻さんと違って、余裕などないのだし。

　そんなふうに考えて、砂浜に降りたつと、朧月はまず鞋くつを脱いだ。素足に慣れない砂や小石の感触が張りつく。やわい風が背を押し、長い黒髪や衣い裳しようの裾すそをなびかせた。

「僕はここで待機していればいいんですか？」

「そうですね……。やはり、見えませんか？」

「はい。夢では見られても、現実では朧月さんにふれていないと駄目みたいです。でも、なんとなく、空気が違う気はしますね」

　藍志があたりを見回しながら、めずらしく戸と惑まどいがちに言う。

　朧月はそうなのかとうなずき、視線を海へと戻した。日が落ち、次第に空の藍あい色いろとの境目があいまいになっていく海の色。その上に、白い死に装しよう束ぞくに黒髪の幽鬼はすでに現れている。その手に、今日は髑髏を抱いていない。

　──『人ならざる者が此方こなたへと手渡すのは、穢れか混こん沌とんの表象なり』

　桃とう凜りんも読んでいた怪談の一説を思い出す。

　幽鬼がこちらに何かを渡してくるとしたら、それは不吉なものでしかないと。

　だが、この幽鬼は──この人は、そうではない。

「大丈夫です。見ていてください」

　朧月は、足の指が波にちろちろとくすぐられるところまで進み出て、幽鬼へとそう声をかけた。

《おたのみいたします、おひめさま》

　幽鬼は、わずかに微笑ほほえんだようにも見えた。

　ゆっくりと深いお辞じ儀ぎをしてその姿をかき消す。

　──彼女は本来ならば、そっと静かに未練も忘れて、冥めい府ふに降りるはずの魂魄だった。

　しかし洞窟で賊に骸を穢されたせいで、わけもわからぬまま地上に留とどめられるはめになった憐れな死者たちに同情して、救ってくれる存在をずっと探していたらしい。

「では、……よろしくお願いします」

　朧月は最後にもう一度、藍志を振り返った。彼はいわば、うっかり者の朧月が足をすべらせたりして海でたいへんなことにならないように来てくれた、世話役だ。

　藍志は微笑んでうなずいた。

「僕は兄さんみたいに強くないですけど、綺き羅ら姫ひめさまよりは幽鬼を怖がりませんから、気にしないでください」

　お辞儀をして、再度海へと向き直る視界の端に、陽かげ炎ろうのように白衣裳の裾がちらつく。

　先ほどの幽鬼よりも澄んだ白のそれは、張角の衣裳だ。琥珀色の目が、こちらを射る。

「せいぜい転ばないようにな」

「わかりました。──師し父ふ」

　ふと思いついてそう呼びかけると、張角は軽く目をみはり、それから居心地が悪そうに眉をしかめた。

「私は君のように粗そ忽そうな一番弟子を持った覚えはないぞ」

「……新しい名を決めるまでの、とりあえずの呼び方としては、いいと思ったのですが」

　萎い縮しゆくぎみに言うと、張角は渋々といった感じで肩をすくめた。

「まあ、ただの便べん宜ぎ上じようの呼称なら構かまわん。名など記号だからな。では、そんな些さ末まつ事じはさておき、あちらの行動を待つと──」

　しようかと張角が言い終える前に、混こん沌とんそのものに見える暗い海面がざわめいた。ように見えた。

「解といたか、燕えん博はく」

　張角が朧月に聞かせるわけでもなく、ぽつりと白虎の本当の名をつぶやいた。

　海でも山でも「賊」と呼ばれる者は意外に信心深いというが、あの洞窟に秘密の拠点を構えた賊もそのとおりで、瘴気や幽鬼の活動を封じたり、幽鬼が留まらないような霊れい符ふやまじないを多数ほどこしている。ただし霊符の出来が悪いのか効果が半はん端ぱで、そのためになぜか中途半端に地上に留められた幽鬼が残っているのだそうだ。

　と張角が、洞窟を見ただけで分析してくれた。

（張さんが、蒼刻さんと一緒に行動しているのか……）

　その封じを解いて幽鬼たちを自由にし、迷わぬように冥府へと送ってやるのが朧月の役割だ。張角の無言の圧力を放つまなざしにうなずいて、朧月は視線を落とした。

　暗い水面にはいつしか、白く透ける花のようなものが無数に揺らめいている。

　手だ。

　犠ぎ牲せいとなった無数の幽鬼の手。そのひと振りごとに、海上の空気が重く冷たくなる。

　そのすべてと重ね合わせることはできない己おのれの手を、朧月は海面へとふれさせ、そっと瞑めい目もくした。もがきのたうつ幽鬼の気配が、肌はだに直じかに伝わってくる。まるで死にかけの金魚を手で作った器の中にすくい上げたかのように。

　その金魚を、静かな泉の中へとゆだね、弔とむらいの代わりとする情景を頭に思い描く。

　すると周囲で夢中でのたうっていた魂魄たちが、籠かごから放たれた鳥が自分が自由であることを思い出したように、いっせいに海の深くへと降りていくのを感じとった。朧月にはまぶたを開けても暗い海しか見えないが、そのはるか深奥には、迷まよい子ごをさし招く冥府への入り口があるのだろうか？

「…………」

　最後に、この惨状を教えてくれた幽鬼が再び現れたので翡ひ翠すいの目を向けると、彼とも彼女ともつかないその人は、朧月へとゆるやかに拱きよう手しゆすると、海中に溶とけて消えていった。

　そうすると先ほどまでの息苦しい空気の冷たさと澱よどみは去り、海の上には生ぬるい夜風が揺らぐのみとなる。

　──無事に、終えられた。

（冥界公こう主しゆについての手がかりは……特に得られなかったけれど）

　張角が教えてくれた呼吸法などを意識していたおかげなのか、以前に似たような状況で幽鬼を解放したときよりも、疲れが格段に少ないことに驚く。思わず張角に言った。

「すごいですね……本当に、道術ってきちんと学ぶと効果がこんなにあるんですか」

「君は途中で簡単に呼吸を乱していたがな。結果はよかったが、合格点には程遠いぞ」

「…………」

　冷やかに切り捨てられたが、まあいい。

　のたのたと陸地に戻ってこようとする朧月を見て、藍志はほっとした様子で駆かけ寄ってくると、手をさしのべてくれた。そつのない好青年の仕草だ。

「大丈夫ですか？　朧月さん」

「はい。これでもう、藍志さんは幽鬼の夢を見ないと思います」

　濡ぬらしてしまった裙くん子ずの裾をちまちまと絞しぼりつつそう言うと、藍志はちょっと意外そうに瞬きをした。

　それから困ったように笑う。

「蒼刻兄さんがあなたを構うわけを、またひとつ理解しました」

「……と、仰おつしやいますと？」

「幽鬼のことになると急に頼りがいが出てくるが、やっぱりどこか抜けていて、放ってはおけない。そう言ってましたよ」

　何度か蒼刻本人からも聞かされたはずの言葉だというのに、彼の弟から改めて聞かされると、またなんとも言えない気き恥はずかしさを感じて背がむずがゆくなった。
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　突然現れた銀ぎん髪ぱつ眼がん帯たいの青年の恐ろしいまでの刀の冴さえと、彼が何もしていないのに仲間たちが目に見えない腕で殴られたかのように次々と薙なぎ倒されるという異常事態に、洞窟にいた者たちは、あっというまに恐きよう慌こう状態に陥おちいった。

　刀一本で数十人と渡り合う青年の発した冷たい言葉は、逃げおおせた六人の耳にも未だに反響している。

　──『おまえら、罰ばちが当たったんだよ』

　──『俺には見えるぜ。魔の形ぎよう相そうをした幽鬼が、おまえらを縊くびり殺そうとしてるのが』

　──『骸をないがしろにした報むくいだ。見えない敵に嬲なぶり殺されるか、俺の刀であちこち削けずり殺されるか、選べ』

　選べるわけがない……！

　当座の資金のために手元にあった商品を持ち出す余裕さえなく、着の身着のままで逃げたのが、この六人だ。

　洞窟の隠れ処には、海が荒れた際にすぐに地上に避難するための細い裏口がある。

　仲間を見捨てて、ほうほうの体で岩穴を抜け、細い月だけが頼りの夜空の下に──

　出ると目の前はまばらな疎林なのだが、六人は思わず固まった。

「──お、くそ餓が鬼きが出てきた出てきた」

　太い樹の幹みきの一本に、からかうような声の主がたたずんでいたのだ。待ち飽あきたとでも言いたげに、芝居がかった空からあくびをひとつして。

「気の利きいた賊なら、逃げ道は確保しているだろうと思ったが、大当たりだったな。いくらここが人の寄りつかない場所でも、逃げ道はもう少し気合いを入れて隠そう！　ま、おまえさんたちに、この教訓を活いかす機会はないけどな」

　闇やみに溶けこむ黒灰色の袍で腰帯に刀という、酒しゆ楼ろうの用心棒めいたいでたち。

　だが片かた眼鏡めがねの向こうの青い瞳は、草そう蛇だや街がい鼠そなどと呼ばれるならず者ごときは視線だけで斬きり伏せそうな凄すごみがある。

　男はにやりと笑い、緊張感のまるでない口く調ちようで言った。

「まるで狐きつね狩がりだな。巣を追われた小こ狡ずるい狐が──一、二、三……六人か。半端だな、六人より七人のほうが雰ふん囲い気きがあっていい数字なんだぞ。今なら少し待っててやるから、もう少し仲間を連れてこないか？　うちの可愛い若様の負担も減って一石二鳥だし」

「だ、……黙れ！」

　ある意味では洞窟に現れた青年よりも得体の知れないものを男に感じた一人が、嫌けん悪おする虫を闇雲に叩き潰つぶそうとするかのように殴りかかった。

　それに対して男は、半歩も動かない最小限の身体のひねりだけで攻撃をよけると、続く動作で相手の腹に膝ひざ蹴げりを叩きこんだ。「ぐえ!?」ともれた悲鳴を引きずりながら、一人が疎林の奥まで吹っ飛び、地面に転がって動かなくなる。

　あっさり気絶した一人を、どこからともなく現れた老ろう執しつ事じ風の男が手早く縛しばり、どこかに引きずっていく。

　──この男とその配下は、自分たちを絶対に逃がさないつもりだ。

　背後は落ちたら命のない断崖絶壁という状況も、五人の絶望感に拍はく車しやをかけた。

　残り五人の戦意はもはや根こそぎ奪われていたが、降参するという選せん択たく肢しを、悪あつ鬼きのような男は与えてくれなかった。

「悪いが俺も歳としだ。元気がとり柄えの若造に、手加減してやりたいのは山々なんだが……」

　できそうにないから、けがしないようにがんばれよと陽気な笑みさえ浮かべて言い、その男──劉りゆう永えい貴きは、たちどころに残りの五人もぶちのめしたのだった。
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　その後──

「黒こく烏う州の姫君。我が海かい豊ほうのために協力していただき、感謝する」

「この城じよう市しを助ける力になれたのでしたら光栄です。わたしは、わたしができることをしただけですので……」

　きりりとした知的紳しん士しの表情で礼を述べる永えい貴きに、朧ろう月げつは恐きよう縮しゆくしきりだった。

　──直後に合流した蒼そう刻こくがそれを見て、「おいおいまだカッコつけてんのか親おや父じ」と半はん眼がんになったのは言うまでもない。

　賊は残らず叩きのめされて、しかるべき役人に引き渡し。禁制品は明日処分の予定。

　しかし完全に乾いた陸地で残党狩りなどをしていた面子メンツとは違い、膝まで海に入った朧月や、洞窟に突入した蒼刻はかなり濡れていた。

「蒼刻さん、お疲れさまでし──ッ……！」

「無理して歩くなって！　濡れた裙子とかが絡んでコケるぞ」

　実際に砂地につんのめった後では遅い助言である。蒼刻が抱き留めてくれたので、顔面から突っこむのだけは避けられたが、彼の衣裳も結構湿しめっていた。

　──そういうわけで、互いの成果を報告するのもそこそこに龍りゆう臥が園えんに戻ると、まず湯を使うことにした。

　名門の広大な邸てい宅たくだけあって、専用の壮そう麗れいな湯殿が用意されていた。地元の温泉を引きこんでいて、いつでも熱い湯を楽しめる造りは、たらいに湯を入れた行ぎよう水ずいが関の山の庶民からしたら夢のような贅ぜい沢たくだろう。

「……あたたかい」

　入る前に海水を流した素す肌はだに薄い浴衣ゆかたのみをはおって、朧月は内側にみがいた石を敷しき詰めた湯船に肩まで浸つかかっていた。長い黒髪もすでに軽く洗い、かんざしを使って後頭部で小さくまとめてある。

　気持ちよくなり、でろんと湯船の縁ふちに突っ伏したところで、喜劇が起こった。

「おい。だれか入って──」

　いるのか。そう問いかける声が途切れる。

「…………」

「…………」

　しばし続いた間抜けな沈ちん黙もくの中で、朧月と蒼刻はまじまじと見つめ合ってしまった。

　先に我われに返ったのは、蒼刻である。

「──よく温まってから出ろ！」

　ドガッ！　と壊れそうな音を立てて勢いよく戸口が閉められる。

　後に残された朧月は長いこと茫ぼう然ぜんとしていたが、じわりじわりと羞しゆう恥ちの感情に襲おそわれて頭を抱え、そのまま一気にのぼせかけた。







　しばし後、緑りよく霞か楼ろうにて。

「……さっきは悪かった」

「……いえ、わたしもお見苦しいところをさらしてしまって」

「たしかに目の毒だが──ってそんな馬ば鹿かな話をしに来たんじゃないさっきのことは犬に嚙かまれたと思って忘れろいいな!?」

　一瞬前の殊しゆ勝しような態度はどこに行ったのかという勢いで、息継ぎなしで一方的に命令されてしまう。

　普段なら「見られたのはわたしですよ」とつっこむ程度には図ずう々ずうしい朧月だが、さすがに今回は、この話題を引きずりたくない気持ちを優先した。浴衣を着ていたので肌の露出はほぼなかったため、湯船で茹ゆでられた青菜のように腑ふ抜ぬけた姿を見られた気恥ずかしさのほうが、今となっては大きい。

（蒼刻さんに嚙まれたと思って忘れ……──無理無理）

　蒼刻の言葉を我流に変換してみたら、どうしたら忘れられるのかという一文ができあがってしまい、固まったまま身み悶もだえるという器用な一発芸を朧月は身につけた。

　とりあえず室内に入ってもらうと、さっきまでいたはずの星せい彩さいが忽こつ然ぜんと消えていた。

　二人きりでがんばれということか？　そんながんばらせないでほしい！

　長なが椅い子すの端と端。

　いつもよりも微妙に距離を置いて座ってしまい、朧月は蒼刻と同時にため息をつく。

「張ちようさんと星彩が結けつ託たくしてやがったらしい。男用の湯殿が壊れたとか言うから……」

「……いえ、わたしも思い返せばたいがい長風呂でした。後で星彩には、いろいろ言っておきますけれど」

「俺も張さんの髭むしっとく」

「想像するだけで可か哀わい想そうなので、もう少しやんわりしたお仕置きにしてあげてください」

「やんわり撫でたって、張さんには効かねえだろ」

「……まあ、躾しつけにはなりませんね」

「おまえは撫でてほしくないか？　いい子いい子って」

　朧月は、そろりと持ち上げた手を、蒼刻の差し出した手と指先だけ重ねてみた。

「……むしろ、手をつなぎたいです」

「わかった。──で、もうひとつあるが、ほかの場所にはいらないか？」
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　俺の手。

　朧月の望みどおり片方の手を握にぎりこみながら、蒼刻がささやく声に添ってこぼれた吐息には、えも言われぬ艶が薄くにじんでいた。先ほどの湯殿での立場が逆で、蒼刻の素肌をうっかり見てしまったとしても、これほど心臓がうるさくはならないだろうと思う。

　蒼刻のおそらくは無自覚で男の子っぽい色気は、普段の鋭するどい目つきなどよりよほど兇悪に胸を貫き、朧月をたやすく誑たぶらかす。至近距離でそれは卑ひ怯きようです、蒼刻さん。

「……背中を、やさしく撫ぜてほしいかもしれません」

「背中かよ」

「な、何かいけませんでしたか？　不満そうですけど」

「いや、別に」

　蒼刻は仕方なさそうに手を伸ばし、朧月をごくゆるく抱き寄せると、背をぽんぽんと叩いてくれた。礼を口にする前に、質問が頭上から落ちてくる。

「不安は消えたか」

「……はい」

　見抜かれていたのかと、朧月は気まずい心境で蒼刻の腕の中に囲われる。

　まあ、双そう界かいの瞳の異能──冥界公主と呼ばれる理由にもなった、死者の魂魄に対して奇妙に干かん渉しようできる力を使うと、朧月は決まってそわそわしていたので、先回りして心配されてしまうのも仕方なくはあった。

「朧月。──おまえに何があっても、どんな異能があっても、俺は壊れないし最後まで戦い抜けるからな」

　見透かしたように強い声音で告げられ、ちょっと息が止まった。

「だから安心して俺に惚れて、娶めとられておけ」

「……強引な若様ですね」

　そして意外なところがわかっていない。──朧月は以前からずっと、蒼刻しか目に入っていないのに。

（ちょっと鈍どん感かんなところが可か愛わいいのだけれど）

　蒼刻が訊きいたら、おまえが言うなと怒りそうなことを考える朧月であった。

　同じ高さに腰を下ろしていて、蒼刻が心もちこちらに上体を傾けていて。

　普段より彼のすべてに手が届きやすいからこそ、ふつりと湧わいた悪戯いたずら心ごころ──

「……ッ!?」

　編まれていない銀髪へと手を差し入れ、蒼刻のうなじにそっと指先でふれた途端、寄り添う青年の肩が跳ねた。吐きかけた息をのむ音の、かすかな艶にときめく。

　ぱっと身体が離れた。

　うなじを自分の手で押さえた蒼刻は、不快そうではないが困惑したように眉をひそめている。その、普段よりも年相応に見える無防備な表情にも胸がほんわかとした。

「何すんだ急に。びっくりしただろ」

「わたしは蒼刻さんの反応に驚きましたが……。蒼刻さんも、首が弱いのですか？」

「……弱くはねえよ。人間ならみんな、このへんは急所だろ」

　蒼刻のなんとも言えぬ表情を見上げながら、なるほど、と朧月は納なつ得とくした。

　気を抜いたときに急所を襲われたから、まるで敵襲に身構えるみたいに勢いよく反応したのか。ほかの急所もつついてみたい好奇心が疼うずくが、さっきの今でまたそんな悪戯をしでかす度ど胸きようはなかった。

「蒼刻さんにも、急所などという人間味があったのですね……」

「おまえは俺をなんだと思ってんだ、マジで」

　半眼でつっこまれた。先ほどとはがらりと変わり、ぶっきらぼうな口調で言われる。

「人体なんて、あちこち弱点や急所だらけだっつうの。おまえに至いたってはどこもかしこも急所みたいなもんだろうが、この最弱公主が」

「新たな悲しい二つ名が!?」

「ふん。天然公主よりもお似合いだろ」

「…………反論できない事実を、急に突きつけないでください」

　先せん刻こくまでのしっとりとした空気を、自分たちで完かん膚ぷなきまでに叩き壊しながら──

　それでも片方の手だけつないだまま、彼らなりに楽しくは過ごしたのだった。
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　しばし後──

　緑りよく露か楼ろうの寝台は、涼すずしい闇と朧ろう月げつの安らかな寝息に彩いろどられていた。

　可憐な寝顔を見下ろして、蒼そう刻こくは息をつく。深しん更こう、しかも二人とも湯浴みの後という初夜じみた状況でありながら、耐えていられた自分を褒めてやりたい。

　痛みや苦しみを愛せというのは鍛たん錬れんにおける基本精神だが、それに近い境地に達しかけている。生なま殺ごろしをあえて楽しむとか、その中でぎりぎりの線を狙ねらっていくとか。進んでいるのか進んでいないのか微妙だが、なんとも言えない距離感から自分なりに愉たのしみを拾うすべを蒼刻は学びとりつつあった。

（……いやいや、慣れてどうする俺）

　欲があっても我慢のできる男であれ、という白虎の言葉には素直にうなずけたが、我慢するだけというのも厳しい。

　やれやれと嘆たん息そくして、ざっくりと束ねた銀髪をかき上げたとき、遠慮がちに扉とびらを叩く音が耳にふれた。

「このような時刻に失礼いたします、若様」

　老執事だった。こんな夜よ更ふけでも、束ねた髪にもお仕着せにも一いち分ぶも隙がない。

「若様に御客人です」

「また、俺にか？　今度はだれなんだ」

「──曹そう家の二の姫君にして護ご花か七しち将しよう軍ぐんであらせられる、曹流りゆう霞かさまです」

　その名は、綺き羅ら姫ひめの突撃めいた訪問のときよりも大きな驚きを、蒼刻にもたらした。







　客人は応接室ではなく、夜風を感じられる庭園で待つことを望んだそうだ。

　室内着からそれなりにきちんとした衣裳に着替え、蒼刻は濃のう淡たんのさまざまな紅くれないの薔ば薇らに満たされた庭園へと向かう。そして池の真ん中に浮かぶように建てられた四阿あずまやで、癖くせのない黒髪を高い位置で結ゆった人の姿を見つけた。

「曹将軍」

「今は、流霞と呼んでくれて構いませんよ」

　黒を基調として、差し色の紅が凜り々りしく映はえる軍装。

　縫いとりされた腰帯に、二刀一対の双子剣を佩いた、若木のような立ち姿──

　四阿に灯ともされた常じよう夜や灯とうに浮かび上がる後ろ姿は、ともすれば小柄な少年武官だと勘かん違ちがいされそうな禁欲的な雰囲気に包まれているが、足音に気づいてこちらを振り返った色白の面おも差ざしは、仙せん姫ひめを思わせる美び貌ぼうだ。

　だが表情には一切の媚こびがなく、硬い宝石のように高潔な気品をまず感じさせる。

「久しいですね、蒼刻」

　灯りを受けて紅こう玉ぎよくの色に輝く瞳が、蒼刻を映すと、ほのかな温ぬくもりを宿した。微笑む。

　曹流霞。

　三大家である曹家傍ぼう系けいの姫君にして、護花七将軍の紅こう一点である。

　いわゆる男装の麗れい人じんだが、軍務では男衣裳のほうが何かと都合がいいからそうしているだけで、彼女自身は別に男勝りだとか、がさつというわけではない。むしろ、湘しよう雲うん公主とはまた別種の女性らしさを秘めた人だ。
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　一礼した蒼刻を眺め、流霞はひとつうなずいた。

「不ふ幻げんから聞いたとおりですね。以前よりも安定しているようで何よりです」

「呂りよ将軍が、俺のことをそんなふうに言ってたんですか」

「ええ。彼は寡か黙もくですが、常に仲間のことを気にかけている善よい御方です」

「全面的に同意します」

　曹家と呂家の関係はさほど良好ではないのだが、流霞が不幻を語る口ぶりには、素直な好意だけがこめられている。

　流霞はいろいろな意味で、曹家の中では変わり種だ。

　だから曹家とは何かにつけ対立しがちな劉りゆう家の蒼刻でも、屈くつ託たくなく付き合えている。

「──あなたの『鞘さや』にも是ぜ非ひ逢あいたいのですが、まずは用件を」

　蒼刻は条件反射で、直立不動の体勢をとる。

「我らが双そう璧へきからの命令です。月げつ蝕しよく領りように関わる問題を片づけるにあたり、やはりあなたの協力が欠かせないので、できるだけ早く鋼こう鉄てつ宮きゆうに出仕するようにと」

「承知しました」

「せっかくの賜し暇かを返上させることになり、すまないとも言っていました」

「慣れてます。──それに、一番の目的は果はたせましたから」

　迅じんを追つい悼とうするために玉ぎよく龍りゆう節せつの灯とう籠ろうを流すのが、この休みでの一番の目的だった。

　……二番目の目的である朧月とのあれこれはまだ消化しきれていないが、まあこの賜暇でなければ実現できないことではない。あの珍ちん獣じゆうが、蒼刻が全霊をかけて守るものなのだと家族に示せただけでも戦せん果かだ。

　不平も言わずに応じた年下の武官を見つめて、流霞がふと目元をやわらげた。

「不幻と煌こう言げんに聞きましたよ。月蝕領では、かの黄こう帝ていですら斃たおせなかった妖よう異いを打ち滅ほろぼしたとか」

「俺一人の手柄ではなく、張ちようさんたちの助けがあったからこそですが」

「それでも、すごいことですよ。わたしもあなたに負けていられませんね」

「水の上では、俺があなたに勝てる気はしませんが」

　蒼刻ははぐらかすわけではなく、まじめに言った。

　流霞はその名に水の意がこめられているのに似つかわしく、水軍の指揮を得意とする。

　十六歳のとき、並みいる求婚者たちに「わたしよりも操船技術の長たけた方となら」との条件をつけて勝負を受け容れ、船で大たい河がをさかのぼる競争をした話は有名だ。

　結果、無敗。

　彼女を娶る資格を得た男は、未だにいない。

（……あの馬鹿兄貴なら勝てたかもしれない、と親父は言ってたが）

　海と港の管理が大きな仕事である劉家にとって、船を愛し人柄もまじめな流霞は──いけ好かない曹家の姫君という点にさえ目をつむれば──長ちよう子し・戴たい青せいの花嫁候補として理想的だったのだ。

　父・永えい貴きもどうにか縁組みができないかと図はかったのだが、実際に流霞を引き合わせる前に戴青が家出してしまったせいで、計画が頓とん挫ざしたという過去がある。

「──それと、もうひとつ」

　後輩の成長を温かく見守る微笑みを消して、流霞は言った。

「黒こく烏う州刺し史しが妹姫、姚よう朧ろう月げつを皇宮に連れてくるように、とのことです」

「朧月を？」

　とっさに身構えて訊き返してしまったのは、半月前の月蝕領がらみの一件は忘れようにも忘れられないせいだ。

「そちらは天てん祥しようさまの命ですか」

「いいえ。こちらは皇帝陛へい下かの勅ちよく命めいです」

　蒼刻は目をみはった。

「どういうことですか。皇帝陛下が、なぜ朧月を──」

「天てん狼ろうさまに関わることだそうです。それ以上は、わたしもまだ聞かされていません」

　わずかにまつげを伏せ、流霞はゆっくりとかぶりを振る。

　華か天狼。

　月蝕領で黄こう魔まに囚とらわれていた、先の太たい子し。天祥の同母兄。

　──黄こう巾きん賊ぞくとの戦いのさなかに行方ゆくえ不明となり、死んだと思われていた彼が皇宮に戻った後のことを、蒼刻も案じなかったわけではない。ただの家族のように「ただいま」「おかえり」では済まないのは、ほとんど宿命だ。

　しかしその影響が劉家や蒼刻、あるいは国軍に及ぶだろうと漠ばく然ぜんと予想はしていても、朧月がいきなり渦中の人にされたのは、さすがに意外だった。

「皇宮は今、どうなっているんですか」

「皇帝陛下はもちろん二人の皇子殿でん下かも、皇位継承で相争うことなど望んではおられないのですが……」

　濁にごされた言葉の続きはたやすく想像がついた。

　本人たちの意思とはまったく違う方向で、周囲の人間の思おも惑わくが動くのは、皇宮では呼吸と同じくらい普通のことだ。

「あなたもいずれは護花七将軍。大切な花は必ず護まもり通しなさい、劉蒼刻」

「無論です」

　蒼刻の即答は、流霞の理想どおりだったようだ。

「花を散らさんとする無ぶ粋すいな嵐あらしが来ても、あなたが揺らぐことはなさそうですね」

　頼もしげな微笑みは、男心をくすぐる魅み力りよくにあふれたもの。けれども流霞はそれを一瞬で消してしまい、

「わたしの身の上では詳細は明かせません。──ですが、これだけは伝えておきます」

　風にもてあそばれた黒髪を手で押さえることもせず、ひそやかな声で告げた。

「曹家の当主代行が、不ふ穏おんな動きを見せています。くれぐれも用心してください」

「！」

　瞠どう目もくし、それから蒼刻は警戒心と嫌悪感を隠しきれずに低くつぶやいた。

「曹家当主代行。……曹緋ひ鷹おうですか」

「あなたも、彼が苦手ですか？」

「あの男を歯し牙がにもかけないのは、うちの規格外に無神経な兄貴くらいのものです」

　曹緋鷹には、片方の手で数えられる回数しか逢ったことはない。

　玄げん静せい心しんのように真正面から敵意をぶつけてくるわけではなく、放ほう蕩とう息子むすこらしく愛あい想そがよくて社交的ですらあったのだが──

（なんか、身体が受けつけない感じなんだよな）

　うまく表現できないが、目が合うと深しん淵えんに引きずりこまれるような心地ここちになる男だ。

　もともと愛想の足りない蒼刻では、話がはずむわけもなく、あいさつ以上に相手に踏ふみこんだためしはない。

　そして気づく。──あなたも、と流霞が言ったことに。

　紅玉の瞳を見つめると、緋鷹の従妹いとこにあたる姫将軍は、ゆっくりとうなずいてみせた。

「ええ。わたしも緋鷹は苦手です。ありきたりの欲望では動かない人だからこそ、行動の先が読めない」

　流霞のため息まじりの声を聞きながら、蒼刻は無意識に刀の柄つかに手をかけていた。

　月蝕領で黄魔と対たい峙じしたときとは、まるで異なる種類の、悪い予感。

　今度は刃やいばでは断ち切れないものが敵に回るのかもしれないと、苦々しく思った。
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　黒こく烏う州──州都・龍りゆう珠じゆ。刺し史しの居館たる幽ゆう鬼き院いん。

　その正せい房ぼう二階にある執しつ務む室しつで、日が暮れてもひたすら黙もく々もくと書類に印を押していた静せい心しんの元に、硬かたい表情をした執しつ事じが現れた。

　来客、という単語を聞いた途と端たんに、静心の細く整った眉まゆがひそめられる。

「先触れのない客人は、今日はこれで二人目だぞ？　まあ一人目は致いたし方ない事情の持ち主ぬしだったが、今度はだれだ」

　商人とは異なり、千せん客きやく万ばん来らいという言葉を歓迎できない。予定にない来訪者が多いほど、時間が余分に割さかれて、書状の処理が遅れる。

　静心の不ふ機き嫌げんさを隠さない声の裏には、適当な理由で追い返せなかったのか？　という意味も秘められている。それを察した志し雄ゆうは、ふがいなさげに頭こうべを垂たれた。

「俺もほかの方ならそうしたかったんですが、今回ばかりは──」

「久しいな、静心」

　志雄のがっしりとした肩の向こうから、独特の凄すごみがある美声が聞こえた。

　静心と志雄は、背後から突然刃物で刺されたかのように動きを止める。

「元気そうで何より。相変わらず、切って売り物にしたくなるほど見事な黒くろ髪かみだ」

「──曹そう、緋ひ鷹おう」

　褒ほめ言葉らしきものを口にしながら、武人めいた肩幅で背も高い男──曹緋鷹は、執務室に入ってきた。静心と目が合い、唇くちびるの端をわずかに吊つり上げる。

　端正な笑みは、敵意などないはずなのに不安をかき立てる。頭の中をまさぐられるような錯さつ覚かくをさせる、真しん紅くの瞳ひとみのせいだ。

　目鼻立ちがすっきりと男らしく整った顔立ちで、女によ人にんにはたまらない艶つやをただよわせる美び丈じよう夫ふなのだが、そんな美点では隠せない不ふ穏おんな何かがある男だった。

「緋鷹で構かまわないと、以前にも言っただろう？　名で呼び合うのは照れくさい性格か」

「馴なれ合いを好まぬだけだ。──まずは、先触れもなしに訪ねてきた理由を聞きたいな。返済はとり決めどおりに進めているはずだが？」

　緋鷹を鋭するどく見み据すえたまま、静心は仕方なく、執事にもてなしの支し度たくを命じた。

　緋鷹はといえば、慣れた様子でさっさと適当な椅い子すに腰を下ろしている。

　──かつては曹家の放ほう蕩とう息子。

　叔お父じにあたる先代の曹家当主が、とある魔人にそそのかされ、皇こう都とでおぞましい事件を起こしたかどで刑に処された後は、当主と紅こう英えい州の刺史を代行している男だ。

　黒烏州は紅英州に金銭面以外にも借りがあるし、無む下げに追い返すわけにはいかない。

　黒髪を綾あや紐ひもで束たばね、飾りのない鉄てつ紺こん色しよくの袍ほう、腰に剣といういでたちは、放蕩息子と呼ばれていたときと大差ないが、緋鷹は州民にとっては有能でありがたい刺史代行だと聞く。

「素直なところも昔のままか。おまえは変わらんな。癒いやされるよ」

「…………」

　静心がめずらしく反論に窮きゆうしたのは、浅からぬ付き合いのせいで、緋鷹が皮肉ではなく本ほん音ねでそう言ったのだと悟さとったからだ。理解不能だが、この静心より三つしか年上でない男は本気で、つっけんどんな黒烏州刺史といると心が和なごむそうだ。

　確実に悪趣味だ。かといって、変人などというのんきな響ひびきでは片づけられない。

「他人の干かん渉しようなど受けつけない、という澄すまし面づらが得意技のように見えて、おまえは意外と心の動きが顔に出るんだよな。瞳よりも唇に反応が出やすい。好ましくない相手を前にすると、口元にほんのわずか余分な力が入る。今まさに、そうしているようにな」

「邪じや推すいで人をからかうのはよい趣味とは言えないぞ、曹緋鷹。──それで、今日はいつものように戯ざれ言ごとを吐きにきただけなのか？」

「いや、今日はおまえの心の解かい剖ぼうが目的ではない。黒烏州はどうなっている？」

　別の日に余裕さえあれば解剖したいと言わんばかりに緋鷹が笑みを深めるので、静心は椅子から立ち上がりたくなった。少しでもこの男から離れるために。

　そんな衝しよう動どうを氷の仮面の下に押しこめ、静心はとりあえず質問に対して、あたりさわりのない答えを用意する。

「今年は作物の実りもよく、蜂はち蜜みつ等の副産物も予測どおり売れているし、黄こう巾きん賊ぞくの一件を除けば厄やつ介かい事ごとはない。月げつ蝕しよく領りようがらみで仕事は増えたがな。──貴き殿でんこそ、急に先代当主を失ったせいで忙ぼう殺さつされていると聞いたが？」

「叔父上か。あんな死に方では墓を作って葬ほうむることができただけでも上等だが、あの人なりに曹家のために尽つくしていたのも事実だ。俺としては哀あい憫びんの情は禁じえないので、刺史代行の仕事をしながら、個人的に喪もに服させてもらった」

「皇都の平安を乱しただけではなく、貴殿を殺そうとした罪人であってもか」

「俺は別に叔父上を嫌いではなかったからな。あのどこまでも普通な人が俺を不気味がる心理はよくわかる」

「……寛かん大だいなことだな」

「叔父上もおまえのように、俺を恐おそれずにあしらってくれればよかったんだがな。俺は別に曹家当主の座を奪い返そうなどとは思っていなかったのだから」

「貴殿が権力欲とは無縁なのは、私も知っている」

　心がまともに動いたためしがない。どんな遊興・娯楽でも満たされたことがない。

　静心は以前、緋鷹からそう聞かされたことがあった。そして事実、この男は酒にも色にも金にも矜きよう持じにも執しゆう着ちやくしない。

「おまえの異母妹いもうとは箱庭暮らしをやめて、劉りゆう家の二男と親しくしているそうだな。おまえもあの未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんさまとお友達なのか？」

「我わが妹と私は別だ。交流はあるが、心を許した覚えはない」

「それを聞いて安心したぞ、静心。劉家は遠祖劉りゆう備びの頃からしばしば人たらしを輩はい出しゆつする厄介な一族だから、さすがの俺にとっても不安要素だったんだが」

「緋鷹。貴殿は何が言いたい？」

　静心は目をすがめた。彼の命にも等しい異母妹のことなのだ、身構えもする。

　彼の警戒ぶりをよそに、緋鷹は名で呼ばれたのを歓迎するかのように、両腕を広げてみせた。はっきりと愉ゆ悦えつの色がにじんだ声で言う。

「ひとつ提案だ、静心。残すところ五千両あまりの貸付金──俺に協力してくれるなら、刺史代行の名において帳消しにしてやろう」

「協力の内容は」

　当然のことだが本気では喰くいつかず、かといって油断することもなく、静心はあくまでも事務的に訊きき返した。

　その冷ややかさが小気味よいとでもいうように、緋鷹は深くうなずくと、おもむろに腰を上げて執務机に迫せまってきた。机き上じように手を置き、静心の顔をのぞきこんでくる。

「…………」

　静心は目を疑った。空恐ろしいほど精せい巧こうな作り笑いが得意な緋鷹の、自然な笑顔を見たのは初めてだ。探していた玩具おもちやをようやく見つけた子供のように晴れやかな笑顔だというのに、背中に凍こおりかけの毒どく水すいでも浴あびせられた心地ここちになる。
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　そうして緋鷹が口にしたのは、静心にとってこの上なく禍まが々まがしい内容だった。

「たしか姚よう朧ろう月げつといったな？　おまえの異母妹を、俺の養女として貰もらい受けたい。養女が嫌いやなら嫁よめによこしても構わんが」

　どうする？　と。

　とらえどころのない暗がりを秘めた瞳を夕明かりで鋭く光らせ、曹家当主代行は静心に答えを求めた。











《了》













あとがき






　お久しぶりです、こんにちは。『双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん』、お笑い路線に帰ってきました！

　と書こうと思ったのですが、一応シリアス路線のはずだった黄こう魔ま篇でも戦場ジョークと称して隙すきあらば漫まん才ざいを入れていた上に、番外編（三人で相そう思し相そう愛あい？）に至いたっては漫才しかないような話だったので、実は大してお久しぶりではない気もする文章担当です。

　前巻は男だらけだったので、今回は女子（朧ろう月げつ以外）が元気なお話にしようと思って、プロットを立てました。そのくせ地味におっさんが出ばっていますが、気づかないフリをしていただけると幸いです。がんばって美少年（蒼そう刻こく弟）も出したので許してください。

　そんなこんなでまた登場人物が増えましたが、主人公が「死者と普通に会話ができる」という設定なので、「キャラが多すぎて覚えられません」と言われたら、即座に「では次回で八割くらい死なせますね！」という解決策がとれるのが『双界』のメリット。たとえ死んでも、みんな幽ゆう鬼きになってときどき再登場すれば無問題！（※冗談です）

　とはいえ今回「まだいたの!?」と言われそうな某ぼうキャラは、そんなノリで残ざん留りゆうしたわけではなく、設定や性格がまだ使えると判断してのことです。前巻を執筆している間はまだ残留させるかどうか決めかねていましたが、くまの先生のキャラデザが至し高こうですし、名前いじりネタ（一章参照）もやりたかったので、こちらに舵かじを切りました。

　さて今回は同時に特装版も出していただけまして、そちらは突っ込みどころのバーゲンセールなＣＤ付です。谷たに山やま紀き章しようさん＆中なか田た譲じよう治じさんが、これぞ蒼刻！張ちようさん！　な二人を演じてくださったので是ぜ非ひ聞いてください。作者の私は感動しながら腹ふつ筋きんが吊つりました。皆様にも、ときめきながら笑いで呼吸困難になっていただけることと思います！

　そして九月二十日には、あまさかえで先生によるコミカライズ『双界幻幽伝』の２巻が発売されます！　あまさ先生の描かれるカップル感や人物の細やかな動きや背景がたまらないですし、扉絵など漫画ならではのお楽しみ要素が盛りだくさんで、私はいつもハッピーです。いろいろうれしかったので、自作サイトでも記念に何かできるといいなと……。

　資料や助言等できめ細かにバックアップしてくださった担当様はじめ、関係者の皆様には今回も本当にお世話になりました……！　新登場人物が多い上に、特装版と通常版のニパターンの表紙まで手がけていただき、くまの先生には感謝してもしきれません。胸むな毛げをもろに出しても許されるダンディは張さんだけ！　そして皇族組や糸目の人や護ご花か七しち将しよう軍ぐんたちのカラーを拝見した際には、興奮しつつ「……活躍させないとな」と真顔で猛もう省せいしました。がんばります。ひたすら地道に。

『双界幻幽伝』を支えてくださる皆様に感謝しつつ──


木き村むら千ち世せ
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　あれはたしか、藍らん志しも蒼そう刻こくも十歳にもなっていない頃──

　長ちよう兄けいの戴たい青せいが思いついたように、二人を龍りゆう臥が園えんの武器庫に連れて行ったことがある。

　自分の背せ丈たけよりも全長のある槍やりなどを見上げて、藍志は思わずつぶやいた。

「青せい兄にいさま。これ、みんな本物？」

「中には有名な武器を模もして作ったものもあるが、実際に使えるのか、という意味で言うなら本物だ。どう思う？」

　うなずいた戴青は、どこか癖くせのある笑みを浮かべながら、弟たちに問いかけてくる。

　やや熱心すぎるほど古こ今こん東とう西ざいの武器を愛好する両親が集めた品々は、あるものは壁に飾られ、あるものは専用の箱に収められて、意外なほど整然と管理されていた。その中から大ぶりな刀を選び、戴青がなめらかに鞘さやを払う。

　業わざ物ものの、薄暗い中でも鏡のように光る刀身に目を輝かせながら、蒼刻が言った。

「きれいで、かっこいいと思う。……でも、少しだけこわいかも」

「いい答えだ。さすがは俺の弟。藍志はどうだ？」

「ぼく？」

　きれいだとは、藍志も思った。

　戴青から毎日剣の手ほどきを受けている蒼刻とは異なり、憧あこがれはしなかったけれど。

「ぼくには、これで後ろからこっそりやるのが向いてそう」

「……れーせーだな、藍志」

　物騒な弟の発言で、蒼刻の目が点になる。

　藍志が指さしたのは、点てん穴けつ針しんという暗器だ。手の中に握れば隠せてしまう長さの金属棒で、先端が鋭するどく尖とがっている。きっとこれで、急所をぐさりとやるのだ。

　子供らしからぬこの答えにも、戴青は蒼刻のときと同じように誇ほこらしげに笑った。

「さすがは俺の弟。自分の個性ってもんを理解してるやつは好きだぜ」

「……うん」

　くしゃくしゃと頭を撫なでられた藍志は、なんとも言えない心地ここちでうなずいた。

　幼おさな心ごころにも「たぶんうちの青兄さまは変わってる」と感じていたが、そんなほかの人とは異質なところを見てもなお、藍志にとっての戴青は、不思議なつかみどころのなさと包容力がおもしろい長兄だった。

　なので褒ほめられればうれしいが、戴青が本気で指導する弟で子しが自分ではなく蒼刻であることも知っているので、胸の奥が少しもやつきもする。ぼくも蒼兄みたいに武芸の才能があったらよかったのになと、今さらどうしようもないことを考えたりもする。

「それじゃ蒼刻には、明日少しだけ真剣を使わせてやろう。藍志も護身術をやろうな」

「うん！」「わかった」

　そうして兄の蒼刻は元気よく、藍志はすまし顔で、長兄の提案にうなずいた。

　──しかし翌日、戴青には急用ができて、弟たちの手ほどきができなくなった。

　戴青が急用とやらを済ませて帰ってきたのは、夜遅く。

　普通の子供なら寝てしまう時間だったが、読書が趣味だった藍志はまだ起きていた。

「ただいま。いい子にしてたか？　藍志」

「そつなくやってたよ」

「さすがは俺の弟、可か愛わいくない答えがいかすぜ。蒼刻は──もう夢の中か」

　その頃は、藍志は一つ年上の兄と同じ部屋で寝起きしていた。二つ並んだ寝しん台だいの一つ、吊つられた蚊か帳やで四し方ほうを囲まれた中に、仔こ狼おおかみのようにまるまった姿が透すけて見える。

「うん。青兄が勝手に行っちゃったから、一日中ぷんぷん怒ってたけど」

「怒り疲れて寝ちまったのか。あいつらしいな」

　くすくすと笑い、戴青は長なが椅い子すに座っていた藍志の隣にくると、ふいに「おまえも本格的に剣術やってみたいか？」と問いかけてきた。

　藍志はつかのま誘惑にかられて、大きな青い目を泳がせる。けれども自分に蒼刻ほど武芸の才能がないからといって、戴青が自分を馬ば鹿かにしているわけではないのも理解していたので、結局首を横に振った。

「このままでいい。ぼくは、兄さんたちみたいに強くないから」

「冷静だな。でも強くないんじゃなくて、藍志は頭が切れるし顔が可愛いから、違う戦い方が向いてるだけだ。それもわかってるよな？」

「……うん」

「ならよし。さすがは俺の弟だ」

　やや荒っぽく頭を撫ぜる手は、今宵こよいは藍志だけのもので、少しだけ得意な気分になる。

　後に蒼刻が「あの鬼き畜ちく兄貴いつか殺す」と吐き捨てるほどになる、戴青による容よう赦しやない鍛たん錬れん地獄が幕を開ける前のことであった。







「──ざっとこんな感じ。昔は蒼刻兄さんも戴青兄さんと仲が悪くなかったんですよ、って朧ろう月げつさんにお話ししただけだよ。どうしてご機き嫌げんななめなの？　兄さん」

　僕がたくましかったら今頃関節技でもかけられていたんだろうなと思いつつ、藍志は平然として言った。もちろん朧月に対して語る際には、自分の劣れつ等とう感かんその他は語らず、蒼刻の無む邪じや気きだった頃の描写を中心にしたのだ。

　目の前では蒼刻が拗すねた顔をして、紫し檀だんの円えん卓たくに頰ほお杖づえをついている。

「どうしてと言われてもな。……ガキの頃の話なんて、普通に恥はずかしいだけだろ」

「朧月さんは『蒼刻さんはやっぱり可愛いところがありますよね』と言って、うっとり頰を染めてたよ。兄さんへの好感度なら、むしろ上がってると思うけど？」

「やっぱり、ってなんなんだよあの珍ちん獣じゆうは」

　ますます、むくれてしまった。男心って難しいなと、藍志は他ひ人と事ごとみたいに実感する。

「守りたいとかずっと一緒にいたいと思ってる相手に、可愛いとか弟っぽいとか思われるなんて台なしだろ」

「大半の女の人は、なんでも『可愛い』と言ってしまえる大らかな感覚の持ち主ぬしだから、そんなに気に病やむ必要はないと思うけど。ありがとうございます可愛いだなんて照れてしまいますねでも僕はあなたのほうがずっと可愛いと思います、くらいの社交辞令を言っておけば大丈夫じゃない？」

　藍志自身、何度も女性から「可愛い」と言われてきたので、そのくらいはわかる。

　だが、父に案じられるほど女っ気けがなかった蒼刻には、理解できないらしい。

「そんな軽いノリで、えらく難易度の処世術を要求するなよ」

「難しいかな？　僕は初歩中の初歩だと思ってるけど」

「おまえの処世術の定義が心配になるな。──ったく、綺き羅ら姫ひめにもその調子なのか？」

「その調子というのが、どんな感じのことを言っているのかはわからないけど、特に態度は変えていないつもり……なんだけど」

　うっかり口ごもってしまったのを、蒼刻は聞き流してはくれなかった。

　基本的に他た人にんからの評価を気にしない次じ兄けいだが、かといって無神経なのではなく、懐ふところに入れた者には世話焼きになってしまうほうだ。皇こう都とに出て武官として働きはじめてから、その傾向はさらに強くなったらしい。

（だから僕もつい、以前は隠してた本ほん音ねをぽろぽろこぼしてしまうんだけど）

　言ってしまえば、昔よりも率直に次兄に甘あまえている。以前はひそかな劣等感のせいで、なんとなく距離を保たもとうとしていたのだが。

「おまえ、綺羅姫は苦手か？」

「うーん……苦手といえば苦手なのかも。僕のやさしさや褒め言葉がうわべだけのものだって、綺羅姫さまは初対面のときから見抜いてるみたいなんだよね。あの方は僕とは正反対で、心から人間が大好きだし、その気持ちを表現するのに全身全霊をかけてるから」

　奇き矯きようだが、すごい勇気のある人だなとも思う。藍志には真ま似ねできないけれど。

「たとえうわべだけで本音は別にあっても、おまえほど他人に気遣えるのは十分に偉えらいと思うぞ。綺羅姫もそこは認めてるように見えたがな」

「……そうかな？」

　なんとなく褒め方が戴青に似ている気がしたが、さすがに口には出さなかった。

「少なくとも俺はそう思う。──それは昔の話は、もう二度とするなよ」

「えー。朧月さんには、もっと聞かせてほしいって言われたのに」

「だったら俺からあいつに教える」

「そっか。それがいいかもね」

　殊しゆ勝しように答えつつも、藍志は「二度としない」とは明めい言げんしなかった。

　姚よう朧月が、目つきの悪さその他のせいで誤解されやすいこの次兄を、敬愛したり慕したったりしている姿を見るのが、藍志はなんとなく気に入っていた。普段は怖こわいもの知らずの兄が、彼女のつかみどころのない持ち味に時に手間取っているのも楽しい。

　だから彼女に昔話をお願いされたら、断れるとは思えないし、断る気もなかったのだ。

（戴青兄さんも、蒼刻兄さんと朧月さんを見て、同じように思ったんだろうな）

　想像しつつ、藍志はまだ不満げな色を残す次兄の顔を眺ながめていた。微笑ほほえましさでゆるむ口元は、手にした茶ちや杯はいでうまいこと隠して。





〈了〉










著者

木村千世

Chise Kimura




今回は同時に特装版も出していただけました！

声優さんの細やかな演技に感動し、蒼刻は本当に17歳の少年だったのだと今さら実感したり、張さんの存在感をリアルに味わったり…。

自分の中では擬似親子で相棒のコンビですが、声の艶などの影響でまた違うイメージも生まれたので、本編に反映させたいなと思っています。










イラスト

くまの柚子

Yuzuko Kumano




やっと弟君が出てきたヨ～

楽しみにしてたの☆

婚約者でてきたヨ～

またでた変人（褒めてる！）

などなど

今回もお楽しみがいっぱい♪




■YUZU SPICE

http://kumanoyuzuko.sakura.ne.jp/
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